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　バドミントン国内最高峰の団体戦、バドミントンＳ／Ｊリーグが10月５
日・６日の２日間、ナイスアリーナで開催されました。リーグ開幕戦とな
る5日には開会式が催され、その後、男女計６試合が行われました。会場に
は多くのバドミントンファンが訪れ、国内トッププレーヤーの熱戦を間近
で観戦。選手に大きな拍手を送っていました。
（記事５㌻・写真は５日の桃田賢斗選手〈ＮＴＴ東日本／黒〉 対　佐藤雄輝
選手〈丸杉／白〉）　
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«
秋
の
叙
勲
»

旭
日
小
綬
章
地
方
自
治
功
労佐  藤      勇さん

（76歳・矢島町立石）

「叙勲の栄に浴しましたが、ひとえに
皆さまの応援、ご指導のおかげと心か
ら感謝しています。これからも健康に
気を付けながら活動していきたいで
す」と話す佐藤さん。

佐藤さんは平成７年に矢島町議会
議員に当選以来、合併後も令和３年10
月まで26年余りにわたり由利本荘市議
会議員を務められました。この間、教
育民生常任委員会、産業経済常任委員
会、総務常任委員会の委員長ならびに
市議会副議長を歴任するなど、地方自
治の発展に尽力されました。

«
秋
の
叙
勲
»

旭
日
双
光
章
地
方
自
治
功
労大  関  嘉  一さん

（75歳・前郷）

「たくさんの皆さまのお力添えに感謝
し、受章させていただきました。後期
高齢者になりますが、お世話になった
由利本荘市へ恩返しできるよう努力し
たいと思います」と話す大関さん。

大関さんは平成11年12月から平成
17年３月まで由利町議会議員を、平成
17年11月から令和３年10月まで由利本
荘市議会議員を通算21年余りにわたり
務められました。この間、由利本荘市
議会産業経済常任委員会、同総務常任
委員会の各委員長を歴任するなど、地
方自治の発展に尽力されました。

«
秋
の
叙
勲
»

瑞
宝
単
光
章
社
会
福
祉
功
労佐  藤  睦  人さん

（75歳・鳥海町伏見）

「大変名誉な章に戸惑いながらも、受
章できたことを大変光栄に思います。
活動を続ける中でお世話になった多く
の方々に感謝申し上げます」と話す佐
藤さん。

佐藤さんは昭和61年から令和元年
までの33年にわたり、民生委員・児童
委員を務められました。この間、鳥海
地区民生児童委員協議会会長、由利本
荘市民生児童委員協議会副会長、秋田
県民生児童委員協議会評議員などを歴
任。指導的な役割を果たし、地域社会
福祉活動に献身的に取り組み、市の民
生と福祉の安定に尽力されました。

«
秋
の
叙
勲
»

瑞
宝
単
光
章
消
防
功
労

佐  藤  治  円さん
（73歳・土谷）

「41年という実感はありませんが、皆
さまの協力のもと何とかやってくるこ
とができました。大会やイベントなど
では、女性消防団員の方に本当にお世
話になりました」と話す佐藤さん。

佐藤さんは昭和52年から本荘市の
消防団員となり、副分団長を務めたほ
か、合併後も由利本荘市消防団員とし
て本荘分団分団長、消防団本部長など
を歴任。平成30年まで41年間にわた
り、有事における迅速な消防活動、火
災予防活動の啓発、減少する団員数の
確保、指導育成などに尽力されまし
た。

«
第
39
回
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
»

瑞
宝
双
光
章
消
防
功
労

畠  山      操さん
（66歳・瓦谷地）

「在職中は危険な場面が多く緊張の連
続でしたが、職場や家族など多くの皆
さまに支えられて職務を全うできたこ
とに心から感謝しています」と話す畠
山さん。

畠山さんは昭和52年に東京消防庁
の消防士となり、昭和55年からは本荘
地区消防事務組合の消防士、合併後も
平成29年まで、39年にわたり消防業務
に従事されました。本荘消防署長や市
消防長を歴任するなど、業務の充実や
施設・設備の強化、職員の資質向上、
地域の安心、安全を守り後進の育成に
尽力されました。

«
第
39
回
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
»

瑞
宝
単
光
章
警
察
功
労

檜  森  正  光さん
（73歳・川口）

「駐在所や交番勤務が長く、地域の皆
さんと楽しく働くことができました。
数多くの転勤で家族に迷惑をかけまし
たが、一緒に暮らし続けられたことが
本当に幸せです」と話す檜森さん。

檜森さんは昭和42年に警察官とな
り、平成21年まで42年間にわたり、交
通部門や県内各地の駐在所・交番へ勤
務されました。この間、地域でのパト
ロールや交通安全指導、交通事故捜査
など地域の安心安全を守る職務や多く
の警察学校の実習生の指導育成に関わ
る職務に従事し、県内の治安向上に尽
力されました。

長 沼　久 利さん
（66歳・東由利老方）

長沼さんは平成12年に東由
利町議会議員に当選以来、合
併後も現在まで22年余りにわ
たり由利本荘市議会議員を務
められています。この間、由
利本荘市議会教育民生常任委
員会、同建設常任委員会の各
委員長などを歴任するなど、
地方自治の発展に尽力されて
います。

県地方自治功労

県民俗芸能功労

県優良技能者

おめでとうございます

熊  谷　　均さん
（68歳・西沢）

長谷川 政 弥さん
（66歳・田町）

　熊谷さんは16歳で屋敷番楽
保存会に入会し、舞手や囃子
手として活躍する中、平成16
年から副会長、20年から会長
として会の運営を行うととも
に、県内外の行事に積極的に
参加し民俗芸能の振興に貢
献。屋敷番楽の全20演目の詳
細な記録を作成し、民俗芸能
の伝承に尽力されています。

　長谷川さんは材料の特性を
生かした建具や調度品などの
木工製品製作に従事され、組
子細工の芸術性と実用性を兼
ね備えた製品は、県内外の展
示会などで高く評価されてい
ます。組合内の講習会では若
手職人に技術指導を行うほ
か、ものづくりマイスターと
して各種イベントに積極的に
参加し、後進の育成や技能の
継承に尽力されています。 

「後継者不足の中で大変なこ
とも多いが、一つでも多くの
ものを次代へ伝承できるよ
う、責任をもって頑張ってい
きたい」と話す熊谷さん。

「今回の受賞は身に余る光栄
です。今後、心新たに市民の
負託に応えられるよう精進し
てまいる所存です」と話す長
沼さん。

「組子細工体験などを通して
子どもたちにものづくりへの
興味を持ってもらい、後進が
育つように今後も活動してい
きたい」と話す長谷川さん。
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方
の
地
域
の
持

続
的
発
展
に
つ
な
げ
て
い
き
た

い
」
と
、
湊
市
長
は
「
四
季
豊

か
な
本
市
で
の
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
ぜ
ひ
楽
し
ん
で
い
た
だ
き

た
い
。
活
発
な
人
的
交
流
を
通

じ
て
産
業
の
活
性
化
を
目
指
し

た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
市
と
東
京
日
本
橋
・
兜
町
周

辺
の
24
の
企
業
・
団
体
が
所
属

す
る
｟
一
社
｠
日
本
橋
兜
ら
い

ぶ
推
進
協
議
会
は
こ
の
ほ
ど
、

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
通
じ

た
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
活
動
の

推
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
相
互
が
連
携
・
協
力
し

て
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
リ
モ
ー

ト
ワ
ー
ク
な
ど
の
推
進
に
取
り

組
む
こ
と
で
、
関
係
人
口
の
創

出
を
目
指
す
も
の
で
す
。

10
月
20
日
、
市
役
所
で
締
結

（一社
）
日
本
橋
兜
ら
い
ぶ
推
進
協
議
会
と
の
連
携
協
定
を
締
結

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
通
じ
た
関
係
人
口
の
創
出
に
期
待

喜
ば
し
く
思
い
ま
す
。
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
界
を
リ
ー
ド
す
る
チ
ー

ム
の
プ
レ
ー
を
間
近
で
観
戦
で

き
る
貴
重
な
機
会
で
あ
り
、
競

技
力
の
向
上
な
ど
に
寄
与
す
る

も
の
で
す
。
今
後
も
大

会
が
開
催
さ
れ
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
」

と
歓
迎
の
あ
い
さ
つ
を

述
べ
ま
し
た
。

　
開
会
式
後
に
行
わ
れ

た
第
１
試
合
で
は
、
世

界
大
会
で
も
活
躍
し
て

い
る
桃
田
賢
斗
選
手
が

出
場
す
る
な
ど
、
白
熱
し
た
試

合
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

リ
ー
グ
は
こ
の
後
、
約
４
カ
月

に
わ
た
り
優
勝
を
懸
け
て
争
わ

れ
ま
す
。

　
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
国
内
最
高

峰
の
団
体
戦
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

Ｓ
／
Ｊ
リ
ー
グ
が
11
月
５
日
、

６
日
に
ナ
イ
ス
ア
リ
ー
ナ
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
リ
ー
グ
は
本
県
の
北
都

銀
行
女
子
チ
ー
ム
を
含
む
国
内

ト
ッ
プ
の
男
女
各
12
チ
ー
ム
が

参
戦
。
今
シ
ー
ズ
ン
の
開
幕
戦

と
な
る
５
日
に
開
会
式
が
開
催

さ
れ
、
佐
々
木
副
市
長
が
「
本

市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
拠
点
施
設

で
、
国
内
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
大

会
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
を
大
変

国
内
ト
ッ
プ
チ
ー
ム
に
よ
る
熱
戦

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
Ｓ
／
Ｊ
リ
ー
グ
が
開
催

市長のつぶやき日記 市長の湊です。私のSNSに投稿した内容の一部をお伝えします。

　
９
～
11
月
の
第
４
週
は

「
地
域
公
共
交
通
乗
っ
て

応
援
Ｗ
ｅ
ｅ
ｋ
」
で
す
。

こ
れ
は
、
地
域
公
共
交
通

を
み
ん
な
で
「
乗
っ
て
守

る
」
と
い
う
意
識
の
共
有

と
、
少
し
で
も
多
く
の
方

に
利
用
し
て
い
た
だ
く
よ

う
、
秋
田
県
で
実
施
し
て

い
る
取
り
組
み
で
す
。

　
私
も
新
鶴
潟
バ
ス
停
か

ら
バ
ス
に
乗
っ
て
市
役
所

へ
！

　
普
段
見
る
景
色
と
違
い

新
鮮
！
30
分
の
バ
ス
の
旅
、

プ
チ
旅
行
気
分
｟
嬉
｠

　
フ
ッ
ト
サ
ル
の
国
内
最

高
峰
、
Ｆ
リ
ー
グ
の
デ
ィ

ビ

ジ

ョ

ン

２

公

式

戦

「
ヴ
ォ
ス
ク
オ
ー
レ
仙
台

VS
広
島
エ
フ
・
ド
ゥ
」
が

ナ
イ
ス
ア
リ
ー
ナ
を
会
場

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
地
域
の
ス
ポ
少
を
対
象

に
、
試
合
前
に
は
ク
リ

ニ
ッ
ク
、
翌
日
は
フ
ッ
ト

サ
ル
大
会
も
開
催
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

わ
れ
ら
ホ
ー
ム
チ
ー
ム

「
ヴ
ォ
ス
ク
オ
ー
レ
仙

台
」
応
援
し
て
い
ま
す
！

10月28日㈮投稿　地域公共交通乗って応援Ｗｅｅｋ10月29日㈯投稿　Ｆリーグ　ヴォスクオーレ仙台
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寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

10
月
24
日
、
市
役
所
で
受
贈

式
が
行
わ
れ
、
杉
山
肇
会
長
は

「
電
力
を
必
要
と
し
な
い
た
め
、

モ
ー
タ
ー
音
が

せ
ず
静
か
。
落

ち
葉
の
多
い
季

節
に
庁
舎
周
り

な
ど
の
清
掃
に

役
立
て
て
ほ
し

い
」
と
話
し
、

湊
市
長
へ
と
手

渡
し
ま
し
た
。
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協定書を手にする岩崎支店長（左）
と湊市長（右）

災
害
時
輸
送
や
地
域
活
性
化
で
協
力

佐
川
急
便
㈱
と
包
括
連
携
協
定
を
締
結

　
本
市
と
佐
川
急
便
㈱
が
こ
の

ほ
ど
包
括
連
携
協
定
を
締
結
し

ま
し
た
。
こ
の
協
定
に
よ
り
、

災
害
時
の
輸
送
や
市
産
品
の
輸

送
、
地
域
活
性
化
や
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
な
ど
に
取
り
組
み

ま
す
。

　
協
定
締
結
式
は
10
月
17
日
に

24
時
間
無
人
営
業
の
ス
マ
ー

ト
ス
ト
ア
を
設
置
し
た
実
証
実

験
が
、
こ
の
ほ
ど
始
ま
り
ま
し

た
。
こ
れ
は
市
と
県
立
大
学
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
㈱
秋
田
支
店
、

テ
ル
ウ
ェ
ル
東
日
本
㈱
、
み
ち

の
く
キ
ヤ
ン
テ
イ
ー
ン
㈱
の
５

者
に
よ
る
共
同
実
験
で
、
こ
う

し
た
実
験
は
全
国
的
に
も
導
入

事
例
が
少
な
く
県
内
で
は
初
の

試
み
で
す
。
ス
ト
ア
は
県
立
大

学
本
荘
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
ク
ラ

ブ
ハ
ウ
ス
棟
の
横
に
設
置
さ
れ
、

購
買
利
用
者
や
決
済
手
段
ご
と

の
分
析
が
行
わ
れ
ま
す
。

10
月
20
日
、
ス
ト
ア
前
で
開

市
役
所
で
行
わ
れ
、
岩
崎
勇
人

北
東
北
支
店
支
店
長
は
「
協
定

を
通
じ
て
、
主
に
由
利
本
荘
市

の
物
流
な
ど
へ
貢
献
で
き
た
ら

と
思
い
ま
す
。
特
に
災
害
時
の

輸
送
は
、
道
路
が
使
え
な
い
状

況
で
も
迅
速
に
必
要
な
物
資
を

避
難
所
へ
送
り
届
け
た
実
績
が

あ
り
ま
す
の
で
、
お
役
に
立
て

る
よ
う
頑
張
り
ま
す
」
と
話
し

ま
し
た
。

県
立
大
学
に
コ
ン
ビ
ニ
感
覚
の
無
人
店
舗
が
登
場

ス
マ
ー
ト
ス
ト
ア
の
実
証
実
験
ス
タ
ー
ト

所
式
が
行
わ
れ
、
湊
市
長
が
「
働

き
手
不
足
や
地
域
の
小
売
店
撤

退
に
よ
る
買
い
物
弱
者
の
発
生

な
ど
の
課
題
に
対
し
て
、
解
決

に
向
け
た
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
な

っ
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
」
と
あ
い
さ
つ
。
そ
の
後
、

関
係
者
ら
に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ

ト
が
行
わ
れ
、
ス
ト
ア
の
オ
ー

プ
ン
を
祝
い
ま
し
た
。

　
早
速
買
い
物
を
し
た
小
番
涼

音
さ
ん
｟
県
立
大
学
２
年
｠
は

「
サ
ー
ク
ル
活
動
で
帰
り
が
遅

く
な
る
と
き
な
ど
は
購
買
が
閉

ま
っ
て
い
る
の
で
、
こ
う
い
う

店
が
あ
る
と
便
利
。
簡
単
だ
っ

た
の
で
今
後
も
利
用
し
た
い
で

す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
ス
ト
ア
で
は
専
用
ア
プ
リ
で

入
退
店
や
買
い
物
を
管
理
。
店

内
に
は
ジ
ュ
ー
ス
・
カ
ッ
プ

麺
・
お
弁
当
な
ど
が
並
び
、
商

品
代
金
の
支
払
い
は
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
・
電
子
マ
ネ
ー
・
コ

ー
ド
決
済
の
み
で
、
現
金
は
使

用
で
き
ま
せ
ん
。
実
験
期
間
は

12
月
20
日
ま
で
で
、
県
立
大
学

の
学
生
や
教
職
員
の
ほ
か
、
一

般
の
方
も
利
用
可
能
で
す
。

ストアの中の様子

ストア前でテープカットする関係者

　
芸
術
と
文
化
の
祭
典
、
第
17

回
市
民
芸
術
文
化
祭
が
10
月
29

日
と
30
日
、
カ
ダ
ー
レ
を
会
場

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
生
け
花
や
絵
画
、

書
道
な
ど
の
作
品
が
展
示
さ
れ

た
ほ
か
、
30
日
に
は
ス
テ
ー
ジ

発
表
が
行
わ
れ
、
各
種
団
体
が

歌
や
踊
り
、
合
奏
な
ど
日
頃
の

練
習
の
成
果
を
発
表
し
、
多
く

の
来
場
者
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

第
17
回
市
民
芸
術
文
化
祭
が
開
催

作
品
展
示
と
歌
や
踊
り
を
披
露

　
こ
の
た
び
、
本
荘
ロ
ー
タ
リ

ー
ク
ラ
ブ
か
ら
、
地
面
の
枯
れ

草
や
落
ち
葉
を
集
め
る
「
業
務

用
手
押
し
式
ス
イ
ー
パ
ー
」
が

落
ち
葉
そ
う
じ
に
役
立
て
て

本
荘
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
が
ス
イ
ー
パ
ー
寄
贈

寄贈された手押し式スイーパー

ゆりほんテレビ
公式YouTube
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式
が
行
わ
れ
、
藤
枝
昭
裕
代
表

理
事
と
湊
市
長
が
協
定
書
に
署

名
し
ま
し
た
。
藤
枝
代
表
理
事

は
「
互
い
の
地
域
課
題
を
意
見

交
換
し
た
り
、
積
極
的
に
交
流

す
る
こ
と
で
双
方
の
地
域
の
持

続
的
発
展
に
つ
な
げ
て
い
き
た

い
」
と
、
湊
市
長
は
「
四
季
豊

か
な
本
市
で
の
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
ぜ
ひ
楽
し
ん
で
い
た
だ
き

た
い
。
活
発
な
人
的
交
流
を
通

じ
て
産
業
の
活
性
化
を
目
指
し

た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
市
と
東
京
日
本
橋
・
兜
町
周

辺
の
24
の
企
業
・
団
体
が
所
属

す
る
｟
一
社
｠
日
本
橋
兜
ら
い

ぶ
推
進
協
議
会
は
こ
の
ほ
ど
、

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
通
じ

た
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
活
動
の

推
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
相
互
が
連
携
・
協
力
し

て
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
リ
モ
ー

ト
ワ
ー
ク
な
ど
の
推
進
に
取
り

組
む
こ
と
で
、
関
係
人
口
の
創

出
を
目
指
す
も
の
で
す
。

10
月
20
日
、
市
役
所
で
締
結

（一社
）
日
本
橋
兜
ら
い
ぶ
推
進
協
議
会
と
の
連
携
協
定
を
締
結

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
通
じ
た
関
係
人
口
の
創
出
に
期
待

喜
ば
し
く
思
い
ま
す
。
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
界
を
リ
ー
ド
す
る
チ
ー

ム
の
プ
レ
ー
を
間
近
で
観
戦
で

き
る
貴
重
な
機
会
で
あ
り
、
競

技
力
の
向
上
な
ど
に
寄
与
す
る

も
の
で
す
。
今
後
も
大

会
が
開
催
さ
れ
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
」

と
歓
迎
の
あ
い
さ
つ
を

述
べ
ま
し
た
。

　
開
会
式
後
に
行
わ
れ

た
第
１
試
合
で
は
、
世

界
大
会
で
も
活
躍
し
て

い
る
桃
田
賢
斗
選
手
が

出
場
す
る
な
ど
、
白
熱
し
た
試

合
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

リ
ー
グ
は
こ
の
後
、
約
４
カ
月

に
わ
た
り
優
勝
を
懸
け
て
争
わ

れ
ま
す
。

　
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
国
内
最
高

峰
の
団
体
戦
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

Ｓ
／
Ｊ
リ
ー
グ
が
11
月
５
日
、

６
日
に
ナ
イ
ス
ア
リ
ー
ナ
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
リ
ー
グ
は
本
県
の
北
都

銀
行
女
子
チ
ー
ム
を
含
む
国
内

ト
ッ
プ
の
男
女
各
12
チ
ー
ム
が

参
戦
。
今
シ
ー
ズ
ン
の
開
幕
戦

と
な
る
５
日
に
開
会
式
が
開
催

さ
れ
、
佐
々
木
副
市
長
が
「
本

市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
拠
点
施
設

で
、
国
内
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
大

会
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
を
大
変

国
内
ト
ッ
プ
チ
ー
ム
に
よ
る
熱
戦

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
Ｓ
／
Ｊ
リ
ー
グ
が
開
催

市長のつぶやき日記 市長の湊です。私のSNSに投稿した内容の一部をお伝えします。

　
９
～
11
月
の
第
４
週
は

「
地
域
公
共
交
通
乗
っ
て

応
援
Ｗ
ｅ
ｅ
ｋ
」
で
す
。

こ
れ
は
、
地
域
公
共
交
通

を
み
ん
な
で
「
乗
っ
て
守

る
」
と
い
う
意
識
の
共
有

と
、
少
し
で
も
多
く
の
方

に
利
用
し
て
い
た
だ
く
よ

う
、
秋
田
県
で
実
施
し
て

い
る
取
り
組
み
で
す
。

　
私
も
新
鶴
潟
バ
ス
停
か

ら
バ
ス
に
乗
っ
て
市
役
所

へ
！

　
普
段
見
る
景
色
と
違
い

新
鮮
！
30
分
の
バ
ス
の
旅
、

プ
チ
旅
行
気
分
｟
嬉
｠

　
フ
ッ
ト
サ
ル
の
国
内
最

高
峰
、
Ｆ
リ
ー
グ
の
デ
ィ

ビ

ジ

ョ

ン

２

公

式

戦

「
ヴ
ォ
ス
ク
オ
ー
レ
仙
台

VS
広
島
エ
フ
・
ド
ゥ
」
が

ナ
イ
ス
ア
リ
ー
ナ
を
会
場

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
地
域
の
ス
ポ
少
を
対
象

に
、
試
合
前
に
は
ク
リ

ニ
ッ
ク
、
翌
日
は
フ
ッ
ト

サ
ル
大
会
も
開
催
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

わ
れ
ら
ホ
ー
ム
チ
ー
ム

「
ヴ
ォ
ス
ク
オ
ー
レ
仙

台
」
応
援
し
て
い
ま
す
！
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寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

10
月
24
日
、
市
役
所
で
受
贈

式
が
行
わ
れ
、
杉
山
肇
会
長
は

「
電
力
を
必
要
と
し
な
い
た
め
、

モ
ー
タ
ー
音
が

せ
ず
静
か
。
落

ち
葉
の
多
い
季

節
に
庁
舎
周
り

な
ど
の
清
掃
に

役
立
て
て
ほ
し

い
」
と
話
し
、

湊
市
長
へ
と
手

渡
し
ま
し
た
。

Yurihonjo City TopicsYurihonjo City Topics

協定書を手にする岩崎支店長（左）
と湊市長（右）

災
害
時
輸
送
や
地
域
活
性
化
で
協
力

佐
川
急
便
㈱
と
包
括
連
携
協
定
を
締
結

　
本
市
と
佐
川
急
便
㈱
が
こ
の

ほ
ど
包
括
連
携
協
定
を
締
結
し

ま
し
た
。
こ
の
協
定
に
よ
り
、

災
害
時
の
輸
送
や
市
産
品
の
輸

送
、
地
域
活
性
化
や
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
な
ど
に
取
り
組
み

ま
す
。

　
協
定
締
結
式
は
10
月
17
日
に

24
時
間
無
人
営
業
の
ス
マ
ー

ト
ス
ト
ア
を
設
置
し
た
実
証
実

験
が
、
こ
の
ほ
ど
始
ま
り
ま
し

た
。
こ
れ
は
市
と
県
立
大
学
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
㈱
秋
田
支
店
、

テ
ル
ウ
ェ
ル
東
日
本
㈱
、
み
ち

の
く
キ
ヤ
ン
テ
イ
ー
ン
㈱
の
５

者
に
よ
る
共
同
実
験
で
、
こ
う

し
た
実
験
は
全
国
的
に
も
導
入

事
例
が
少
な
く
県
内
で
は
初
の

試
み
で
す
。
ス
ト
ア
は
県
立
大

学
本
荘
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
ク
ラ

ブ
ハ
ウ
ス
棟
の
横
に
設
置
さ
れ
、

購
買
利
用
者
や
決
済
手
段
ご
と

の
分
析
が
行
わ
れ
ま
す
。

10
月
20
日
、
ス
ト
ア
前
で
開

市
役
所
で
行
わ
れ
、
岩
崎
勇
人

北
東
北
支
店
支
店
長
は
「
協
定

を
通
じ
て
、
主
に
由
利
本
荘
市

の
物
流
な
ど
へ
貢
献
で
き
た
ら

と
思
い
ま
す
。
特
に
災
害
時
の

輸
送
は
、
道
路
が
使
え
な
い
状

況
で
も
迅
速
に
必
要
な
物
資
を

避
難
所
へ
送
り
届
け
た
実
績
が

あ
り
ま
す
の
で
、
お
役
に
立
て

る
よ
う
頑
張
り
ま
す
」
と
話
し

ま
し
た
。

県
立
大
学
に
コ
ン
ビ
ニ
感
覚
の
無
人
店
舗
が
登
場

ス
マ
ー
ト
ス
ト
ア
の
実
証
実
験
ス
タ
ー
ト

所
式
が
行
わ
れ
、
湊
市
長
が
「
働

き
手
不
足
や
地
域
の
小
売
店
撤

退
に
よ
る
買
い
物
弱
者
の
発
生

な
ど
の
課
題
に
対
し
て
、
解
決

に
向
け
た
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
な

っ
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
」
と
あ
い
さ
つ
。
そ
の
後
、

関
係
者
ら
に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ

ト
が
行
わ
れ
、
ス
ト
ア
の
オ
ー

プ
ン
を
祝
い
ま
し
た
。

　
早
速
買
い
物
を
し
た
小
番
涼

音
さ
ん
｟
県
立
大
学
２
年
｠
は

「
サ
ー
ク
ル
活
動
で
帰
り
が
遅

く
な
る
と
き
な
ど
は
購
買
が
閉

ま
っ
て
い
る
の
で
、
こ
う
い
う

店
が
あ
る
と
便
利
。
簡
単
だ
っ

た
の
で
今
後
も
利
用
し
た
い
で

す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
ス
ト
ア
で
は
専
用
ア
プ
リ
で

入
退
店
や
買
い
物
を
管
理
。
店

内
に
は
ジ
ュ
ー
ス
・
カ
ッ
プ

麺
・
お
弁
当
な
ど
が
並
び
、
商

品
代
金
の
支
払
い
は
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
・
電
子
マ
ネ
ー
・
コ

ー
ド
決
済
の
み
で
、
現
金
は
使

用
で
き
ま
せ
ん
。
実
験
期
間
は

12
月
20
日
ま
で
で
、
県
立
大
学

の
学
生
や
教
職
員
の
ほ
か
、
一

般
の
方
も
利
用
可
能
で
す
。

ストアの中の様子

ストア前でテープカットする関係者

　
芸
術
と
文
化
の
祭
典
、
第
17

回
市
民
芸
術
文
化
祭
が
10
月
29

日
と
30
日
、
カ
ダ
ー
レ
を
会
場

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
生
け
花
や
絵
画
、

書
道
な
ど
の
作
品
が
展
示
さ
れ

た
ほ
か
、
30
日
に
は
ス
テ
ー
ジ

発
表
が
行
わ
れ
、
各
種
団
体
が

歌
や
踊
り
、
合
奏
な
ど
日
頃
の

練
習
の
成
果
を
発
表
し
、
多
く

の
来
場
者
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

第
17
回
市
民
芸
術
文
化
祭
が
開
催

作
品
展
示
と
歌
や
踊
り
を
披
露

　
こ
の
た
び
、
本
荘
ロ
ー
タ
リ

ー
ク
ラ
ブ
か
ら
、
地
面
の
枯
れ

草
や
落
ち
葉
を
集
め
る
「
業
務

用
手
押
し
式
ス
イ
ー
パ
ー
」
が

落
ち
葉
そ
う
じ
に
役
立
て
て

本
荘
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
が
ス
イ
ー
パ
ー
寄
贈

寄贈された手押し式スイーパー

ゆりほんテレビ
公式YouTube
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図
書
館
を
使
っ
た
調
べ
る
学
習
コ
ン
ク
ー
ル

さ
ま
ざ
ま
な
研
究
の
成
果
、
優
秀
作
品
を
表
彰

左から大滝さん親子、正木さん

　
市
内
の
図
書
館
や
学
校
図
書

館
を
利
用
し
、
調
べ
て
ま
と
め

た
作
品
を
対
象
に
し
た
第
５
回

由
利
本
荘
市
図
書
館
を
使
っ
た

調
べ
る
学
習
コ
ン
ク
ー
ル
。
本

年
は
市
内
の
小
学
生
16
人
と
、

小
学
生
と
そ
の
保
護
者
１
組
か

ら
作
品
が
寄
せ
ら
れ
、
11
月
６

日
、
カ
ダ
ー
レ
で
表
彰
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
最
優
秀
賞
に
選

ば
れ
た
の
は
、
西
目
小
４
年
の

正
木
優
希
人
さ
ん
｟
10
歳
・
西

目
町
西
目
｠
で
、
テ
ー
マ
は
「
ク

マ
だ
っ
て
ほ
ん
と
う
は
山
で
く

ら
し
た
い
」
。
凶
暴
な
動
物
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
に
反
し
て
、
本

当
は
臆
病
な
ク
マ
の
立
場
に
寄

り
添
っ
た
視
点
で
の
研
究
が
評

価
さ
れ
ま
し
た
。

　
正
木
さ
ん
は
「
家
族
に
支
え

ら
れ
て
今
回
の
調
べ
学
習
を
終

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
次

回
も
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
て
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
に
挑
戦
し
た
い

で
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

主
な
受
賞
者

▽
最
優
秀
賞…
正
木
優
希
人
さ

ん
　
▽
佐
藤
憲
一
顕
彰
会
賞…

魚
を
知
り
、
海
の
環
境
に
興
味
を

学
校
に
さ
か
な
ク
ン
の
図
書
寄
贈

　
こ
の
た
び
、
小
中
学
生
に
魚

の
生
態
や
海
の
環
境
な
ど
に
興

味
を
持
っ
て
も
ら
お
う
と
、
株

式
会
社
昭
和
興
業
か
ら
テ
レ
ビ

な
ど
で
活
躍
す
る
、
さ
か
な
ク

ン
の
図
書
と
カ
レ
ン
ダ
ー
が
寄

贈
さ
れ
ま
し
た
。

　
11
月
１
日
に
西
目
総
合
支
所

で
贈
呈
式
が
行
わ
れ
、
中
村
嘉

伸
事
業
管
理
部
長
は
「
と
こ
と

ん
魚
を
追
究
す
る
さ
か
な
ク
ン

の
世
界
観
を
、
小
中
学
生
に
存

分
に
味
わ
っ
て
ほ
し
い
で
す
」

と
話
し
、
秋
山
教
育
長
へ
図
書

を
手
渡
し
ま
し
た
。

　
い
た
だ
い
た
図
書
な
ど
は
、

市
内
の
小
中
学
校
で
活
用
さ
れ

る
予
定
で
す
。

大
滝
安
寿
さ
ん
｟
岩
城
小
４
年
｠
、

大
滝
繁
和
さ
ん
｟
父
｠
　
▽
由

利
本
荘
市
図
書
館
賞…

正
木
優

里
香
さ
ん
｟
西
目
小
６
年
｠
　

▽
優
秀
賞…

神
坂
虹
希
さ
ん

｟
新
山
小
４
年
｠

※

最
優
秀
賞
・
佐
藤
憲
一
顕
彰

会
賞
受
賞
作
品
は
、
全
国
コ
ン

ク
ー
ル
に
推
薦
さ
れ
ま
す
。
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寄贈された図書を持つ秋山教育長（左）
と中村部長（右）

◆市長交際費執行状況
（1）弔　事

◆「市長の行動」報告（10月分）

道でつなぐ・東北どまんなかサミット情報交換会会費
鬼小十郎まつり参加時特産品お土産（○代 観光文化スポーツ部長）
全県選抜600歳野球大会開会式懇親会会費
姉妹城・親善都市と交流都市の観光と物産展参加時特産品お土産
企業訪問時特産品お土産
市ふるさと応援大使 鈴木氏との昼食懇談会経費（○代 佐々木副市長）
市ふるさと応援大使 土本氏との昼食懇談会経費
（一社）日本橋兜らいぶ推進協議会との懇談会会費
企業訪問時特産品お土産
鳥海弘毅顕彰剣道大会運営慰労会会費（○代 岩城総合支所長）

10月1日㈯

3日㈪

4日㈫

5日㈬

6日㈭

7日㈮
8日㈯
9日㈰
12日㈬

13日㈭
14日㈮

15日㈯

17日㈪

18日㈫

19日㈬

20日㈭

22日㈯
24日㈪
25日㈫

26日㈬

27日㈭
28日㈮

29日㈯

30日㈰

10月 1日

10月 5日
10月 8日
10月12日
10月19日

10月20日

10月26日
10月30日
合　計  

（2）会費等

副市長交際費執行状況

件　　　　　数
7　件 126,500合　計

2,000
1,840
5,000
16,874
16,126
9,000
12,000
5,000
21,164
3,000
92,004

合　計 0

支出額

支　出　内　容支出日 支出額

支　出　内　容
支出なし

支出日 支出額

（円）

（円）

（円）

道でつなぐ・東北どまんなかサミット・情報交換会（湯沢市）
（一社）わらび座とのフレンドリータウンに関する協定締
結式・わらび座ミュージカル制作記者発表
遠藤章博士の業績を讃える会
空中ディスプレイ装置 設置セレモニー
明治安田生命保険相互会社秋田支社 寄附金贈呈式
東部地区連絡協議会 市政懇談会
全県選抜600歳野球大会 開会式・懇親会
TDK硬式野球部 社会人野球日本選手権大会 出場決定
報告・激励金贈呈式
子吉財産区議会定例会
友好都市・高松市との交流（香川県）
姉妹城・親善都市と交流都市の観光と物産展 開催式典（香川県）
全国和牛能力共進会（鹿児島県）
企業訪問（愛知県）
県東海地区企業懇談会（愛知県）
企業訪問（愛知県）
地域おこし協力隊 委嘱状交付式
市総合教育会議
由利工業高等学校創立60周年記念式典
市議会臨時会
市議会全員協議会
佐川急便(株)との包括連携協定締結式
新山小学校 新校舎完成セレモニー
県国有林野等所在市町村長有志協議会（秋田市）
東北市長会 役員会議・総会・懇談会（山形市）
スマートストア開所式
市社会福祉大会
（一社）日本橋兜らいぶ推進協議会との連携に関する協定締結式・懇談会
日本ジオパーク全国大会 白山手取川大会（石川県）
本荘ロータリークラブ 寄附受贈式
東水連・東ダム連合同秋季要望活動（東京都）
国土交通省 水管理・国土保全局との合同意見交換会（東京都）
東北治水事業に関する意見交換会（東京都）
官公庁・企業訪問（東京都）
各期成同盟会等合同要望活動（仙台市）
市除雪安全祈願祭
笹子地区行政協力員連絡協議会 行政懇談会
奥羽横断駅伝競走大会
Fリーグ ヴォスクオーレ仙台 ホームゲーム
鳥海弘毅顕彰剣道大会
由利本荘プロモーション会議

○代：代理出席
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迅
速
な
道
路
除
雪
に

　
　
　
　
　
　
　
努
め
ま
す

　
本
年
も
い
よ
い
よ
降
雪
期
に
入

り
ま
し
た
。
積
雪
に
よ
る
交
通
障

害
は
市
民
生
活
や
社
会
・
経
済
活

動
に
大
き
な
影
響
を
も
た
ら
し
ま

す
。
市
で
は
降
雪
に
よ
る
交
通
障

害
を
防
ぎ
、
市
民
生
活
の
安
定
と

社
会
・
経
済
活
動
の
確
保
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
道
路
除
雪
計

画
に
よ
り
、
安
全
な
道
路
交
通
の

確
保
に
努
め
ま
す
。
万
全
な
除
雪

体
制
と
円
滑
な
除
雪
作
業
を
行
う

た
め
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

１
除
雪  

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　
県
内
一
広
い
面
積
を
持
つ
本
市

の
道
路
除
雪
延
長
は
、
車
道
と
歩

道
を
合
わ
せ
て
約
１
２
７
１
㌔
に

も
及
び
ま
す
。
市
の
所
管
す
る
除

雪
機
械
は
１
２
６
台
あ
り
、
さ
ら

に
民
間
か
ら
１
６
７
台
の
機
械
を

借
り
上
げ
し
、
16
カ
所
の
出
動
拠

点
か
ら
除
雪
作
業
を
行
い
ま
す
。

　
早
朝
に
お
け
る
除
雪
作
業
は
、

遅
く
と
も
７
時
ま
で
に
は
全
地
域

で
の
完
了
を
目
指
し
ま
す
。

　
本
市
で
は
積
雪
が
沿
岸
部
で
50

糎
以
上
、
も
し
く
は
内
陸
部
で
１

２
０
糎
以
上
に
な
っ
た
場
合
に

「
由
利
本
荘
市
道
路
雪
害
対
策
本

部
」
を
設
置
し
ま
す
。
対
策
本
部

で
は
道
路
の
交
通
確
保
の
強
化
の

た
め
、
各
総
合
支
所
の
連
絡
を
強

化
し
て
相
互
の
応
援
体
制
を
整
え

ま
す
。
な
お
、
令
和
３
年
度
除
雪

費
は
、
約
17
億
円
を
費
や
し
て
い

ま
す
。

　
市
で
は
一
般
の
方
々
に
対
し

て
、
主
に
ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
な
ど

を
利
用
し
た
運
搬
排
雪
の
た
め
の

雪
捨
て
場
を
指
定
し
て
い
る
地
域

が
あ
り
ま
す
。
屋
根
の
雪
や
宅
地

内
で
や
り
場
の
な
い
雪
は
、
指
定

さ
れ
た
雪
捨
て
場
に
運
搬
し
ま

し
ょ
う
。
雪
捨
て
場
で
は
他
の
運

搬
車
両
や
除
雪
機
械
が
あ
り
ま
す

の
で
、
場
内
で
は
十
分
気
を
つ
け

て
作
業
し
て
く
だ
さ
い
。

　
雪
捨
て
場
を
指
定
し
て
い
る
地

域
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
本
荘…

石
脇
字
田
尻

　
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
広
場

　
｟
本
荘
マ
リ
ー
ナ
脇
｠

○
矢
島…

矢
島
町
立
石
字
長
泥

　
旧
矢
島
グ
ラ
ウ
ン
ド
駐
車
場

※

本
荘
、
矢
島
以
外
の
地
域
で
排

雪
場
所
に
お
困
り
の
場
合
、
各
総

合
支
所
産
業
建
設
課
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

安全・スムーズな除雪作業のために
ご協力ください

❶車道に雪を出さない

　宅地内の雪を車道に出さないでください。交通渋滞

　や事故の原因となり大変危険です。

❷路上駐車は除雪の妨げに

　路上への駐車、故障車両の放置はしないでください。

❸玄関先の除雪は各家庭で

　玄関先や車庫から道路へ出る間口除雪は、家庭で

　行ってください。

❹除雪車には近づかない

　除雪車は作業上、前進後退を繰り返すことが多く、

　危険ですのでむやみに近づかないでください。 

❺道路上の障害物は撤去を

　道路上の支障物件や道路にはみだしている樹木や生

　け垣などは、除雪の妨げとなりますので、撤去やせ

　ん定をしてください。

❻流雪溝以外の道路側溝などに雪を捨てない

　水が路面にあふれ、凍結の原因にもなります。

　
豪
雪
時
の
体
制

　
排
雪
は

　
　
「
指
定
雪
捨
て
場
」
へ

　
除
雪
車
両
の
現
在
位
置
な
ど
の

情
報
を
、
お
手
持
ち
の
パ
ソ
コ
ン

や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。
接
続
先
に
つ
い
て

　
除
雪
車
両
の

　
　
位
置
情
報
な
ど
を
提
供

■
本
荘
地
域
の
雪
捨
て
場
位
置
図

10 月 28 日に行われた
除雪安全祈願祭

位置情報は
こちらから▼

は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
お

知
ら
せ
し
ま

す
。

■問い合わせ先

　除雪に関するお問い合わせは、地域ごとの
各総合支所産業建設課にご連絡ください。

　なお休日・夜間は、宿直または警備会社に

つながりますので、住所・氏名・電話番号な

どをお伝えください。その後、除雪担当者か

ら問い合わせされた方に折り返しご連絡しま

す。

地域・所管課

本　荘 建設管理課

連絡先
休日・夜間
の連絡先

55-4955

24-6341

69-2115

65-2802

53-2115

73-2015

57-2204

33-4616西　目

東由利

大　内

由　利

岩　城

矢　島

鳥　海

各総合支所
産業建設課

55-4955

24-3321

57-2201

33-2211

69-2110

65-2211

53-2111

73-2011

酒田方面

ハローワーク

本荘マリーナ
海水浴場

本
荘
マ
リ
ー
ナ

オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場

イオン
スーパーセンター

雪捨場
国
道
７
号

本
荘
大
橋

秋田方面

菅原病院
●
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図
書
館
を
使
っ
た
調
べ
る
学
習
コ
ン
ク
ー
ル

さ
ま
ざ
ま
な
研
究
の
成
果
、
優
秀
作
品
を
表
彰

左から大滝さん親子、正木さん

　
市
内
の
図
書
館
や
学
校
図
書

館
を
利
用
し
、
調
べ
て
ま
と
め

た
作
品
を
対
象
に
し
た
第
５
回

由
利
本
荘
市
図
書
館
を
使
っ
た

調
べ
る
学
習
コ
ン
ク
ー
ル
。
本

年
は
市
内
の
小
学
生
16
人
と
、

小
学
生
と
そ
の
保
護
者
１
組
か

ら
作
品
が
寄
せ
ら
れ
、
11
月
６

日
、
カ
ダ
ー
レ
で
表
彰
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
最
優
秀
賞
に
選

ば
れ
た
の
は
、
西
目
小
４
年
の

正
木
優
希
人
さ
ん
｟
10
歳
・
西

目
町
西
目
｠
で
、
テ
ー
マ
は
「
ク

マ
だ
っ
て
ほ
ん
と
う
は
山
で
く

ら
し
た
い
」
。
凶
暴
な
動
物
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
に
反
し
て
、
本

当
は
臆
病
な
ク
マ
の
立
場
に
寄

り
添
っ
た
視
点
で
の
研
究
が
評

価
さ
れ
ま
し
た
。

　
正
木
さ
ん
は
「
家
族
に
支
え

ら
れ
て
今
回
の
調
べ
学
習
を
終

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
次

回
も
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
て
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
に
挑
戦
し
た
い

で
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

主
な
受
賞
者

▽
最
優
秀
賞…

正
木
優
希
人
さ

ん
　
▽
佐
藤
憲
一
顕
彰
会
賞…

魚
を
知
り
、
海
の
環
境
に
興
味
を

学
校
に
さ
か
な
ク
ン
の
図
書
寄
贈

　
こ
の
た
び
、
小
中
学
生
に
魚

の
生
態
や
海
の
環
境
な
ど
に
興

味
を
持
っ
て
も
ら
お
う
と
、
株

式
会
社
昭
和
興
業
か
ら
テ
レ
ビ

な
ど
で
活
躍
す
る
、
さ
か
な
ク

ン
の
図
書
と
カ
レ
ン
ダ
ー
が
寄

贈
さ
れ
ま
し
た
。

　
11
月
１
日
に
西
目
総
合
支
所

で
贈
呈
式
が
行
わ
れ
、
中
村
嘉

伸
事
業
管
理
部
長
は
「
と
こ
と

ん
魚
を
追
究
す
る
さ
か
な
ク
ン

の
世
界
観
を
、
小
中
学
生
に
存

分
に
味
わ
っ
て
ほ
し
い
で
す
」

と
話
し
、
秋
山
教
育
長
へ
図
書

を
手
渡
し
ま
し
た
。

　
い
た
だ
い
た
図
書
な
ど
は
、

市
内
の
小
中
学
校
で
活
用
さ
れ

る
予
定
で
す
。

大
滝
安
寿
さ
ん
｟
岩
城
小
４
年
｠
、

大
滝
繁
和
さ
ん
｟
父
｠
　
▽
由

利
本
荘
市
図
書
館
賞…

正
木
優

里
香
さ
ん
｟
西
目
小
６
年
｠
　

▽
優
秀
賞…

神
坂
虹
希
さ
ん

｟
新
山
小
４
年
｠

※

最
優
秀
賞
・
佐
藤
憲
一
顕
彰

会
賞
受
賞
作
品
は
、
全
国
コ
ン

ク
ー
ル
に
推
薦
さ
れ
ま
す
。
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寄贈された図書を持つ秋山教育長（左）
と中村部長（右）

◆市長交際費執行状況
（1）弔　事

◆「市長の行動」報告（10月分）

道でつなぐ・東北どまんなかサミット情報交換会会費
鬼小十郎まつり参加時特産品お土産（○代 観光文化スポーツ部長）
全県選抜600歳野球大会開会式懇親会会費
姉妹城・親善都市と交流都市の観光と物産展参加時特産品お土産
企業訪問時特産品お土産
市ふるさと応援大使 鈴木氏との昼食懇談会経費（○代 佐々木副市長）
市ふるさと応援大使 土本氏との昼食懇談会経費
（一社）日本橋兜らいぶ推進協議会との懇談会会費
企業訪問時特産品お土産
鳥海弘毅顕彰剣道大会運営慰労会会費（○代 岩城総合支所長）

10月1日㈯

3日㈪

4日㈫

5日㈬

6日㈭

7日㈮
8日㈯
9日㈰
12日㈬

13日㈭
14日㈮

15日㈯

17日㈪

18日㈫

19日㈬

20日㈭

22日㈯
24日㈪
25日㈫

26日㈬

27日㈭
28日㈮

29日㈯

30日㈰

10月 1日

10月 5日
10月 8日
10月12日
10月19日

10月20日

10月26日
10月30日
合　計  

（2）会費等

副市長交際費執行状況

件　　　　　数
7　件 126,500合　計

2,000
1,840
5,000
16,874
16,126
9,000
12,000
5,000
21,164
3,000
92,004

合　計 0

支出額

支　出　内　容支出日 支出額

支　出　内　容
支出なし

支出日 支出額

（円）

（円）

（円）

道でつなぐ・東北どまんなかサミット・情報交換会（湯沢市）
（一社）わらび座とのフレンドリータウンに関する協定締
結式・わらび座ミュージカル制作記者発表
遠藤章博士の業績を讃える会
空中ディスプレイ装置 設置セレモニー
明治安田生命保険相互会社秋田支社 寄附金贈呈式
東部地区連絡協議会 市政懇談会
全県選抜600歳野球大会 開会式・懇親会
TDK硬式野球部 社会人野球日本選手権大会 出場決定
報告・激励金贈呈式
子吉財産区議会定例会
友好都市・高松市との交流（香川県）
姉妹城・親善都市と交流都市の観光と物産展 開催式典（香川県）
全国和牛能力共進会（鹿児島県）
企業訪問（愛知県）
県東海地区企業懇談会（愛知県）
企業訪問（愛知県）
地域おこし協力隊 委嘱状交付式
市総合教育会議
由利工業高等学校創立60周年記念式典
市議会臨時会
市議会全員協議会
佐川急便(株)との包括連携協定締結式
新山小学校 新校舎完成セレモニー
県国有林野等所在市町村長有志協議会（秋田市）
東北市長会 役員会議・総会・懇談会（山形市）
スマートストア開所式
市社会福祉大会
（一社）日本橋兜らいぶ推進協議会との連携に関する協定締結式・懇談会
日本ジオパーク全国大会 白山手取川大会（石川県）
本荘ロータリークラブ 寄附受贈式
東水連・東ダム連合同秋季要望活動（東京都）
国土交通省 水管理・国土保全局との合同意見交換会（東京都）
東北治水事業に関する意見交換会（東京都）
官公庁・企業訪問（東京都）
各期成同盟会等合同要望活動（仙台市）
市除雪安全祈願祭
笹子地区行政協力員連絡協議会 行政懇談会
奥羽横断駅伝競走大会
Fリーグ ヴォスクオーレ仙台 ホームゲーム
鳥海弘毅顕彰剣道大会
由利本荘プロモーション会議

○代：代理出席
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迅
速
な
道
路
除
雪
に

　
　
　
　
　
　
　
努
め
ま
す

　
本
年
も
い
よ
い
よ
降
雪
期
に
入

り
ま
し
た
。
積
雪
に
よ
る
交
通
障

害
は
市
民
生
活
や
社
会
・
経
済
活

動
に
大
き
な
影
響
を
も
た
ら
し
ま

す
。
市
で
は
降
雪
に
よ
る
交
通
障

害
を
防
ぎ
、
市
民
生
活
の
安
定
と

社
会
・
経
済
活
動
の
確
保
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
道
路
除
雪
計

画
に
よ
り
、
安
全
な
道
路
交
通
の

確
保
に
努
め
ま
す
。
万
全
な
除
雪

体
制
と
円
滑
な
除
雪
作
業
を
行
う

た
め
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

１
除
雪  

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　
県
内
一
広
い
面
積
を
持
つ
本
市

の
道
路
除
雪
延
長
は
、
車
道
と
歩

道
を
合
わ
せ
て
約
１
２
７
１
㌔
に

も
及
び
ま
す
。
市
の
所
管
す
る
除

雪
機
械
は
１
２
６
台
あ
り
、
さ
ら

に
民
間
か
ら
１
６
７
台
の
機
械
を

借
り
上
げ
し
、
16
カ
所
の
出
動
拠

点
か
ら
除
雪
作
業
を
行
い
ま
す
。

　
早
朝
に
お
け
る
除
雪
作
業
は
、

遅
く
と
も
７
時
ま
で
に
は
全
地
域

で
の
完
了
を
目
指
し
ま
す
。

　
本
市
で
は
積
雪
が
沿
岸
部
で
50

糎
以
上
、
も
し
く
は
内
陸
部
で
１

２
０
糎
以
上
に
な
っ
た
場
合
に

「
由
利
本
荘
市
道
路
雪
害
対
策
本

部
」
を
設
置
し
ま
す
。
対
策
本
部

で
は
道
路
の
交
通
確
保
の
強
化
の

た
め
、
各
総
合
支
所
の
連
絡
を
強

化
し
て
相
互
の
応
援
体
制
を
整
え

ま
す
。
な
お
、
令
和
３
年
度
除
雪

費
は
、
約
17
億
円
を
費
や
し
て
い

ま
す
。

　
市
で
は
一
般
の
方
々
に
対
し

て
、
主
に
ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
な
ど

を
利
用
し
た
運
搬
排
雪
の
た
め
の

雪
捨
て
場
を
指
定
し
て
い
る
地
域

が
あ
り
ま
す
。
屋
根
の
雪
や
宅
地

内
で
や
り
場
の
な
い
雪
は
、
指
定

さ
れ
た
雪
捨
て
場
に
運
搬
し
ま

し
ょ
う
。
雪
捨
て
場
で
は
他
の
運

搬
車
両
や
除
雪
機
械
が
あ
り
ま
す

の
で
、
場
内
で
は
十
分
気
を
つ
け

て
作
業
し
て
く
だ
さ
い
。

　
雪
捨
て
場
を
指
定
し
て
い
る
地

域
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
本
荘…

石
脇
字
田
尻

　
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
広
場

　
｟
本
荘
マ
リ
ー
ナ
脇
｠

○
矢
島…

矢
島
町
立
石
字
長
泥

　
旧
矢
島
グ
ラ
ウ
ン
ド
駐
車
場

※

本
荘
、
矢
島
以
外
の
地
域
で
排

雪
場
所
に
お
困
り
の
場
合
、
各
総

合
支
所
産
業
建
設
課
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

安全・スムーズな除雪作業のために
ご協力ください

❶車道に雪を出さない

　宅地内の雪を車道に出さないでください。交通渋滞

　や事故の原因となり大変危険です。

❷路上駐車は除雪の妨げに

　路上への駐車、故障車両の放置はしないでください。

❸玄関先の除雪は各家庭で

　玄関先や車庫から道路へ出る間口除雪は、家庭で

　行ってください。

❹除雪車には近づかない

　除雪車は作業上、前進後退を繰り返すことが多く、

　危険ですのでむやみに近づかないでください。 

❺道路上の障害物は撤去を

　道路上の支障物件や道路にはみだしている樹木や生

　け垣などは、除雪の妨げとなりますので、撤去やせ

　ん定をしてください。

❻流雪溝以外の道路側溝などに雪を捨てない

　水が路面にあふれ、凍結の原因にもなります。

　
豪
雪
時
の
体
制

　
排
雪
は

　
　
「
指
定
雪
捨
て
場
」
へ

　
除
雪
車
両
の
現
在
位
置
な
ど
の

情
報
を
、
お
手
持
ち
の
パ
ソ
コ
ン

や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。
接
続
先
に
つ
い
て

　
除
雪
車
両
の

　
　
位
置
情
報
な
ど
を
提
供

■
本
荘
地
域
の
雪
捨
て
場
位
置
図

10 月 28 日に行われた
除雪安全祈願祭

位置情報は
こちらから▼

は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
お

知
ら
せ
し
ま

す
。

■問い合わせ先

　除雪に関するお問い合わせは、地域ごとの
各総合支所産業建設課にご連絡ください。

　なお休日・夜間は、宿直または警備会社に

つながりますので、住所・氏名・電話番号な

どをお伝えください。その後、除雪担当者か

ら問い合わせされた方に折り返しご連絡しま

す。

地域・所管課

本　荘 建設管理課

連絡先
休日・夜間
の連絡先

55-4955

24-6341

69-2115

65-2802

53-2115

73-2015

57-2204

33-4616西　目

東由利

大　内

由　利

岩　城

矢　島

鳥　海

各総合支所
産業建設課

55-4955

24-3321

57-2201

33-2211

69-2110

65-2211

53-2111

73-2011

酒田方面

ハローワーク

本荘マリーナ
海水浴場

本
荘
マ
リ
ー
ナ

オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場

イオン
スーパーセンター

雪捨場
国
道
７
号

本
荘
大
橋

秋田方面

菅原病院
●
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応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

こ
ど
も
未
来
課
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市
で
は
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
資
金

助
成
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
補

助
金
を
受
け
る
に
は
、
工
事
前
に

所
定
の
申
請
を
行
い
、
市
の
審
査
・

交
付
決
定
を
受
け
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
事
前
着
工
の
場
合
は
補
助

金
を
受
け
ら
れ
な
い
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

　
対
象
や
補
助
金
額
の
上
限
、
必

要
書
類
な
ど
は
助
成
種
類
に
よ
り

異
な
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
い
た
だ

く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

助
成
種
類
　
「
一
般
型
」「
子
育
て

世
帯
支
援
型
」「
空
き
家
購
入
支
援

型
」「
移
住
・
転
入
支
援
型
」「
災

４
令
和
４
年
度
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
資
金
を

助
成
し
て
い
ま
す☎

24―

６
３
３
４

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

建
築
住
宅
課

ま
た
は
各
総
合
支
所
産
業
建
設
課

害
復
旧
支
援
型
」
の
５
種
類

申
請
期
限

令
和
５
年
２
月
20
日
㈪
ま
で

実
績
報
告
期
限

令
和
５
年
３
月
20
日
㈪
ま
で

※

本
補
助
金
は
予
算
が
な
く
な
り

次
第
終
了
と
な
り
ま
す
の
で
、
申

請
期
限
前
に
受
け
付
け
を
締
め
切

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

５
８
月
の
大
雨
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
へ

災
害
復
旧
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す

　
８
月
の
大
雨
に
よ
り
被
災
し
た

農
地
・
農
業
用
施
設
を
復
旧
す
る

費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

◇
農
地
・
農
業
用
施
設
単
独
災
害

　復
旧
事
業
費
補
助
金

補
助
対
象
事
業
費
　
10
万
円
以
上

40
万
円
未
満

補
助
率
　
農
地
３
分
の
１
以
内
、

農
業
用
施
設
２
分
の
１
以
内

問
い
合
わ
せ
先

農
山
漁
村
振
興
課

田
園
水
産
整
備
班

ま
た
は
各
総
合
支
所
産
業
建
設
課

☎
24―

６
３
５
５

　
市
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
施

策
の
実
施
状
況
や
推
進
に
つ
い
て

ご
意
見
を
伺
う
た
め
「
由
利
本
荘

市
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
」
の
委

員
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
数
　
３
人

任
期
　
２
年
｟
令
和
５
年
４
月
１

日
か
ら
令
和
７
年
３
月
31
日
ま
で
｠

報
酬
　
１
回
に
つ
き
６
５
０
０
円

と
交
通
費
を
支
給

応
募
資
格
　
市
内
に
居
住
し
、
未

６

｢

由
利
本
荘
市
子
ど
も
・
子
育
て
会
議｣

の
委
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

就
学
の
子
ど
も
と
同
居
す
る
保
護

者
で
、会
議
に
出
席
可
能
な
方
｟
会

議
当
日
は
託
児
制
度
を
利
用
で
き

ま
す
｠

応
募
方
法
　
電
子
申
請
、Ｅ
メ
ー

ル
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

郵
送
ま
た
は
持

参
に
よ
り
提
出

※

応
募
用
紙
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
す
る
か
、
こ
ど
も
未
来
課
、

各
総
合
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課
に

備
え
付
け
て
い
ま
す
。

応
募
期
限

令
和
５
年
１
月
26
日
㈭
必
着

　
来
年
４
月
か
ら
の
市
内
認
可
保

育
所
の
利
用
申
し
込
み
を
受
け
付

け
ま
す
。

保
育
所
の
利
用
条
件
　
児
童
の
保

護
者
が
と
も
に
次
の
い
ず
れ
か
の

事
由
に
該
当
し
て
い
る
こ
と

○
家
の
外
で
労
働
す
る
こ
と
を
常

　
態
と
し
て
い
る
｟
月
48
時
間
以

　
上
｠

○
家
の
中
で
子
ど
も
と
離
れ
て
日

　
常
の
家
事
以
外
の
労
働
を
す
る

　
こ
と
を
常
態
と
し
て
い
る

○
出
産
の
前
後
｟
産
前
産
後
８
週
｠

○
病
気
や
負
傷
、
あ
る
い
は
心
身

　
に
障
が
い
を
有
し
て
い
る

３
令
和
５
年
４
月
か
ら
の
市
内
認
可
保
育
所
の

「
利
用
申
し
込
み
」
を
12
月
１
日
か
ら
受
け
付
け
ま
す

○
長
期
に
わ
た
り
病
気
や
心
身
に

　
障
が
い
の
あ
る
家
族
を
常
時
介

　
護
し
て
い
る

○
災
害
の
復
旧
に
あ
た
っ
て
い
る

○
就
労
を
希
望
し
、
求
職
活
動
を

　
し
て
い
る
｟
月
15
日
以
上
｠

○
日
中
就
学
し
て
い
る
｟
月
48
時

　
間
以
上
｠

○
Ｄ
Ｖ
な
ど
特
別
な
支
援
を
要
す

　
る
家
庭
と
判
断
さ
れ
て
い
る

申
し
込
み
の
流
れ

❶
市
に｢

保
育
の
必
要
性｣

の
認
定

　
申
請
お
よ
び
保
育
所
な
ど
の
利

　
用
希
望
申
請
を
す
る

❷
申
請
者
の
希
望
や
保
育
所
の
状

☎
24―

６
３
２
０

受
付
場
所
・
問
い
合
わ
せ
先

こ
ど
も
未
来
課

ま
た
は
各
総
合
支
所

市
民
サ
ー
ビ
ス
課

　
況
な
ど
に
よ
り
、
市
が
園
に
利

　
用
調
整
を
す
る

❸
利
用
先
の
決
定
後
、
市
か
ら
認

　
定
通
知
書
と
入
所
承
諾
書
が
交

　
付
さ
れ
る

申
し
込
み
に
必
要
な
書
類

①
子
ど
も
の
た
め
の
教
育
・
保
育

　
給
付
認
定
申
請
書

②
保
育
所
等
利
用
申
込
書

③
父
母
お
よ
び
60
歳
未
満
の
同
居

　
祖
父
母
が
子
ど
も
を
保
育
で
き

　
な
い
こ
と
を
証
明
す
る
も
の
｟
就

　
労
証
明
書
な
ど
｠

※

書
類
は
受
付
場
所
ま
た
は
各
保

育
園
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

※

③
の
書
類
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

受
付
期
間
　
12
月
１
日
㈭
～
令
和

５
年
１
月
20
日
㈮
｟
土
日
・
祝
日
、

年
末
年
始
を
除
く
｠

※

入
所
の
承
諾
は
申
し
込
み
順
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

※

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

【市内認可保育所一覧】

地　域

本　荘

矢　島

由　利

岩　城

大　内

東由利

鳥　海

本 荘 保 育 園

石 脇 西 保 育 園

石 脇 東 保 育 園

ひ か り 保 育 園

風 の 子 保 育 園

小 友 保 育 園

石 沢 保 育 園

子 吉 保 育 園

中 央 保 育 園
石 脇 北 保 育 園

下 川 大 内 保 育 園

岩 谷 保 育 園
ゆ り 保 育 園

亀 田 保 育 園

道 川 保 育 園

矢 島 保 育 園

内 越 保 育 園

鳥 海 保 育 園

み ど り 保 育 園
（令和５年４月名称変更予定）

保　育　所　名 電話番号

22-0662

22-2149

23-1313

24-3622

22-4183

22-0560

22-8885

22-3532

29-2104

22-0045

65-2008

53-4191
72-2353
73-2202

27-5656

22-3165

57-2010

66-2111

69-2131

　
税
金
は
、
暮
ら
し
を
支
え
、
豊

か
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
大
切

な
財
源
で
す
。
市
で
は
納
税
の
公

平
性
を
確
保
す
る
た
め
、
市
税
な

ど
の
滞
納
者
に
対
し
て
電
話
や
手

紙
の
ほ
か
、
直
接
訪
問
な
ど
で
納

付
を
促
し
て
い
ま
す
。

　
納
税
の
意
思
が
見
ら
れ
な
い
滞

納
者
に
対
し
て
は
、
債
権
な
ど
の

差
し
押
さ
え
を
行
う
ほ
か
、
特
に

徴
収
が
困
難
な
場
合
は
「
秋
田
県

地
方
税
滞
納
整
理
機
構
」
に
処
理

を
依
頼
し
て
い
ま
す
。

２
ス
ト
ッ
プ
！ 

滞
納☎

24―

６
２
５
６

問
い
合
わ
せ
先

収
納
課

ま
た
は
各
総
合
支
所

市
民
サ
ー
ビ
ス
課

◆
お
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

　
病
気
や
離
職
な
ど
、
や
む
を
得

な
い
事
情
で
税
金
を
納
期
内
に
納

め
ら
れ
な
い
場
合
は
、
早
め
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

◆
窓
口
業
務
の
時
間
を

　
　
　
　
　
　
　延
長
し
ま
す

　
12
月
の
木
曜
日
は
夕
方
の
時
間

を
延
長
し
、
市
税
・
国
保
税
の
相

談
を
受
け
付
け
ま
す
。

日
時
　
12
月
１
日
、
８
日
、
15
日
、

22
日
の
そ
れ
ぞ
れ
19
時
ま
で

場
所
　
市
役
所
１
階
　
収
納
課

◆
便
利
な
〝
口
座
振
替
〟
を

　
　
　
　
　ご
利
用
く
だ
さ
い

　
納
期
の
た
び
に
金
融
機
関
な
ど

へ
足
を
運
ぶ
必
要
が
な
く
、
納
め

忘
れ
の
心
配
も
あ
り
ま
せ
ん
。
申

し
込
み
に
つ
い
て
は
気
軽
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

売掛金・賃料ほか

合 計

預 貯 金

交 付 要 求

生 命・損 害 保 険

給 与

区　　分 件　数

１６７

４３６

１５０

１７

１２

９０

10,986

26,615

8,920

993

2,110

3,606

金額（千円）

本年度の差し押さえ実績（10 月末現在）

開催日

12 月 15 日㈭

12 月 16 日㈮

10 時～ 11 時半

場　所時　間

10 時～ 11 時半

13 時半～ 15 時

13 時半～ 15 時

上川大内出張所

下川大内出張所

直根出張所

笹子出張所

【開催日・場所】

カードに
関する情報▼

ポイントに
関する情報▼

市民課住民記録班　☎２４―６２４３

行政改革推進課　☎２４―６３８３

問い合わせ先

マイナポイントに関すること

マイナンバーカードの申請・取得に関すること▶

▶

大内・鳥海地域の各出張所で
マイナンバーカード出張交付申請を行います
　「マイナポイント第２弾を受けるためのマイナンバーカー

ド交付申請」の期限が12月末に迫っています。この機会に

申請をお願いします。会場ではマイナポイント申し込みサ

ポートも同時に実施します。マイナンバーカードの申請に必

要な本人確認書類、マイナポイント第２弾の申し込みに必

要なものは、本紙11月15日号の15㌻をご確認ください。

電子申請は
こちらから▼

FAX
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番
地
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応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

こ
ど
も
未
来
課
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市
で
は
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
資
金

助
成
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
補

助
金
を
受
け
る
に
は
、
工
事
前
に

所
定
の
申
請
を
行
い
、
市
の
審
査
・

交
付
決
定
を
受
け
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
事
前
着
工
の
場
合
は
補
助

金
を
受
け
ら
れ
な
い
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

　
対
象
や
補
助
金
額
の
上
限
、
必

要
書
類
な
ど
は
助
成
種
類
に
よ
り

異
な
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
い
た
だ

く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

助
成
種
類
　
「
一
般
型
」「
子
育
て

世
帯
支
援
型
」「
空
き
家
購
入
支
援

型
」「
移
住
・
転
入
支
援
型
」「
災

４
令
和
４
年
度
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
資
金
を

助
成
し
て
い
ま
す☎

24―

６
３
３
４

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

建
築
住
宅
課

ま
た
は
各
総
合
支
所
産
業
建
設
課

害
復
旧
支
援
型
」
の
５
種
類

申
請
期
限

令
和
５
年
２
月
20
日
㈪
ま
で

実
績
報
告
期
限

令
和
５
年
３
月
20
日
㈪
ま
で

※

本
補
助
金
は
予
算
が
な
く
な
り

次
第
終
了
と
な
り
ま
す
の
で
、
申

請
期
限
前
に
受
け
付
け
を
締
め
切

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

５
８
月
の
大
雨
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
へ

災
害
復
旧
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す

　
８
月
の
大
雨
に
よ
り
被
災
し
た

農
地
・
農
業
用
施
設
を
復
旧
す
る

費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

◇
農
地
・
農
業
用
施
設
単
独
災
害

　復
旧
事
業
費
補
助
金

補
助
対
象
事
業
費
　
10
万
円
以
上

40
万
円
未
満

補
助
率
　
農
地
３
分
の
１
以
内
、

農
業
用
施
設
２
分
の
１
以
内

問
い
合
わ
せ
先

農
山
漁
村
振
興
課

田
園
水
産
整
備
班

ま
た
は
各
総
合
支
所
産
業
建
設
課

☎
24―

６
３
５
５

　
市
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
施

策
の
実
施
状
況
や
推
進
に
つ
い
て

ご
意
見
を
伺
う
た
め
「
由
利
本
荘

市
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
」
の
委

員
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
数
　
３
人

任
期
　
２
年
｟
令
和
５
年
４
月
１

日
か
ら
令
和
７
年
３
月
31
日
ま
で
｠

報
酬
　
１
回
に
つ
き
６
５
０
０
円

と
交
通
費
を
支
給

応
募
資
格
　
市
内
に
居
住
し
、
未

６

｢

由
利
本
荘
市
子
ど
も
・
子
育
て
会
議｣

の
委
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

就
学
の
子
ど
も
と
同
居
す
る
保
護

者
で
、会
議
に
出
席
可
能
な
方
｟
会

議
当
日
は
託
児
制
度
を
利
用
で
き

ま
す
｠

応
募
方
法
　
電
子
申
請
、Ｅ
メ
ー

ル
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

郵
送
ま
た
は
持

参
に
よ
り
提
出

※

応
募
用
紙
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
す
る
か
、
こ
ど
も
未
来
課
、

各
総
合
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課
に

備
え
付
け
て
い
ま
す
。

応
募
期
限

令
和
５
年
１
月
26
日
㈭
必
着

　
来
年
４
月
か
ら
の
市
内
認
可
保

育
所
の
利
用
申
し
込
み
を
受
け
付

け
ま
す
。

保
育
所
の
利
用
条
件
　
児
童
の
保

護
者
が
と
も
に
次
の
い
ず
れ
か
の

事
由
に
該
当
し
て
い
る
こ
と

○
家
の
外
で
労
働
す
る
こ
と
を
常

　
態
と
し
て
い
る
｟
月
48
時
間
以

　
上
｠

○
家
の
中
で
子
ど
も
と
離
れ
て
日

　
常
の
家
事
以
外
の
労
働
を
す
る

　
こ
と
を
常
態
と
し
て
い
る

○
出
産
の
前
後
｟
産
前
産
後
８
週
｠

○
病
気
や
負
傷
、
あ
る
い
は
心
身

　
に
障
が
い
を
有
し
て
い
る

３
令
和
５
年
４
月
か
ら
の
市
内
認
可
保
育
所
の

「
利
用
申
し
込
み
」
を
12
月
１
日
か
ら
受
け
付
け
ま
す

○
長
期
に
わ
た
り
病
気
や
心
身
に

　
障
が
い
の
あ
る
家
族
を
常
時
介

　
護
し
て
い
る

○
災
害
の
復
旧
に
あ
た
っ
て
い
る

○
就
労
を
希
望
し
、
求
職
活
動
を

　
し
て
い
る
｟
月
15
日
以
上
｠

○
日
中
就
学
し
て
い
る
｟
月
48
時

　
間
以
上
｠

○
Ｄ
Ｖ
な
ど
特
別
な
支
援
を
要
す

　
る
家
庭
と
判
断
さ
れ
て
い
る

申
し
込
み
の
流
れ

❶
市
に｢

保
育
の
必
要
性｣

の
認
定

　
申
請
お
よ
び
保
育
所
な
ど
の
利

　
用
希
望
申
請
を
す
る

❷
申
請
者
の
希
望
や
保
育
所
の
状

☎
24―

６
３
２
０

受
付
場
所
・
問
い
合
わ
せ
先

こ
ど
も
未
来
課

ま
た
は
各
総
合
支
所

市
民
サ
ー
ビ
ス
課

　
況
な
ど
に
よ
り
、
市
が
園
に
利

　
用
調
整
を
す
る

❸
利
用
先
の
決
定
後
、
市
か
ら
認

　
定
通
知
書
と
入
所
承
諾
書
が
交

　
付
さ
れ
る

申
し
込
み
に
必
要
な
書
類

①
子
ど
も
の
た
め
の
教
育
・
保
育

　
給
付
認
定
申
請
書

②
保
育
所
等
利
用
申
込
書

③
父
母
お
よ
び
60
歳
未
満
の
同
居

　
祖
父
母
が
子
ど
も
を
保
育
で
き

　
な
い
こ
と
を
証
明
す
る
も
の
｟
就

　
労
証
明
書
な
ど
｠

※

書
類
は
受
付
場
所
ま
た
は
各
保

育
園
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

※

③
の
書
類
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

受
付
期
間
　
12
月
１
日
㈭
～
令
和

５
年
１
月
20
日
㈮
｟
土
日
・
祝
日
、

年
末
年
始
を
除
く
｠

※

入
所
の
承
諾
は
申
し
込
み
順
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

※

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

【市内認可保育所一覧】

地　域

本　荘

矢　島

由　利

岩　城

大　内

東由利

鳥　海

本 荘 保 育 園

石 脇 西 保 育 園

石 脇 東 保 育 園

ひ か り 保 育 園

風 の 子 保 育 園

小 友 保 育 園

石 沢 保 育 園

子 吉 保 育 園

中 央 保 育 園
石 脇 北 保 育 園

下 川 大 内 保 育 園

岩 谷 保 育 園
ゆ り 保 育 園

亀 田 保 育 園

道 川 保 育 園

矢 島 保 育 園

内 越 保 育 園

鳥 海 保 育 園

み ど り 保 育 園
（令和５年４月名称変更予定）

保　育　所　名 電話番号

22-0662

22-2149

23-1313

24-3622

22-4183

22-0560

22-8885

22-3532

29-2104

22-0045

65-2008

53-4191
72-2353
73-2202

27-5656

22-3165

57-2010

66-2111

69-2131

　
税
金
は
、
暮
ら
し
を
支
え
、
豊

か
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
大
切

な
財
源
で
す
。
市
で
は
納
税
の
公

平
性
を
確
保
す
る
た
め
、
市
税
な

ど
の
滞
納
者
に
対
し
て
電
話
や
手

紙
の
ほ
か
、
直
接
訪
問
な
ど
で
納

付
を
促
し
て
い
ま
す
。

　
納
税
の
意
思
が
見
ら
れ
な
い
滞

納
者
に
対
し
て
は
、
債
権
な
ど
の

差
し
押
さ
え
を
行
う
ほ
か
、
特
に

徴
収
が
困
難
な
場
合
は
「
秋
田
県

地
方
税
滞
納
整
理
機
構
」
に
処
理

を
依
頼
し
て
い
ま
す
。

２
ス
ト
ッ
プ
！ 

滞
納☎

24―

６
２
５
６

問
い
合
わ
せ
先

収
納
課

ま
た
は
各
総
合
支
所

市
民
サ
ー
ビ
ス
課

◆
お
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

　
病
気
や
離
職
な
ど
、
や
む
を
得

な
い
事
情
で
税
金
を
納
期
内
に
納

め
ら
れ
な
い
場
合
は
、
早
め
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

◆
窓
口
業
務
の
時
間
を

　
　
　
　
　
　
　延
長
し
ま
す

　
12
月
の
木
曜
日
は
夕
方
の
時
間

を
延
長
し
、
市
税
・
国
保
税
の
相

談
を
受
け
付
け
ま
す
。

日
時
　
12
月
１
日
、
８
日
、
15
日
、

22
日
の
そ
れ
ぞ
れ
19
時
ま
で

場
所
　
市
役
所
１
階
　
収
納
課

◆
便
利
な
〝
口
座
振
替
〟
を

　
　
　
　
　ご
利
用
く
だ
さ
い

　
納
期
の
た
び
に
金
融
機
関
な
ど

へ
足
を
運
ぶ
必
要
が
な
く
、
納
め

忘
れ
の
心
配
も
あ
り
ま
せ
ん
。
申

し
込
み
に
つ
い
て
は
気
軽
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

売掛金・賃料ほか

合 計

預 貯 金

交 付 要 求

生 命・損 害 保 険

給 与

区　　分 件　数

１６７

４３６

１５０

１７

１２

９０

10,986

26,615

8,920

993

2,110

3,606

金額（千円）

本年度の差し押さえ実績（10 月末現在）

開催日

12 月 15 日㈭

12 月 16 日㈮

10 時～ 11 時半

場　所時　間

10 時～ 11 時半

13 時半～ 15 時

13 時半～ 15 時

上川大内出張所

下川大内出張所

直根出張所

笹子出張所

【開催日・場所】

カードに
関する情報▼

ポイントに
関する情報▼

市民課住民記録班　☎２４―６２４３

行政改革推進課　☎２４―６３８３

問い合わせ先

マイナポイントに関すること

マイナンバーカードの申請・取得に関すること▶

▶

大内・鳥海地域の各出張所で
マイナンバーカード出張交付申請を行います
　「マイナポイント第２弾を受けるためのマイナンバーカー

ド交付申請」の期限が12月末に迫っています。この機会に

申請をお願いします。会場ではマイナポイント申し込みサ

ポートも同時に実施します。マイナンバーカードの申請に必

要な本人確認書類、マイナポイント第２弾の申し込みに必

要なものは、本紙11月15日号の15㌻をご確認ください。

電子申請は
こちらから▼

FAX
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「
こ
れ
ま
で
災
害
に
遭
わ
な
か
っ
た
か
ら
、
こ
れ
か
ら
も
大

丈
夫
」
「
災
害
は
怖
い
け
ど
、
何
か
ら
始
め
れ
ば
い
い
か
わ
か

ら
な
い
」
「
こ
こ
は
大
丈
夫
」
な
ど
、
災
害
へ
の
備
え
を
先
延

ば
し
に
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

　
大
規
模
災
害
の
発
生
な
ど
に
よ
り
、
物
流
機
能
が
停
止
し
た

場
合
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
で
食
品
が
手

に
入
り
に
く
く
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
最
低
３
日
分
か
ら
１

週
間
分×

人
数
分
の
食
品
の
家
庭
備
蓄
が
望
ま
し
い
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク
と
は
、
普
段
の
食
料
を
少
し
多
め
に

【
第
９
回
】
防
災
コ
ラ
ム

簡
単
！

　ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク

買
い
置
き
し
て
お
き
、
賞
味
期
限

を
考
え
て
古
い
も
の
か
ら
消
費
し
、

消
費
し
た
分
を
買
い
足
す
こ
と
で
、

常
に
一
定
量
の
食
品
を
家
庭
で
備

蓄
し
て
い
る
状
態
を
保
つ
た
め
の

方
法
で
す
。

　
主
に
災
害
時
に
使
用
す
る
「
非

常
食
」
だ
け
で
な
く
、
ま
ず
は
日

常
的
に
使
用
し
、
災
害
時
に
も
使

え
る
も
の
を
「
ロ
ー
リ
ン
グ
ス

ト
ッ
ク
」
と
し
て
、
備
蓄
し
て
お

く
こ
と
も
考
え
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

鳥海山・飛島ジオパークガイドの会

会長　森　　　寛 さん

第 12回日本ジオパーク
　　　全国大会に参加して

　３年ぶりの現地開催となる日本ジオパー

ク全国大会が、10 月 21 日から 23 日に石川

県の白山手取川ジオパークで行われました。

当ジオパークからも 21 人がジオパークを熱

愛する全国各地の方々とつながる場へ参加

しました。

　初対面では、緊張や距離感を感じること

があります。しかしこの全国大会では、初

めての参加でも、会う人たち全てが旧知の

仲のような親しみと、友が友を呼ぶ連帯感

から、自然に打ち解けていきます。「ヘンリー

さん、元気！？」ガイドのニックネームを

呼び合うだけで、お互いが元気になれる関

係を作れることが、この大会の魅力なので

す。

　ジオガイドの役割は、私たちが住んでい

る「大地の魅力」を、お客さまに楽しく、

第 12 回日本ジオパーク全国大会白山手取川大会（白山市）

わかりやすく伝えることです。とはい

え「ジオパークって何だか難しそう」

というイメージがあることも現実です。

ジオパークをすべてのお客さまに楽し

んでもらうためには、私たちガイドが

この地域の魅力をさらに深堀りするこ

とが必要です。伝えたい地域の宝を、

地域の皆さまとジオガイドが連携して

学び合い、共通課題を探し、課題解決

を共に考え、全国大会のようにお互い

が元気になれる関係作りを実現するこ

とが、ジオパークの存在意義だと思っ

ています。

　
羽
後
本
荘
駅
西
口
駅
前
広
場
の

駐
車
場
を
除
く
部
分
が
完
成
し
、

移
設
し
て
い
た
路
線
バ
ス
や
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
・
循
環
バ
ス
の

乗
り
場
の
位
置
が
変
わ
り
ま
す
。

「
の
り
ば
」
と
「
お
り
ば
」
が
異
な

り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
新
た
な
バ
ス
乗
り
場
の
使
用
開

始
は
、
12
月
12
日
の
始
発
か
ら
と

な
り
ま
す
。

７
羽
後
本
荘
駅
西
口
駅
前
広
場
の

路
線
バ
ス
な
ど
の
乗
車
場
所
が
変
わ
り
ま
す

☎
24―

６
３
７
８

問
い
合
わ
せ
先

地
域
づ
く
り
推
進
課

　
家
屋
を
取
り
壊
し
た
と
き
は
、

家
屋
滅
失
届
の
提
出
が
必
要
で
す
。

※

法
務
局
で
滅
失
登
記
を
し
た
場

合
は
不
要
。

　
固
定
資
産
税
は
、
１
月
１
日
時

点
の
状
況
に
基
づ
い
て
課
税
さ
れ

ま
す
。
す
で
に
家
屋
を
取
り
壊
し

て
い
て
も
、
年
内
に
届
け
出
が
な

い
場
合
は
、
取
り
壊
さ
れ
た
か
ど

う
か
確
認
で
き
ず
、
来
年
度
も
課

税
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で

９
家
屋
滅
失
届
を
忘
れ
ず
に
！

☎
24―

６
３
０
５

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

税
務
課
資
産
税
班

ま
た
は
各
総
合
支
所

市
民
サ
ー
ビ
ス
課

ご
注
意
く
だ
さ
い
。
届
け
出
の
様

式
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　
自
転
車
は
、
道
路
交
通
法
で
は

軽
車
両
に
位
置
付
け
ら
れ
て
お
り
、

「
車
の
な
か
ま
」
で
す
。
「
自
転
車

安
全
利
用
五
則
」
を
守
っ
て
安
全

運
転
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

①
車
道
が
原
則
、
左
側
を
通
行

　
歩
道
は
例
外
、
歩
行
者
を
優
先

②
交
差
点
で
は
信
号
と
一
時
停
止

　
を
守
っ
て
、
安
全
確
認

③
夜
間
は
ラ
イ
ト
を
点
灯

④
飲
酒
運
転
は
禁
止

８
自
転
車
を
安
全
に
利
用
し
ま
し
ょ
う

⑤
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用

　
道
路
交
通
法
の
一
部
改
正
｟
令

和
４
年
４
月
27
日
公
布
、
１
年
以

内
に
施
行
｠
に
よ
り
、
全
て
の
自

転
車
利
用
者
に
対
し
、
自
転
車
の

乗
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
努
力
義

務
が
課
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　
本
年
４
月
に
は
「
秋
田
県
自
転

車
条
例
」
で
自
転
車
損
害
賠
償
責

任
保
険
な
ど
へ
の
加
入
が
義
務
と

☎
24―

６
２
５
３

問
い
合
わ
せ
先

生
活
環
境
課

な
り
ま
し
た
。
ご
自
身
の
保
険
加

入
の
状
況
を
確
認
し
、
自
転
車
に

乗
る
際
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
し

ま
し
ょ
う
。

12月は「飲酒運転追放県民運動強調月間」
12月11日㈰～20日㈫は

「年末の交通安全運動」期間です
ドライバーは早めのライト点灯を心がけ、歩行

者は夜間や薄暮時間帯に出歩く際は反射材を着用

するなど、お互いが交通マナーを守り、ゆとりを

もって相手を思いやりながら行動しましょう。

問い合わせ先

生活環境課
☎２４－６２５３

12 月はお酒を飲む機会が

多くなる時期です。「飲んだ

ら乗らない、乗らせない」

を心がけ、お酒を飲んだ人

も飲ませた人も注意しあい

ながら、飲酒運転を追放し

ましょう。また、降雪や気

温の低下による路面の凍結

も心配されます。スピード

を落とし、安全運転を心が

けましょう。

くらしの防災通信

「日本海と大地がつくる水と命の循環」
鳥海山・飛島ジオパーク

リレーコラム
第95回

新しいバスのりば

新しいバスおりば

コミュニティバス・

循環バスのりば

こ

や

な

ぎ

お
み
や
げ
店

（現在の仮バス停）
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「
こ
れ
ま
で
災
害
に
遭
わ
な
か
っ
た
か
ら
、
こ
れ
か
ら
も
大

丈
夫
」
「
災
害
は
怖
い
け
ど
、
何
か
ら
始
め
れ
ば
い
い
か
わ
か

ら
な
い
」
「
こ
こ
は
大
丈
夫
」
な
ど
、
災
害
へ
の
備
え
を
先
延

ば
し
に
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

　
大
規
模
災
害
の
発
生
な
ど
に
よ
り
、
物
流
機
能
が
停
止
し
た

場
合
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
で
食
品
が
手

に
入
り
に
く
く
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
最
低
３
日
分
か
ら
１

週
間
分×

人
数
分
の
食
品
の
家
庭
備
蓄
が
望
ま
し
い
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク
と
は
、
普
段
の
食
料
を
少
し
多
め
に

買
い
置
き
し
て
お
き
、
賞
味
期
限

を
考
え
て
古
い
も
の
か
ら
消
費
し
、

消
費
し
た
分
を
買
い
足
す
こ
と
で
、

常
に
一
定
量
の
食
品
を
家
庭
で
備

蓄
し
て
い
る
状
態
を
保
つ
た
め
の

方
法
で
す
。

　
主
に
災
害
時
に
使
用
す
る
「
非

常
食
」
だ
け
で
な
く
、
ま
ず
は
日

常
的
に
使
用
し
、
災
害
時
に
も
使

え
る
も
の
を
「
ロ
ー
リ
ン
グ
ス

ト
ッ
ク
」
と
し
て
、
備
蓄
し
て
お

く
こ
と
も
考
え
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

鳥海山・飛島ジオパークガイドの会

会長　森　　　寛 さん

第 12回日本ジオパーク
　　　全国大会に参加して

　３年ぶりの現地開催となる日本ジオパー

ク全国大会が、10 月 21 日から 23 日に石川

県の白山手取川ジオパークで行われました。

当ジオパークからも 21 人がジオパークを熱

愛する全国各地の方々とつながる場へ参加

しました。

　初対面では、緊張や距離感を感じること

があります。しかしこの全国大会では、初

めての参加でも、会う人たち全てが旧知の

仲のような親しみと、友が友を呼ぶ連帯感

から、自然に打ち解けていきます。「ヘンリー

さん、元気！？」ガイドのニックネームを

呼び合うだけで、お互いが元気になれる関

係を作れることが、この大会の魅力なので

す。

　ジオガイドの役割は、私たちが住んでい

る「大地の魅力」を、お客さまに楽しく、

第 12 回日本ジオパーク全国大会白山手取川大会（白山市）

わかりやすく伝えることです。とはい

え「ジオパークって何だか難しそう」

というイメージがあることも現実です。

ジオパークをすべてのお客さまに楽し

んでもらうためには、私たちガイドが

この地域の魅力をさらに深堀りするこ

とが必要です。伝えたい地域の宝を、

地域の皆さまとジオガイドが連携して

学び合い、共通課題を探し、課題解決

を共に考え、全国大会のようにお互い

が元気になれる関係作りを実現するこ

とが、ジオパークの存在意義だと思っ

ています。

　
羽
後
本
荘
駅
西
口
駅
前
広
場
の

駐
車
場
を
除
く
部
分
が
完
成
し
、

移
設
し
て
い
た
路
線
バ
ス
や
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
・
循
環
バ
ス
の

乗
り
場
の
位
置
が
変
わ
り
ま
す
。

「
の
り
ば
」
と
「
お
り
ば
」
が
異
な

り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
新
た
な
バ
ス
乗
り
場
の
使
用
開

始
は
、
12
月
12
日
の
始
発
か
ら
と

な
り
ま
す
。

７
羽
後
本
荘
駅
西
口
駅
前
広
場
の

路
線
バ
ス
な
ど
の
乗
車
場
所
が
変
わ
り
ま
す

☎
24―

６
３
７
８

問
い
合
わ
せ
先

地
域
づ
く
り
推
進
課

　
家
屋
を
取
り
壊
し
た
と
き
は
、

家
屋
滅
失
届
の
提
出
が
必
要
で
す
。

※

法
務
局
で
滅
失
登
記
を
し
た
場

合
は
不
要
。

　
固
定
資
産
税
は
、
１
月
１
日
時

点
の
状
況
に
基
づ
い
て
課
税
さ
れ

ま
す
。
す
で
に
家
屋
を
取
り
壊
し

て
い
て
も
、
年
内
に
届
け
出
が
な

い
場
合
は
、
取
り
壊
さ
れ
た
か
ど

う
か
確
認
で
き
ず
、
来
年
度
も
課

税
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で

９
家
屋
滅
失
届
を
忘
れ
ず
に
！

☎
24―

６
３
０
５

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

税
務
課
資
産
税
班

ま
た
は
各
総
合
支
所

市
民
サ
ー
ビ
ス
課

ご
注
意
く
だ
さ
い
。
届
け
出
の
様

式
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　
自
転
車
は
、
道
路
交
通
法
で
は

軽
車
両
に
位
置
付
け
ら
れ
て
お
り
、

「
車
の
な
か
ま
」
で
す
。
「
自
転
車

安
全
利
用
五
則
」
を
守
っ
て
安
全

運
転
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

①
車
道
が
原
則
、
左
側
を
通
行

　
歩
道
は
例
外
、
歩
行
者
を
優
先

②
交
差
点
で
は
信
号
と
一
時
停
止

　
を
守
っ
て
、
安
全
確
認

③
夜
間
は
ラ
イ
ト
を
点
灯

④
飲
酒
運
転
は
禁
止

８
自
転
車
を
安
全
に
利
用
し
ま
し
ょ
う

⑤
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用

　
道
路
交
通
法
の
一
部
改
正
｟
令

和
４
年
４
月
27
日
公
布
、
１
年
以

内
に
施
行
｠
に
よ
り
、
全
て
の
自

転
車
利
用
者
に
対
し
、
自
転
車
の

乗
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
努
力
義

務
が
課
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　
本
年
４
月
に
は
「
秋
田
県
自
転

車
条
例
」
で
自
転
車
損
害
賠
償
責

任
保
険
な
ど
へ
の
加
入
が
義
務
と

☎
24―

６
２
５
３

問
い
合
わ
せ
先

生
活
環
境
課

な
り
ま
し
た
。
ご
自
身
の
保
険
加

入
の
状
況
を
確
認
し
、
自
転
車
に

乗
る
際
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
し

ま
し
ょ
う
。

12月は「飲酒運転追放県民運動強調月間」
12月11日㈰～20日㈫は

「年末の交通安全運動」期間です
ドライバーは早めのライト点灯を心がけ、歩行

者は夜間や薄暮時間帯に出歩く際は反射材を着用

するなど、お互いが交通マナーを守り、ゆとりを

もって相手を思いやりながら行動しましょう。

問い合わせ先

生活環境課
☎２４－６２５３

12 月はお酒を飲む機会が

多くなる時期です。「飲んだ

ら乗らない、乗らせない」

を心がけ、お酒を飲んだ人

も飲ませた人も注意しあい

ながら、飲酒運転を追放し

ましょう。また、降雪や気

温の低下による路面の凍結

も心配されます。スピード

を落とし、安全運転を心が

けましょう。

くらしの防災通信

「日本海と大地がつくる水と命の循環」
鳥海山・飛島ジオパーク

リレーコラム
第95回

新しいバスのりば

新しいバスおりば

コミュニティバス・

循環バスのりば

こ

や

な

ぎ

お
み
や
げ
店

（現在の仮バス停）
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④その他の手当      　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （令和４年４月１日現在）

扶養親族のある職員に対して支給  
・子 　　　　　　　　　　10,000 円
・子以外    6,500 円
・子の特定期間加算額　（１６歳年度初め～２２歳年度末）5,000 円
借家に居住する職員に支給  
・借家（月額12,000 円以上の家賃を払っている職員に  
　家賃額に応じて支給 　　　　　  限度額　27,000 円
通勤距離が２km以上である職員に支給  
・交通用具使用（通勤距離に応じて支給）　　2,000 円～31,600 円
・交通機関利用（実費） 　　　　　　限度額　55,000 円
異動などにより住居を移転し配偶者と別居することとなった職
員で移転前の住居からの通勤が困難であると認められるもの
のうち単身で生活することを常況にする職員に支給  
・基本額  30,000 円
・職員の住居と配偶者の住居の交通距離に応じた加算額  
 　　　　8,000 円～70,000 円
管理または監督の地位にある職員に区分に応じて  
支給 　　　 16,700 円～31,600 円
管理職員が臨時または緊急の必要などにより週休日  
または休日などに勤務した場合に区分に応じて支給  
（勤務時間が 6 時間を超える場合は150％を乗じた額）  
 休日   平日深夜
・区分１および２の職員 10,000 円   5,000 円
・区分３および４の職員  8,000 円   4,000 円
・区分５および６の職員  6,000 円   3,000 円
・区分７および８の職員  4,000 円   2,000 円
・区分９の職員  8,000 円   4,000 円
宿日直を行った職員に支給  
（勤務時間が 5時間未満の場合は 50％を乗じた額）  
・普通宿日直    4,400 円
・鳥海診療所    6,100 円
・畜産センター    5,300 円
・常直的な宿日直（月の１／２超）  22,000 円
・常直的な宿日直（上記以外）   11,000 円
休日などにおいて正規の勤務時間に勤務した場合、  
1時間当たりの給料単価に135％を乗じた額を支給  
11月から3月までの各月の初日に在籍する職員に支給 
・世帯主で扶養親族のある職員   17,800 円
・世帯主で扶養親族のない職員   10,200 円
・その他の職員    7,360 円

手　当　名 内容および支給単価 支給実績（３年度決算） 支給職員１人当たりの平均支給年額国の制度との異同・内容

扶 養 手 当

住 居 手 当

通 勤 手 当

単身赴任手当

管理職手当

管 理 職 員
特別勤務手当

寒冷地手当

休日勤務手当

宿日直手当

同　じ 100,552千円 232,222円

同　じ 35,442千円 256,826円

同　じ 80,474千円 107,299円

同　じ 378千円 378,000円

51,767千円 414,136円

3千円 3,000円

同　じ 0千円 0円

同　じ 72,114千円 148,689円

異なる
（支給地域） 62,142千円 72,511円

職員数の推移

部門別職員数の状況　　　　 （令和４年４月１日現在） 特別職の報酬などの状況         （令和４年４月１日現在）

一 般 行 政
教 育
消 防
普通会計計
公営企業等会計計
総 合 計

年度部門別 平成29年
612
129
188
929
69
998

平成30年
580
135
187
902
70
972

令和元年
567
128
186
881
72
953

令和2年
557
133
186
876
66
942

令和3年
551
126
186
863
68
931

令和4年
566
105
186
857
65
922

過去5年間の増減数（率）
▲ 46 （▲   7.5㌫)
▲ 24 （▲ 18.6㌫)
▲   2 （▲   1.1㌫)
▲ 72 （▲   7.8㌫)
▲   4 （▲   5.8㌫)
▲ 76 （▲   7.6㌫)

（注）各年における定員管理調査において報告した部門別職員数です。    

普
　通
　会
　計
　部
　門

会
計
部
門

公
営
企
業
等

一
般
行
政
部
門

議 会
総 務
税 務
民 生
衛 生
労 働
農 林 水 産
商 　 　 工
土 　 　 木
　 計 　

教 育 部 門
消 防 部 門
小 　 　 計
水 道
下 水 道
そ の 他
小 計
合 計

7
178
48
88
54
4
69
44
59
551
126
186
863
34
12
22
68
931  

［1,497］

7
178
48
91
54
4
66
62
56
566
105
186
857
32
11
22
65
922 

［1,497］

0
0
0
3
0
0

△   3
18

△   3
15

△ 21
0

△   6
△   2
△   1
0

△   3
△  ９ 
［0］

（注）１　職員数は、一般職に属する職員数です。   
       ２　［　］内は条例定数の合計です。   

 区 分  
給 　 　 料
期末手当（令和3年度）
退 職 手 当
寒 冷 地 手 当

市　　　長
900,000円

給料×0.47×在職月数

副　市　長
710,000円

給料×0.28×在職月数
3.1月分

一般職に同じ

区　　分
報酬月額

議　　長
478,000円

副 議 長
422,000円

常任・議会運営委員長
410,000円

議　　員
402,000円

期末手当
（令和3年度） 3.1月分

年齢別職員構成の状況（令和４年４月１日現在）

20～23歳
49人

24～27歳
63人

28～31歳

90人

32～35歳

91人

36～39歳

89人40～43歳
114人

44～47歳
105人

48～51歳

124人

52～55歳
87人

56～59歳
82人

60歳以上
13人

20歳未満
15人

合　計
922人

令和4年度令和3年度

給与・定員管理など
人件費の状況［普通会計決算］

職員給与費の状況［普通会計決算］

ラスパイレス指数の状況

職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（令和４年４月１日現在） 

一般行政職の級別職員数などの状況 （令和４年４月１日現在） 

職員の手当の状況［普通会計職員］

職員の平均年齢、平均給料月額および
平均給与月額の状況（令和４年４月１日現在） 

職員の初任給の状況 

区　分

区　分

区　分

３年度

３年度

住民基本台帳
人口（R4.1.1）

歳　出　額
（A）（千円）

実質収支
（千円）

人　件　費
（B)（千円）

人件費率
（B/A)

（参考）
２年度の
人件費率

73,941人 54,351,417 8,022,317310,980 14.8% 14.0%
（注）人件費には、特別職に支給される給料などを含みます。

令
和
４
年
度
　
市
職
員
の
給
与
・
定
員
管
理
・
勤
務
条
件
な
ど

人
事

　を公
表
し
ま
す

概要

　関
係
法
令
お
よ
び
市
条
例
に
基
づ
き
、
市

職
員
の
給
与
・
定
員
管
理
、
勤
務
条
件
な
ど
、

人
事
行
政
の
運
営
な
ど
の
状
況
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

　市
職
員
の
給
与
・
定
員
管
理
な
ど
は
、
全

国
で
統
一
さ
れ
た
公
表
が
行
わ
れ
て
お
り
、

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
掲
載
し
て
い
る
ほ
か
、

総
務
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
は
全
国
の
地

方
公
共
団
体
と
本
市
の
状
況
を
比
較
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

職員数
（A)
951

（うちフルタイム会計年度任用職員）
(88)

給料
3,302,118

(39,897)

計（B)
5,234,208

(71,072)

5,504

(808)

期末・勤勉手当
1,224,295

(4,521)

職員手当
707,795

(26,654)

給　　与　　費（千円） １人当たり
給与費（千円）
（B/A)

（注）１　職員手当には退職手当を含みません。   
　　 ２　職員数は令和３年４月１日現在の人数です。   
              ※フルタイム再任用職員数は、令和３年度の任用実績です。

【参考】パートタイム会計年度任用職員の任用状況
区分
３年度

年度
数値

３年
96.3

人数（A)
780人

報酬
530,805千円

期末手当
85,165千円

合計（B)
615,970千円

１人当たり（B/A)
790千円

（注）ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を１００と
　　 した場合の市職員の給与水準を示す指数です。

（令和４年４月１日現在） 

一般行政職
技能労務職
消　防　職

平均年齢
41.8 歳
55.3 歳
37.7 歳

平均給与月額
366,071円
327,226 円
354,735 円

平均給料月額
310,300 円
306,900 円
281,900 円

一般行政職
消　防　職区　分

181,928 円

149,610 円

大学卒

高校卒
（注）１　平均給料月額は、各職種ごとにおける職員の基本給の平均です。    
       ２　平均給与月額は、給料月額と毎月支払われる諸手当の額を合計したものの平均です。    

区　　分 

一般行政職

技能労務職

消　防　職

大学卒
短大卒
高校卒
大学卒
短大卒
高校卒
大学卒
短大卒
高校卒

253,700
216,200
214,800
－
－
－

254,000
245,300
214,400

経験年数10 年
362,600
305,600
280,600
－
－
－

331,400
－

289,400

経験年数 20 年
368,600
358,600
341,300
－

329,500
－
－

353,500
343,400

経験年数 25 年
396,700
330,200
362,300
335,300
－

335,300
－
－
－

経験年数 30 年

主事・技師
46人8.7％

主任・
主任技師
76人14.4％

班長・主査
160人30.2％

課長補佐・
班長・主席主査
103人19.5％

課長・
主席参事
・参事
67人12.7％

次長・主幹・
会計管理者・
課長

56人10.6％

部長・事務局長・
総合支所長・
政策監
21人4.0％

合計
529人

①期末手当・勤勉手当     　（令和３年度）
区　　分

②退職手当　　 　　    　　　　　（令和３年度） ③時間外勤務手当 （各年度決算）
区　分

支給割合 １人当たりの平均支給額職制上の段階、職務の級など
による加算措置 

期末手当
勤勉手当

2.35月分
1.85月分

役職加算 5～15％ 1,326 千円

自己都合
認定・定年

勤続 20 年
19.6695月分

24.586875月分
28.0395月分
33.27075月分

39.7575月分
47.709月分 47.709月分

定年前早期退職
特例措置

（2～45％加算）
11,323千円
19,466千円

勤続 25 年 年　度
２　年
３　年

支給実績
209,717千円
261,219千円

勤続 35 年 最高限度額 その他の
加算措置

その他の
加算措置

266千円
334千円

職員１人当たりの
平均支給年額

（注）令和3年度の任用実績です。
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④その他の手当      　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （令和４年４月１日現在）

扶養親族のある職員に対して支給  
・子 　　　　　　　　　　10,000 円
・子以外    6,500 円
・子の特定期間加算額　（１６歳年度初め～２２歳年度末）5,000 円
借家に居住する職員に支給  
・借家（月額12,000 円以上の家賃を払っている職員に  
　家賃額に応じて支給 　　　　　  限度額　27,000 円
通勤距離が２km以上である職員に支給  
・交通用具使用（通勤距離に応じて支給）　　2,000 円～31,600 円
・交通機関利用（実費） 　　　　　　限度額　55,000 円
異動などにより住居を移転し配偶者と別居することとなった職
員で移転前の住居からの通勤が困難であると認められるもの
のうち単身で生活することを常況にする職員に支給  
・基本額  30,000 円
・職員の住居と配偶者の住居の交通距離に応じた加算額  
 　　　　8,000 円～70,000 円
管理または監督の地位にある職員に区分に応じて  
支給 　　　 16,700 円～31,600 円
管理職員が臨時または緊急の必要などにより週休日  
または休日などに勤務した場合に区分に応じて支給  
（勤務時間が 6 時間を超える場合は150％を乗じた額）  
 休日   平日深夜
・区分１および２の職員 10,000 円   5,000 円
・区分３および４の職員  8,000 円   4,000 円
・区分５および６の職員  6,000 円   3,000 円
・区分７および８の職員  4,000 円   2,000 円
・区分９の職員  8,000 円   4,000 円
宿日直を行った職員に支給  
（勤務時間が 5時間未満の場合は 50％を乗じた額）  
・普通宿日直    4,400 円
・鳥海診療所    6,100 円
・畜産センター    5,300 円
・常直的な宿日直（月の１／２超）  22,000 円
・常直的な宿日直（上記以外）   11,000 円
休日などにおいて正規の勤務時間に勤務した場合、  
1時間当たりの給料単価に135％を乗じた額を支給  
11月から3月までの各月の初日に在籍する職員に支給 
・世帯主で扶養親族のある職員   17,800 円
・世帯主で扶養親族のない職員   10,200 円
・その他の職員    7,360 円

手　当　名 内容および支給単価 支給実績（３年度決算） 支給職員１人当たりの平均支給年額国の制度との異同・内容

扶 養 手 当

住 居 手 当

通 勤 手 当

単身赴任手当

管理職手当

管 理 職 員
特別勤務手当

寒冷地手当

休日勤務手当

宿日直手当

同　じ 100,552千円 232,222円

同　じ 35,442千円 256,826円

同　じ 80,474千円 107,299円

同　じ 378千円 378,000円

51,767千円 414,136円

3千円 3,000円

同　じ 0千円 0円

同　じ 72,114千円 148,689円

異なる
（支給地域） 62,142千円 72,511円

職員数の推移

部門別職員数の状況　　　　 （令和４年４月１日現在） 特別職の報酬などの状況         （令和４年４月１日現在）

一 般 行 政
教 育
消 防
普通会計計
公営企業等会計計
総 合 計

年度部門別 平成29年
612
129
188
929
69
998

平成30年
580
135
187
902
70
972

令和元年
567
128
186
881
72
953

令和2年
557
133
186
876
66
942

令和3年
551
126
186
863
68
931

令和4年
566
105
186
857
65
922

過去5年間の増減数（率）
▲ 46 （▲   7.5㌫)
▲ 24 （▲ 18.6㌫)
▲   2 （▲   1.1㌫)
▲ 72 （▲   7.8㌫)
▲   4 （▲   5.8㌫)
▲ 76 （▲   7.6㌫)

（注）各年における定員管理調査において報告した部門別職員数です。    

普
　通
　会
　計
　部
　門

会
計
部
門

公
営
企
業
等

一
般
行
政
部
門

議 会
総 務
税 務
民 生
衛 生
労 働
農 林 水 産
商 　 　 工
土 　 　 木
　 計 　

教 育 部 門
消 防 部 門
小 　 　 計
水 道
下 水 道
そ の 他
小 計
合 計

7
178
48
88
54
4
69
44
59
551
126
186
863
34
12
22
68
931  

［1,497］

7
178
48
91
54
4
66
62
56
566
105
186
857
32
11
22
65
922 

［1,497］

0
0
0
3
0
0

△   3
18

△   3
15

△ 21
0

△   6
△   2
△   1
0

△   3
△  ９ 
［0］

（注）１　職員数は、一般職に属する職員数です。   
       ２　［　］内は条例定数の合計です。   

 区 分  
給 　 　 料
期末手当（令和3年度）
退 職 手 当
寒 冷 地 手 当

市　　　長
900,000円

給料×0.47×在職月数

副　市　長
710,000円

給料×0.28×在職月数
3.1月分

一般職に同じ

区　　分
報酬月額

議　　長
478,000円

副 議 長
422,000円

常任・議会運営委員長
410,000円

議　　員
402,000円

期末手当
（令和3年度） 3.1月分

年齢別職員構成の状況（令和４年４月１日現在）

20～23歳
49人

24～27歳
63人

28～31歳

90人

32～35歳

91人

36～39歳

89人40～43歳
114人

44～47歳
105人

48～51歳

124人

52～55歳
87人

56～59歳
82人

60歳以上
13人

20歳未満
15人

合　計
922人

令和4年度令和3年度

給与・定員管理など
人件費の状況［普通会計決算］

職員給与費の状況［普通会計決算］

ラスパイレス指数の状況

職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（令和４年４月１日現在） 

一般行政職の級別職員数などの状況 （令和４年４月１日現在） 

職員の手当の状況［普通会計職員］

職員の平均年齢、平均給料月額および
平均給与月額の状況（令和４年４月１日現在） 

職員の初任給の状況 

区　分

区　分

区　分

３年度

３年度

住民基本台帳
人口（R4.1.1）

歳　出　額
（A）（千円）

実質収支
（千円）

人　件　費
（B)（千円）

人件費率
（B/A)

（参考）
２年度の
人件費率

73,941人 54,351,417 8,022,317310,980 14.8% 14.0%
（注）人件費には、特別職に支給される給料などを含みます。

令
和
４
年
度
　
市
職
員
の
給
与
・
定
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管
理
・
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務
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件
な
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人
事
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し
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　関
係
法
令
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び
市
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例
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、
市

職
員
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与
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し
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す
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　市
職
員
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与
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員
管
理
な
ど
は
、
全

国
で
統
一
さ
れ
た
公
表
が
行
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れ
て
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、

市
の
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ー
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ペ
ー
ジ
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し
て
い
る
ほ
か
、

総
務
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
は
全
国
の
地

方
公
共
団
体
と
本
市
の
状
況
を
比
較
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

職員数
（A)
951

（うちフルタイム会計年度任用職員）
(88)

給料
3,302,118

(39,897)

計（B)
5,234,208

(71,072)

5,504

(808)

期末・勤勉手当
1,224,295

(4,521)

職員手当
707,795

(26,654)

給　　与　　費（千円） １人当たり
給与費（千円）
（B/A)

（注）１　職員手当には退職手当を含みません。   
　　 ２　職員数は令和３年４月１日現在の人数です。   
              ※フルタイム再任用職員数は、令和３年度の任用実績です。

【参考】パートタイム会計年度任用職員の任用状況
区分
３年度

年度
数値

３年
96.3

人数（A)
780人

報酬
530,805千円

期末手当
85,165千円

合計（B)
615,970千円

１人当たり（B/A)
790千円

（注）ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を１００と
　　 した場合の市職員の給与水準を示す指数です。

（令和４年４月１日現在） 

一般行政職
技能労務職
消　防　職

平均年齢
41.8 歳
55.3 歳
37.7 歳

平均給与月額
366,071円
327,226 円
354,735 円

平均給料月額
310,300 円
306,900 円
281,900 円

一般行政職
消　防　職区　分

181,928 円

149,610 円

大学卒

高校卒
（注）１　平均給料月額は、各職種ごとにおける職員の基本給の平均です。    
       ２　平均給与月額は、給料月額と毎月支払われる諸手当の額を合計したものの平均です。    

区　　分 

一般行政職

技能労務職

消　防　職

大学卒
短大卒
高校卒
大学卒
短大卒
高校卒
大学卒
短大卒
高校卒

253,700
216,200
214,800
－
－
－

254,000
245,300
214,400

経験年数10 年
362,600
305,600
280,600
－
－
－

331,400
－

289,400

経験年数 20 年
368,600
358,600
341,300
－

329,500
－
－

353,500
343,400

経験年数 25 年
396,700
330,200
362,300
335,300
－

335,300
－
－
－

経験年数 30 年

主事・技師
46人8.7％

主任・
主任技師
76人14.4％

班長・主査
160人30.2％

課長補佐・
班長・主席主査
103人19.5％

課長・
主席参事
・参事
67人12.7％

次長・主幹・
会計管理者・
課長

56人10.6％

部長・事務局長・
総合支所長・
政策監
21人4.0％

合計
529人

①期末手当・勤勉手当     　（令和３年度）
区　　分

②退職手当　　 　　    　　　　　（令和３年度） ③時間外勤務手当 （各年度決算）
区　分

支給割合 １人当たりの平均支給額職制上の段階、職務の級など
による加算措置 

期末手当
勤勉手当

2.35月分
1.85月分

役職加算 5～15％ 1,326 千円

自己都合
認定・定年

勤続 20 年
19.6695月分

24.586875月分
28.0395月分
33.27075月分

39.7575月分
47.709月分 47.709月分

定年前早期退職
特例措置

（2～45％加算）
11,323千円
19,466千円

勤続 25 年 年　度
２　年
３　年

支給実績
209,717千円
261,219千円

勤続 35 年 最高限度額 その他の
加算措置

その他の
加算措置

266千円
334千円

職員１人当たりの
平均支給年額

（注）令和3年度の任用実績です。
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勤務条件 など
職員の任免および職員数に関する状況

採　　  用
退　　  職

46人 (うち再任用19人)
58人 (うち再任用21人)

令和4年4月1日

令和3年度中定 年 退 職　　　　28人
そ　の　他　　　　30人

（注） 他団体からの派遣職員の着任や帰任は含みません。

①職員の採用、退職の状況 

③定員管理の数値目標
平成１７年４月１日～令和４年４月１日における定員管理の数値目標  

平成17年4月1日
職 員 数

令和4年4月１日
職 員 数 純減数 純減率

1,453人 数値目標　930人 523人 36.0％

職員の人事評価の状況 
　職員の人事評価について定めた地方公務員法の一部を改正す
る法律が平成２８年度から施行されており、本市においても同年度
から同法の規定に基づく人事評価制度を実施しています。  

由利本荘市人事評価制度の概要

対　　象

評 価 者

評価期間

評価項目

評価方法

一般職の全職員（休職などにより実績日数が
１／４未満の職員を除く）
直属の所属長（課長など）を１次評価者、その
上司（部長など）を２次評価者とする。
令和４年４月１日～令和５年３月３１日
①実績評価　評価期間内における担当職務の達
　　　　　　成度、質、量、課題などの面から
　　　　　　 の評価 
②能力評価　評価期間内における日常の職務遂
　　　　　　 行を通じて発揮された能力の評価
③態度評価　評価期間内における日常の職務に
　　　　　　 対する意欲および態度の評価 
①実績評価について、仕事の成果の達成基準に
　より５段階評価を行う。 
②能力および態度評価について、役職段階別に
　評価要素を定め５段階評価を行う。 
③総合評価について、各評価を点数化したもの
　で５段階評価を行う。 

職員の休業に関する状況（令和３年度）
①育児休業など

３年度の取得者数 ３年度に新たに取得可能となった職員
区
　 分
男性
女性
計

育 児
休 業

部 分
休 業

育児短時間
勤務

育児短時間
対象者数

育児短時間
取得者数

うち育児休業
取得者数

うち育児短時間
勤務取得者数

1(0)
8(5)
9(5)

0
0(1)
0(1)

0
0
0

19
8
27

1
6
7

0
0
0

0
0
0

「３年度の取得者数」は新たに取得した者で、（ ）内は２年度以前から引き続き取得している者の人数です。
②介護休暇など　取得なし　　　③自己啓発等休業　取得なし
④配偶者同行休業　取得なし

職員の退職管理の状況
職員の研修の状況（令和３年度）

　職員の退職管理について定め
た地方公務員法の一部を改正す
る法律が平成２８年度から施行さ
れており、本市においても「職員
の退職管理に関する条例」を制
定したほか、同年度から同法に基
づく退職管理を実施 しています。
　なお、課長職以上の職に就い
たことのある再就職者に対し、再
就職情報の届け出を退職後２年間
義務付けており、その届け出件
数は以下のとおりです。

令和３年度の再就職情報の
届け出件数　０件

研　修　名　　　　　 受講者数
新規採用職員研修 24人
課長研修 16人
課長補佐研修 20人
係長研修 9人
中堅研修 22人
３年目職員研修 22人
クレーム対応研修 12人
国際文化アカデミー研修 0人
能力開発研修等内部研修 487人
仕事の生産性向上研修 3人
債権回収実務研修 3人
メンタルヘルス研修 3人
専門職員研修 2人
自主研修 5人

②職員数の状況 （令和４年４月１日現在）

市長部局
総務部
企画振興部
市民生活部
健康福祉部
産業振興部
観光文化スポーツ部
建設部
総合支所（7地域）
会計課

議会事務局
選挙管理委員会事務局
監査委員事務局
農業委員会事務局
教育委員会
消防本部
企業局

合　　計

558
93
40
41
101
36
32
31
177
7
7
3
3
7

102
188
54
922

15
2
1
1
1
1
1
1
7
0
1
1
1
1
1
1
1
22

56
12
6
4
6
5
4
4
14
1
1
0
0
1
13
8
6
85

81
14
5
4
18
5
4
8
21
2
0
1
1
1
11
27
6

128

90
10
6
5
21
6
4
2
36
0
2
0
1
2
15
19
14
143

164
31
14
14
27
11
8
7
49
3
3
1
0
2
9
69
13
261

74
10
5
4
16
5
5
7
21
1
0
0
0
0
11
45
4

134

58
10
3
8
9
3
4
1
20
0
0
0
0
0
7
19
10
94

20
4
0
1
3
0
2
1
9
0
0
0
0
0
35
0
0
55

区　　　分 定 数
級　　　別　　　職　　　員　　　数

計 部長級 課長級 課長補佐級 班長級 主査級 主任級 主事級 その他

 （注）職員数は一般職に属する職員数であり、消防本部には、配属する一般行政職が含まれます。

職員の勤務時間
その他の勤務条件の状況

職員の分限および
懲戒処分の状況

（令和４年４月１日現在）
（令和３年度）

勤務時間

月曜日～金曜日
　　　（休日を除く）
午前８時３０分～
　　　午後５時１５分
（うち休憩時間６０分）

※このほか、療養休暇、組合休暇、
　病気休暇、特別休暇、介護休暇が  
　必要と認められる場合に与えら
　れます。  

処分の種類　　　  処分者数

分限処分

懲戒処分

降　格
休　職
免　職
降　任
免　職
停　職
減　給
戒　告

0人
8人
0人
0人
0人
0人
1人
12人

職員の服務の状況
年次有給休暇の取得状況（一般職員） 

総付与日数　　　（a）
総取得日数　　　（b）
全対象職員数　　（c）
平均取得日数（b）/（c）
消化率　　　（b）/（a）

18,069日
5,603日
474人
11.8日
31.0%

※全対象職員とは、令和３年１月１日から令和３
年12月31日までの全期間を市長部局に在職した
一般職の職員であり、中途に採用された者や退
職した者、育児休業者などは除いています。 

職員の福祉および
利益の保護の状況

（令和３年度）
①職員の福祉の状況
職員の健康管理のため、
毎年健康診断を実施して
います。

②公平委員会の
　業務の状況

要求なし

不利益処分に
関する不服申
し立ての状況
申し立てなし
勤務条件に関
する措置の要
求の状況

※短時間再任用職員、会計年度任用職員を含みます。

区　　分 受診者数
定期健康診断
健 康 相 談

お知らせします!

令和４年度上半期 市の予算執行状況 9月30日現在

484,367
353,176
131,191
12,687
6,211

137,667
0
0

137,667

932,014

794,347

953,935
886,892
67,043
296,608
108,089
255,562

0
373

255,189
0

255,189

442,569
1,342,498
△ 899,929
1,768,728
177,805
690,994

0
329

690,665

127,710
562,955

ガス・水道・下水道事業の執行状況

損益計算書（令和４年4月1日～9月30日）
（千円）

１．営業収益
２．営業費用
　　営業利益
３．営業外収益
４．営業外費用
　　経常利益
５．特別利益
６．特別損失
　　当期純利益
前年度繰越利益剰余金
前年度繰越欠損金
当期未処分利益剰余金
当期未処理欠損金

ガス事業 水道事業 下水道事業

貸借対照表（令和４年9月30日）
（千円）

固定資産
流動資産

固定負債
流動負債
繰延収益
負債合計
資 本 金
剰 余 金
資本合計

1,992,448
248,579
2,241,027
1,605,852
213,571
237,179
2,056,602
974,148

△ 789,723
184,425
2,241,027

29,840,740
2,258,786
32,099,526
15,050,164
698,278
5,199,770
20,948,212
9,146,541
2,004,773
11,151,314
32,099,526

56,109,731
1,871,036
57,980,767
25,198,251
1,534,952
25,816,257
52,549,460
4,557,035
874,272
5,431,307
57,980,767

資産の部

資　産　合　計

負債の部

資本の部

負債資本合計

ガス事業 水道事業 下水道事業

キャッシュ・フロー計算書（令和４年4月1日～9月30日） （千円）

１．業務活動によるキャッシュ・フロー
２．投資活動によるキャッシュ・フロー
３．財務活動によるキャッシュ・フロー
４．現金および預金の増減額
５．現金および預金の期首残高
６．現金および預金の期末残高

ガス事業 水道事業 下水道事業
128,267
△ 50,796
△ 87,662
△ 10,191
200,738
190,547

△   70,683
△ 258,060
△ 472,180
△ 800,923
2,714,819
1,913,896

1,242,506
16,148

△ 359,677
898,977
912,662
1,811,639

財政状態を表したものです。

特別会計の執行状況

会 計 別 予算現額
（千円）

歳　　　出歳　　　入 
収入済額（千円） 収入率（％） 支出済額（千円） 執行率（％）

国民健康保険
後期高齢者医療
診療所運営
休日応急診療所
情報センター
奨 学 資 金
介護サービス
ス キ ー 場
財 産 区

計

8,837,931
1,000,666
153,337
10,703
451,099
57,953
36,878
90,406
3,734

10,642,707

4,159,161
321,364
40,135
338

148,791
40,651
23,048
1,989
3,745

4,739,222

47.1
32.1
26.2
3.2
33.0
70.1
62.5
2.2

100.3
44.5

3,283,441
316,516
61,284
455

163,444
13,801
16,296
4,880
169

3,860,286

37.2
31.6
40.0
4.3
36.2
23.8
44.2
5.4
4.5
36.3

　市では年２回、皆さんからの貴重な税金や国・県
からのお金がどのような予算規模でどれくらい使わ
れているか、市の財政状況を公表しています。９月
30日現在の執行状況は、令和４年度一般会計予算
における歳入の収入率が40.5㌫で、歳出の執行率
が40.9㌫となっています。

問い合わせ　財政課　☎２４-６２２０

一般会計の執行状況

歳　入
収入率(%)項　　目 予算現額 収入済額
（千円）

地 方 交 付 税
国 庫 支 出 金
市 税
市 債
県 支 出 金
繰 入 金
地方消費税交付金
諸 収 入
地 方 譲 与 税
繰 越 金
使用料および手数料
寄 附 金
財 産 収 入
分担金および負担金
そ の 他
歳 入 合 計

17,563,727

8,146,556

8,043,200

6,225,702

3,931,715

3,625,377

1,700,000

961,530

619,000

543,904

425,130

423,958

198,178

155,903

220,700

52,784,580

12,279,722

1,514,371

4,571,777

0

392,008

0

1,029,287

286,456

219,200

543,905

202,939

72,711

75,525

52,891

136,127

21,376,919

69.9

18.6

56.8

0.0

10.0

0.0

60.5

29.8

35.4

100.0

47.7

17.2

38.1

33.9

61.7

40.5

歳　出 （千円）

執行率(%)項　　目 予算現額 支出済額
民 生 費
土 木 費
教 育 費
公 債 費
総 務 費
衛 生 費
農林水産業費
消 防 費
商 工 費
災害 復 旧 費
議 会 費
労 働 費
予 備 費

歳 出 合 計

13,988,486

8,087,399

6,939,506

6,712,858

5,523,139

3,925,893

3,063,600

1,947,893

1,536,842

643,176

251,600

133,465

30,723

52,784,580

5,497,126

4,009,844

2,554,324

3,316,019

1,861,775

1,275,339

1,208,832

848,479

676,046

103,876

130,207

83,892

0

21,565,759

39.3

49.6

36.8

49.4

33.7

32.5

39.5

43.6

44.0

16.2

51.8

62.9

0.0

40.9
※予算額には、歳入歳出ともに令和３年度からの繰越分41億2,756万9千円を含みます。

歳出執行額約216億円、執行率は40.9㌫

会計期間の事業の経営成績を示したものです。

687人
106人

Yurihonjo city public Relations. 202215

967

9
6
4
8

237
197
69

1,497
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勤務条件 など
職員の任免および職員数に関する状況

採　　  用
退　　  職

46人 (うち再任用19人)
58人 (うち再任用21人)

令和4年4月1日

令和3年度中定 年 退 職　　　　28人
そ　の　他　　　　30人

（注） 他団体からの派遣職員の着任や帰任は含みません。

①職員の採用、退職の状況 

③定員管理の数値目標
平成１７年４月１日～令和４年４月１日における定員管理の数値目標  

平成17年4月1日
職 員 数

令和4年4月１日
職 員 数 純減数 純減率

1,453人 数値目標　930人 523人 36.0％

職員の人事評価の状況 
　職員の人事評価について定めた地方公務員法の一部を改正す
る法律が平成２８年度から施行されており、本市においても同年度
から同法の規定に基づく人事評価制度を実施しています。  

由利本荘市人事評価制度の概要

対　　象

評 価 者

評価期間

評価項目

評価方法

一般職の全職員（休職などにより実績日数が
１／４未満の職員を除く）
直属の所属長（課長など）を１次評価者、その
上司（部長など）を２次評価者とする。
令和４年４月１日～令和５年３月３１日
①実績評価　評価期間内における担当職務の達
　　　　　　成度、質、量、課題などの面から
　　　　　　 の評価 
②能力評価　評価期間内における日常の職務遂
　　　　　　 行を通じて発揮された能力の評価
③態度評価　評価期間内における日常の職務に
　　　　　　 対する意欲および態度の評価 
①実績評価について、仕事の成果の達成基準に
　より５段階評価を行う。 
②能力および態度評価について、役職段階別に
　評価要素を定め５段階評価を行う。 
③総合評価について、各評価を点数化したもの
　で５段階評価を行う。 

職員の休業に関する状況（令和３年度）
①育児休業など

３年度の取得者数 ３年度に新たに取得可能となった職員
区
　 分
男性
女性
計

育 児
休 業

部 分
休 業

育児短時間
勤務

育児短時間
対象者数

育児短時間
取得者数

うち育児休業
取得者数

うち育児短時間
勤務取得者数

1(0)
8(5)
9(5)

0
0(1)
0(1)

0
0
0

19
8
27

1
6
7

0
0
0

0
0
0

「３年度の取得者数」は新たに取得した者で、（ ）内は２年度以前から引き続き取得している者の人数です。
②介護休暇など　取得なし　　　③自己啓発等休業　取得なし
④配偶者同行休業　取得なし

職員の退職管理の状況
職員の研修の状況（令和３年度）

　職員の退職管理について定め
た地方公務員法の一部を改正す
る法律が平成２８年度から施行さ
れており、本市においても「職員
の退職管理に関する条例」を制
定したほか、同年度から同法に基
づく退職管理を実施 しています。
　なお、課長職以上の職に就い
たことのある再就職者に対し、再
就職情報の届け出を退職後２年間
義務付けており、その届け出件
数は以下のとおりです。

令和３年度の再就職情報の
届け出件数　０件

研　修　名　　　　　 受講者数
新規採用職員研修 24人
課長研修 16人
課長補佐研修 20人
係長研修 9人
中堅研修 22人
３年目職員研修 22人
クレーム対応研修 12人
国際文化アカデミー研修 0人
能力開発研修等内部研修 487人
仕事の生産性向上研修 3人
債権回収実務研修 3人
メンタルヘルス研修 3人
専門職員研修 2人
自主研修 5人

②職員数の状況 （令和４年４月１日現在）

市長部局
総務部
企画振興部
市民生活部
健康福祉部
産業振興部
観光文化スポーツ部
建設部
総合支所（7地域）
会計課

議会事務局
選挙管理委員会事務局
監査委員事務局
農業委員会事務局
教育委員会
消防本部
企業局

合　　計

558
93
40
41
101
36
32
31
177
7
7
3
3
7

102
188
54
922

15
2
1
1
1
1
1
1
7
0
1
1
1
1
1
1
1
22

56
12
6
4
6
5
4
4
14
1
1
0
0
1
13
8
6
85

81
14
5
4
18
5
4
8
21
2
0
1
1
1
11
27
6

128

90
10
6
5
21
6
4
2
36
0
2
0
1
2
15
19
14
143

164
31
14
14
27
11
8
7
49
3
3
1
0
2
9
69
13
261

74
10
5
4
16
5
5
7
21
1
0
0
0
0
11
45
4

134

58
10
3
8
9
3
4
1
20
0
0
0
0
0
7
19
10
94

20
4
0
1
3
0
2
1
9
0
0
0
0
0
35
0
0
55

区　　　分 定 数
級　　　別　　　職　　　員　　　数

計 部長級 課長級 課長補佐級 班長級 主査級 主任級 主事級 その他

 （注）職員数は一般職に属する職員数であり、消防本部には、配属する一般行政職が含まれます。

職員の勤務時間
その他の勤務条件の状況

職員の分限および
懲戒処分の状況

（令和４年４月１日現在）
（令和３年度）

勤務時間

月曜日～金曜日
　　　（休日を除く）
午前８時３０分～
　　　午後５時１５分
（うち休憩時間６０分）

※このほか、療養休暇、組合休暇、
　病気休暇、特別休暇、介護休暇が  
　必要と認められる場合に与えら
　れます。  

処分の種類　　　  処分者数

分限処分

懲戒処分

降　格
休　職
免　職
降　任
免　職
停　職
減　給
戒　告

0人
8人
0人
0人
0人
0人
1人
12人

職員の服務の状況
年次有給休暇の取得状況（一般職員） 

総付与日数　　　（a）
総取得日数　　　（b）
全対象職員数　　（c）
平均取得日数（b）/（c）
消化率　　　（b）/（a）

18,069日
5,603日
474人
11.8日
31.0%

※全対象職員とは、令和３年１月１日から令和３
年12月31日までの全期間を市長部局に在職した
一般職の職員であり、中途に採用された者や退
職した者、育児休業者などは除いています。 

職員の福祉および
利益の保護の状況

（令和３年度）
①職員の福祉の状況
職員の健康管理のため、
毎年健康診断を実施して
います。

②公平委員会の
　業務の状況

要求なし

不利益処分に
関する不服申
し立ての状況
申し立てなし
勤務条件に関
する措置の要
求の状況

※短時間再任用職員、会計年度任用職員を含みます。

区　　分 受診者数
定期健康診断
健 康 相 談

お知らせします!

令和４年度上半期 市の予算執行状況 9月30日現在

484,367
353,176
131,191
12,687
6,211

137,667
0
0

137,667

932,014

794,347

953,935
886,892
67,043
296,608
108,089
255,562

0
373

255,189
0

255,189

442,569
1,342,498
△ 899,929
1,768,728
177,805
690,994

0
329

690,665

127,710
562,955

ガス・水道・下水道事業の執行状況

損益計算書（令和４年4月1日～9月30日）
（千円）

１．営業収益
２．営業費用
　　営業利益
３．営業外収益
４．営業外費用
　　経常利益
５．特別利益
６．特別損失
　　当期純利益
前年度繰越利益剰余金
前年度繰越欠損金
当期未処分利益剰余金
当期未処理欠損金

ガス事業 水道事業 下水道事業

貸借対照表（令和４年9月30日）
（千円）

固定資産
流動資産

固定負債
流動負債
繰延収益
負債合計
資 本 金
剰 余 金
資本合計

1,992,448
248,579
2,241,027
1,605,852
213,571
237,179
2,056,602
974,148

△ 789,723
184,425
2,241,027

29,840,740
2,258,786
32,099,526
15,050,164
698,278
5,199,770
20,948,212
9,146,541
2,004,773
11,151,314
32,099,526

56,109,731
1,871,036
57,980,767
25,198,251
1,534,952
25,816,257
52,549,460
4,557,035
874,272
5,431,307
57,980,767

資産の部

資　産　合　計

負債の部

資本の部

負債資本合計

ガス事業 水道事業 下水道事業

キャッシュ・フロー計算書（令和４年4月1日～9月30日） （千円）

１．業務活動によるキャッシュ・フロー
２．投資活動によるキャッシュ・フロー
３．財務活動によるキャッシュ・フロー
４．現金および預金の増減額
５．現金および預金の期首残高
６．現金および預金の期末残高

ガス事業 水道事業 下水道事業
128,267
△ 50,796
△ 87,662
△ 10,191
200,738
190,547

△   70,683
△ 258,060
△ 472,180
△ 800,923
2,714,819
1,913,896

1,242,506
16,148

△ 359,677
898,977
912,662
1,811,639

財政状態を表したものです。

特別会計の執行状況

会 計 別 予算現額
（千円）

歳　　　出歳　　　入 
収入済額（千円） 収入率（％） 支出済額（千円） 執行率（％）

国民健康保険
後期高齢者医療
診療所運営
休日応急診療所
情報センター
奨 学 資 金
介護サービス
ス キ ー 場
財 産 区

計

8,837,931
1,000,666
153,337
10,703
451,099
57,953
36,878
90,406
3,734

10,642,707

4,159,161
321,364
40,135
338

148,791
40,651
23,048
1,989
3,745

4,739,222

47.1
32.1
26.2
3.2
33.0
70.1
62.5
2.2

100.3
44.5

3,283,441
316,516
61,284
455

163,444
13,801
16,296
4,880
169

3,860,286

37.2
31.6
40.0
4.3
36.2
23.8
44.2
5.4
4.5
36.3

　市では年２回、皆さんからの貴重な税金や国・県
からのお金がどのような予算規模でどれくらい使わ
れているか、市の財政状況を公表しています。９月
30日現在の執行状況は、令和４年度一般会計予算
における歳入の収入率が40.5㌫で、歳出の執行率
が40.9㌫となっています。

問い合わせ　財政課　☎２４-６２２０

一般会計の執行状況

歳　入
収入率(%)項　　目 予算現額 収入済額
（千円）

地 方 交 付 税
国 庫 支 出 金
市 税
市 債
県 支 出 金
繰 入 金
地方消費税交付金
諸 収 入
地 方 譲 与 税
繰 越 金
使用料および手数料
寄 附 金
財 産 収 入
分担金および負担金
そ の 他
歳 入 合 計

17,563,727

8,146,556

8,043,200

6,225,702

3,931,715

3,625,377

1,700,000

961,530

619,000

543,904

425,130

423,958

198,178

155,903

220,700

52,784,580

12,279,722

1,514,371

4,571,777

0

392,008

0

1,029,287

286,456

219,200

543,905

202,939

72,711

75,525

52,891

136,127

21,376,919

69.9

18.6

56.8

0.0

10.0

0.0

60.5

29.8

35.4

100.0

47.7

17.2

38.1

33.9

61.7

40.5

歳　出 （千円）

執行率(%)項　　目 予算現額 支出済額
民 生 費
土 木 費
教 育 費
公 債 費
総 務 費
衛 生 費
農林水産業費
消 防 費
商 工 費
災害 復 旧 費
議 会 費
労 働 費
予 備 費

歳 出 合 計

13,988,486

8,087,399

6,939,506

6,712,858

5,523,139

3,925,893

3,063,600

1,947,893

1,536,842

643,176

251,600

133,465

30,723

52,784,580

5,497,126

4,009,844

2,554,324

3,316,019

1,861,775

1,275,339

1,208,832

848,479

676,046

103,876

130,207

83,892

0

21,565,759

39.3

49.6

36.8

49.4

33.7

32.5

39.5

43.6

44.0

16.2

51.8

62.9

0.0

40.9
※予算額には、歳入歳出ともに令和３年度からの繰越分41億2,756万9千円を含みます。

歳出執行額約216億円、執行率は40.9㌫

会計期間の事業の経営成績を示したものです。

687人
106人
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申  問　中央図書館　☎２２－４９００
〇12月の各館行事カレンダー

【本荘】東光館（赤田）、由利組合総合病院　※12月２日㈮入れ替え    
【大内】下川大内出張所、上川大内出張所　　※12月９日㈮入れ替え    
【鳥海】笹子出張所　【東由利】佐藤病院老方診療所　※中旬頃入れ替え    
※移動文庫は、月に１回入れ替えして常設しています。    

年末は「図書貸出冊数・貸出期間」を変更します。
12日㈪から市内各館・室の年内最終開館日まで、図書の貸出冊数・期間
を次のとおり変更します。
貸出冊数 10冊→15冊（図書のみ）　貸出期間 15日→22日（図書、ＡＶ資料）

出演：つくしんぼ

出演：すずめの巣

出演：おはなしたんぽぽの会

出演：お話グループにじ

出演：国境なき話し手

出演：民話サークル

児童生徒の作品＆パネルの展示

絵本の読み聞かせ、ほか

絵本の読み聞かせ、ほか

絵本の読み聞かせ、ほか

大人向けの絵本の読み聞かせ、ほか

老若男女問わず、地域で募集したぬり絵を展示

外国語の絵本の読み聞かせ、ほか

由利の民話シリーズ紙芝居上演、ほか

県立ゆり支援学校道川分教室ミニ学校展

おはなしでてこい

おはなしのへや

おはなし劇場

大人のための絵本タイム

クリスマスぬり絵展示

ヨミキカセ・ワールドワイド

民話紙芝居

岩城

由利

出羽

中央

中央

岩城

中央

由利

4日㈰

10日㈯

15日㈭

１７日㈯

24日㈯

１３日㈫
～２０日㈫

開館時間中（初日は午後から、最
終日は午前まで）※休館日は除く

10時半～11時半

14時半～15時

10時半～11時

18時半～19時10分

9時～17時

10時半～11時半

10時半～11時半

（中央）＝中央図書館、（岩城）＝岩城図書館、（由利）＝由利図書館、（出羽）＝出羽伝承館

○今月の移動文庫
中央図書館
岩城図書館
由利図書館
出羽伝承館

13日㈫、27日㈫～31日㈯
５日㈪、12日㈪、19日㈪、26日㈪、28日㈬～31日㈯
28日㈬～31日㈯
５日㈪、12日㈪、19日㈪、26日㈪、29日㈭～31日㈯

※状況により変更になる場合があります。〇休館日

おとなの社会科５時間目
「高齢者の生活設計と終活」

冬の親子読書教室
『ポップアップカード“クリスマス
バージョン”をつくってみよう!!』

日時　12月16日㈮ 14時～15時半
会場　カダーレ3階自然科学学習室２
講師　金融広報アドバイザー　齋藤廣勝さん
定員　16人（要申し込み） 参加料　無料
申し込み　12月５日㈪９時から、中央図書館

親子でクリスマスのポップアップ（とびだす）カー
ド作りをします。参加無料。
日時　12月17日㈯ 10時～11時半
会場　カダーレ３階自然科学学習室２
講師　ゆりかごの会の皆さん
定員　親子先着８組（要申し込み）　
申し込み　12月５日㈪９時から、中央図書館

クリスマスおはなし会
絵本の読み聞かせなどを行います。参加無料。
日時 12月17日㈯　10時半～11時
会場　岩城図書館視聴覚室
出演　星のひとみの皆さん
定員 25人（要申し込み、付き添い含む）
申し込み　岩城図書館　☎７３－３６７３

水道管の凍結に注意！

　冷え込む冬の水道管
凍結防止のため、次の
点にご注意ください。
最低気温が氷点下４度
以下になるときは特に
注意が必要です。

〇就寝前や家を留守にするときは水抜き（凍
　り止め）をしましょう。水抜きが不十分
　だと凍結するおそれがあります。

〇屋外に露出している水道管や北向きの日
　陰、風あたりが強い場所にある水道管に
　は、保温材や古い毛布などを巻き付けて
　直接外気に触れないようにしましょう。

凍ってしまったら
　凍結したところにタオルなどを巻き付け
て、その上からぬるま湯をゆっくりとかけ
てください。熱湯をかけると水道管が破裂
するおそれがあります。

水道管が破裂したら
メーターボックス内の止水栓を閉め、市指

定の水道工事店に修理を依頼してください。

水道を長期間使わない場合
　長期不在などで水道を使わない場合は、
凍結や破損などの防止のため、完全に水抜
きをして閉栓の手続きをお願いします。

問い合わせ　水道課　☎２２－２３２６　
　　　　　　または各上下水道事務所

※催し物の時間など詳しくは各施設にご確認ください。

12月５施設の催事案内㋕カダーレ  ☎22－2500　㋐アクアパル  ☎22－5611
◯総合体育館  ☎62－0500　㋛シーガル  ☎33－2315
㋤ナイスアリーナ  ☎22－0001
総

㋐　休館日

全館休館（～3日）

【1月の休館日】　
カダーレ：10日㈫、24日㈫
アクアパル：10日㈫、16日㈪、23日㈪、30日㈪
総合体育館：10日㈫、23日㈪
ナイスアリーナ：16日㈪

1 木

2 金

3 土

4 日

5 月
6 火
7 水
8 木

9 金

10 土
11 日
12 月
13 火
14 水
15 木
16 金

17 土

18 日

19 月
20 火
21 水
22 木

23 金

24 土
25 日
26 月
27 火

28 水

29 木
30 金
31 土

㋕　休館日　

㋕　㋐　㋛　休館日　

㋕　休館日　

㋕　㋐　㋛　休館日　　

第8回Dream Teteパッチワークキルト作品展（～3日）
　　　　　　　　　　  10時～17時（3日は16時まで）　㋕

秋田県立本荘高等学校吹奏楽部ウインターコンサート
　　　　　　　　  14時～（13時半開場）　入場料あり　㋕
ごほう美マルシェVol.2　10時～14時　㋕
第33回由利本荘市合唱祭　13時半～（13時開場）　入場料あり　㋕
はっぴぃさぁくるフリーマーケット　9時半～13時半　㋕
クリスマスコンサート　19時～（18時半開場）　㋕

ジムバトラーグループクリスマスジャズナイト Jazz&Blues
　　　　　　　　  19時～（18時半開場）　入場料あり　㋕
クリスマス献血　9時半～11時半／13時～16時　㋕

おとなの社会科　14時～15時半　㋕
冬の親子読書教室　10時～11時半　㋕
本荘由利図工・美術の学び展（～19日）
　　　　　　　　　  　9時～18時（19日は15時まで）　㋕
ヤマハミュージック音楽教室発表会2022
　　　　　　　   　10時半～／13時～／15時15分～　㋕
地域おこし協力隊(アベイバ)主催イベント
「しめ結と、和ごころ時間」　13時～16時　参加料あり　㋕

第31回高橋宏幸賞感想文・感想画コンクール優秀作品展・
　高橋宏幸氏原画展（～26日）　9時～17時
　　　　　　　   （23日は13時から、26日は正午まで） ㋕
わらび座ミュージカル「由利高民謡部！青春（アオハル）するべ！」
　①14時半～（13時半開場）、②18時半～（17時半開場）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　入場料あり　㋕

㋐　㋤　休館日　

日本の文化体験「生け花を楽しもう！」　9時～13時　㋕

Yummi with charmgirls ワンマンライブ2022
　　　　　　　  　19時～（18時半開場）　入場料あり　㋕

総㋐　◯　休館日　

総㋐　◯　休館日　
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段
階
で
具
体
的

な
事
件
の
裁
判
員
に
選
ば
れ
た
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
事
件
ご
と
に
順

次
裁
判
員
候
補
者
を
選
定
し
て
い
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。
実
際
の
手
続
き

が
必
要
に
な
っ
た
場
合
に
は
別
途
郵

送
で
通
知
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
「
裁
判
員
制
度
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　
秋
田
地
方
裁
判
所
事
務
局
総
務
課

　
☎
０
１
８‐

８
０
３‐

０
１
８
１

立ち入り
禁止区域

※図書館・図書室にご来館の際は必ずマスクを着用いただき、
　入り口で手指の消毒をお願いします。

㋕　㋐　◯　㋛　㋤　休館日　総
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申  問　中央図書館　☎２２－４９００
〇12月の各館行事カレンダー

【本荘】東光館（赤田）、由利組合総合病院　※12月２日㈮入れ替え    
【大内】下川大内出張所、上川大内出張所　　※12月９日㈮入れ替え    
【鳥海】笹子出張所　【東由利】佐藤病院老方診療所　※中旬頃入れ替え    
※移動文庫は、月に１回入れ替えして常設しています。    

年末は「図書貸出冊数・貸出期間」を変更します。
12日㈪から市内各館・室の年内最終開館日まで、図書の貸出冊数・期間
を次のとおり変更します。
貸出冊数 10冊→15冊（図書のみ）　貸出期間 15日→22日（図書、ＡＶ資料）

出演：つくしんぼ

出演：すずめの巣

出演：おはなしたんぽぽの会

出演：お話グループにじ

出演：国境なき話し手

出演：民話サークル

児童生徒の作品＆パネルの展示

絵本の読み聞かせ、ほか

絵本の読み聞かせ、ほか

絵本の読み聞かせ、ほか

大人向けの絵本の読み聞かせ、ほか

老若男女問わず、地域で募集したぬり絵を展示

外国語の絵本の読み聞かせ、ほか

由利の民話シリーズ紙芝居上演、ほか

県立ゆり支援学校道川分教室ミニ学校展

おはなしでてこい

おはなしのへや

おはなし劇場

大人のための絵本タイム

クリスマスぬり絵展示

ヨミキカセ・ワールドワイド

民話紙芝居

岩城

由利

出羽

中央

中央

岩城

中央

由利

4日㈰

10日㈯

15日㈭

１７日㈯

24日㈯

１３日㈫
～２０日㈫

開館時間中（初日は午後から、最
終日は午前まで）※休館日は除く

10時半～11時半

14時半～15時

10時半～11時

18時半～19時10分

9時～17時

10時半～11時半

10時半～11時半

（中央）＝中央図書館、（岩城）＝岩城図書館、（由利）＝由利図書館、（出羽）＝出羽伝承館

○今月の移動文庫
中央図書館
岩城図書館
由利図書館
出羽伝承館

13日㈫、27日㈫～31日㈯
５日㈪、12日㈪、19日㈪、26日㈪、28日㈬～31日㈯
28日㈬～31日㈯
５日㈪、12日㈪、19日㈪、26日㈪、29日㈭～31日㈯

※状況により変更になる場合があります。〇休館日

おとなの社会科５時間目
「高齢者の生活設計と終活」

冬の親子読書教室
『ポップアップカード“クリスマス
バージョン”をつくってみよう!!』

日時　12月16日㈮ 14時～15時半
会場　カダーレ3階自然科学学習室２
講師　金融広報アドバイザー　齋藤廣勝さん
定員　16人（要申し込み） 参加料　無料
申し込み　12月５日㈪９時から、中央図書館

親子でクリスマスのポップアップ（とびだす）カー
ド作りをします。参加無料。
日時　12月17日㈯ 10時～11時半
会場　カダーレ３階自然科学学習室２
講師　ゆりかごの会の皆さん
定員　親子先着８組（要申し込み）　
申し込み　12月５日㈪９時から、中央図書館

クリスマスおはなし会
絵本の読み聞かせなどを行います。参加無料。
日時 12月17日㈯　10時半～11時
会場　岩城図書館視聴覚室
出演　星のひとみの皆さん
定員 25人（要申し込み、付き添い含む）
申し込み　岩城図書館　☎７３－３６７３

水道管の凍結に注意！

　冷え込む冬の水道管
凍結防止のため、次の
点にご注意ください。
最低気温が氷点下４度
以下になるときは特に
注意が必要です。

〇就寝前や家を留守にするときは水抜き（凍
　り止め）をしましょう。水抜きが不十分
　だと凍結するおそれがあります。

〇屋外に露出している水道管や北向きの日
　陰、風あたりが強い場所にある水道管に
　は、保温材や古い毛布などを巻き付けて
　直接外気に触れないようにしましょう。

凍ってしまったら
　凍結したところにタオルなどを巻き付け
て、その上からぬるま湯をゆっくりとかけ
てください。熱湯をかけると水道管が破裂
するおそれがあります。

水道管が破裂したら
メーターボックス内の止水栓を閉め、市指

定の水道工事店に修理を依頼してください。

水道を長期間使わない場合
　長期不在などで水道を使わない場合は、
凍結や破損などの防止のため、完全に水抜
きをして閉栓の手続きをお願いします。

問い合わせ　水道課　☎２２－２３２６　
　　　　　　または各上下水道事務所

※催し物の時間など詳しくは各施設にご確認ください。

12月５施設の催事案内㋕カダーレ  ☎22－2500　㋐アクアパル  ☎22－5611
◯総合体育館  ☎62－0500　㋛シーガル  ☎33－2315
㋤ナイスアリーナ  ☎22－0001
総

㋐　休館日

全館休館（～3日）

【1月の休館日】　
カダーレ：10日㈫、24日㈫
アクアパル：10日㈫、16日㈪、23日㈪、30日㈪
総合体育館：10日㈫、23日㈪
ナイスアリーナ：16日㈪

1 木

2 金

3 土

4 日

5 月
6 火
7 水
8 木

9 金

10 土
11 日
12 月
13 火
14 水
15 木
16 金

17 土

18 日

19 月
20 火
21 水
22 木

23 金

24 土
25 日
26 月
27 火

28 水

29 木
30 金
31 土

㋕　休館日　

㋕　㋐　㋛　休館日　

㋕　休館日　

㋕　㋐　㋛　休館日　　

第8回Dream Teteパッチワークキルト作品展（～3日）
　　　　　　　　　　  10時～17時（3日は16時まで）　㋕

秋田県立本荘高等学校吹奏楽部ウインターコンサート
　　　　　　　　  14時～（13時半開場）　入場料あり　㋕
ごほう美マルシェVol.2　10時～14時　㋕
第33回由利本荘市合唱祭　13時半～（13時開場）　入場料あり　㋕
はっぴぃさぁくるフリーマーケット　9時半～13時半　㋕
クリスマスコンサート　19時～（18時半開場）　㋕

ジムバトラーグループクリスマスジャズナイト Jazz&Blues
　　　　　　　　  19時～（18時半開場）　入場料あり　㋕
クリスマス献血　9時半～11時半／13時～16時　㋕

おとなの社会科　14時～15時半　㋕
冬の親子読書教室　10時～11時半　㋕
本荘由利図工・美術の学び展（～19日）
　　　　　　　　　  　9時～18時（19日は15時まで）　㋕
ヤマハミュージック音楽教室発表会2022
　　　　　　　   　10時半～／13時～／15時15分～　㋕
地域おこし協力隊(アベイバ)主催イベント
「しめ結と、和ごころ時間」　13時～16時　参加料あり　㋕

第31回高橋宏幸賞感想文・感想画コンクール優秀作品展・
　高橋宏幸氏原画展（～26日）　9時～17時
　　　　　　　   （23日は13時から、26日は正午まで） ㋕
わらび座ミュージカル「由利高民謡部！青春（アオハル）するべ！」
　①14時半～（13時半開場）、②18時半～（17時半開場）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　入場料あり　㋕

㋐　㋤　休館日　

日本の文化体験「生け花を楽しもう！」　9時～13時　㋕

Yummi with charmgirls ワンマンライブ2022
　　　　　　　  　19時～（18時半開場）　入場料あり　㋕

総㋐　◯　休館日　

総㋐　◯　休館日　

行
事
予
定

月
の
月月
1

そ
の
他

寝
具
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洗
濯
サ
ー
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を

実
施
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ま
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｟
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｠

　
自
力
で
寝
具
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方
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団
・
毛
布
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枕
な
ど
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洗
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サ
ー
ビ
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実
施
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ま
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。
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象
　
寝
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り
、
認
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症
、
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自
由
な
方
｟
重
度
｠
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が
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る
65
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の
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、

　
市
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が
非
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の
世
帯

実
施
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９
月(

実
施
済
み)

、
１
月

申
し
込
み

12
月
16
日
㈮
ま
で
、
長

　
寿
生
き
が
い
課
　
☎
24‐

６
３
２

　
２
　
ま
た
は
各
総
合
支
所
市
民
サ

　
ー
ビ
ス
課

「
市
道
停
車
場
東
口
線
」

整
備
方
針
が
決
定
し
ま
し
た

　

Ｊ
Ｒ
羽
後
本
荘
駅
東
口
と
国
道
１

０
５
号
東
バ
イ
パ
ス
を
結
ぶ
「
市
道

停
車
場
東
口
線
」
整
備
方
針
に
つ
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住
民
説
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を
開
催
し
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。
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ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
都
市
計
画
課

　
　
　
　
　
　
☎
24‐

６
３
３
２
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落
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。
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。
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入
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。
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。

　
一
人
ひ
と
り
が
も
っ
た
い
な
い
と

い
う
気
持
ち
で
、
普
段
か
ら
意
識
し

て
行
動
し
ま
し
ょ
う
。
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３
６
３
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０
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０
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補
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す
｟
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点
｠。

　
こ
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知
は
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年
２
月
頃
か
ら

の
約
１
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間
に
裁
判
員
に
選
ば
れ
る

可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
事
前
に
伝
え
、

あ
ら
か
じ
め
心
づ
も
り
を
す
る
た
め

の
も
の
で
す
。
こ
の
段
階
で
具
体
的

な
事
件
の
裁
判
員
に
選
ば
れ
た
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
事
件
ご
と
に
順

次
裁
判
員
候
補
者
を
選
定
し
て
い
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。
実
際
の
手
続
き

が
必
要
に
な
っ
た
場
合
に
は
別
途
郵

送
で
通
知
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
「
裁
判
員
制
度
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　
秋
田
地
方
裁
判
所
事
務
局
総
務
課

　
☎
０
１
８‐

８
０
３‐

０
１
８
１

立ち入り
禁止区域

※図書館・図書室にご来館の際は必ずマスクを着用いただき、
　入り口で手指の消毒をお願いします。

㋕　㋐　◯　㋛　㋤　休館日　総
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備　　　考
４カ月児健診

10カ月児健診

１歳６カ月児健診

３歳児健診

２歳児歯科健診

５歳児健康相談

20日㈫

21日㈬

２日㈮

５日㈪

12日㈪

９日㈮

22日㈭

○１日～15日生まれ
　⇒12:30～12:50
○16日～31日生まれ
　⇒13:00～13:20

○１日～15日生まれ
　⇒13:00～13:15
○16日～31日生まれ
　⇒13:25～13:40

令和４年８月生まれ

令和４年２月生まれ

令和３年５月生まれ

令和元年６月生まれ

令和２年９月生まれ

平成29年11月生まれ

平成29年12月生まれ

本荘保健センター

本荘保健センターと
鶴舞会館

ご家庭で聴力・視力検査を行ってきてください

母子健康手帳、筆記用具、水筒
（水かお茶）を持参してください

事　　業　　名 実施日 受 付 時 間 対　象　者 実 施 場 所

12:45～13:00

〇会場内では付き添いの保護者は 1人でお願いします
〇密を避けるため乳幼児健診では生まれ日で受付時間　
　を区分しています（上記参照）

○マスクを常時着用してください 
○感染症拡大の影響により健診日程を変更した場合は、対象の　
　方にご連絡します

心
身
と
も
に
、
す
こ
や
か
に

健
康

だ

よ

り

◇
問
い
合
わ
せ
先

　健
康
づ
く
り
課
｟
本
荘
保
健
セ
ン
タ
ー
内

　☎
22
ー
１
８
３
４
｠

　ま
た
は
各
総
合
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課

手軽な運動で健康増進

のばそう健康寿命！　各地域の事業をご紹介

　市民の健康寿命の延伸に向け、各地域でもさまざまな健康づくり

事業を実施しています。お住まいの地域以外の事業にも、お気軽に

ご参加ください。

【岩城】健康づくり教室
　　－関節をなめらかに、元気に動ける体をつくろう－（全２回）

日時　①12月21日㈬　②１月11日㈬

　　　 13時半～15時（受け付け13時～）

会場　岩城保健センター

講師　コンディショニングトレーナー　関村幸子さん

持ち物　動きやすい服装、室内用シューズ、タオル、飲み物

定員　10人

申し込み　12月16日㈮まで、岩城保健センター(ウェーブ岩城）

　　　　　☎７３－３６１２

▶▶催し・お知らせ

■助産師相談日のお知らせ

　助産師へ妊娠・出産や育児につ

いて相談できます、子どもの体重

の計測なども可能です。要予約。

日時　12月７日㈬、14日㈬、21日

　㈬、26日㈪　９時〜15時

会場　本荘保健センター

対象　妊産婦、乳幼児とその家族

定員　１日３組

持ち物　母子健康手帳、バスタオ

　ル１枚

申し込み 子育て世代包括支援セ

　ンター「ふぁみりあ」(健康づく

　り課内)　※当日の電話相談も可

　☎０８０－２８４５－６７２０

■産後のママと赤ちゃん向け教室

　赤ちゃんの発達を促すふれあい

方や遊び方などを学びます。

日時　12月16日㈮　①10時～11時

　半　②13時半～15時

会場　本荘保健センター

対象　①１カ月健診以降生後４カ

　月頃まで　②４カ月健診以降生

　後６カ月頃まで

定員　各５組

持ち物　母子健康手帳、バスタオ

　ル２枚

申し込み　12月９日㈮まで、子育

　て世代包括支援センター「ふぁ

　みりあ」（健康づくり課内）

　☎０８０－２８４５－６７２０

■アリーナ体操教室

　ミズノグループ（健康運動指導

士）による高齢者プログラムを実

施します。参加無料。

日時　１月31日㈫～３月７日㈫　

　10時～11時半（全６回）

会場　ナイスアリーナ

対象　市内在住で65歳以上の方

講師　健康運動指導士　保科康信  

　さん

定員　約20人 

持ち物　動きやすい服装、室内用

　シューズ、タオル、飲み物

申し込み　12月５日㈪から16日㈮

　まで地域包括支援センター

　☎２４－６３４５

　いつまでもおいしく食事をとるためには、
毎日の歯のお手入れが重要です。11月１日
号より３回シリーズで「お口の健康情報」を
発信しています。

日時　12月15日㈭、10時15分～11時、11時

　15分～正午、13時半～14時15分　※１人

　45分予約制、１日３人まで

会場　本荘保健センター

申し込み　12月13日㈫まで、健康づくり課

　ご家族や仕事のことなど、日常生活での

困り事を臨床心理士へ気軽に相談できます。
　心の健康の大切さを理解し、悩みや不安を
周りに相談してみませんか？

12月１日は「いのちの日」12月１日は「いのちの日」

◀  県ホームページ

「ふきのとう

ホットライン」

◀  厚生労働省ホーム

　ページ「まもろう 

　よ こころ」

臨床心理士と話せる「こころの相談日」

　　自宅で受ける歯科治療

　訪問歯科診療とは、患者さんのご自
宅や入居している施設に直接伺って歯
科治療を行うことです。あまり知られ
ていないかもしれませんが、医科での
往診のようなものです。
　しかし、誰でも対象になるものでは
なく、ご自身で歯科医院に通院できな
い方が対象になります。
　具体的には、病気で寝たきりの状態
や車椅子生活をしている方、もしくは
外を歩くことがほとんどできない、支
えてもらわないと歩けない方、認知症
の方などです。障害のある方も対象に
なる場合がありますが、障害の程度に
よりますので確認が必要です。目安と
しては介護認定を受けていれば対象に
なることがあります。

　　訪問時にできること

　訪問歯科診療では、主に義歯の調整
や作製、歯の除石や清掃、虫歯や歯周
病の治療、抜歯などを行います。歯科
医院内での施術とは違い、全ての器材
を持ち歩けないため、計画を立て、必
要な道具を持ち運んでの治療です。
　また、大掛かりな治療や、回数がか
かる治療もあまり行いません。これは
患者さんの体力やストレスを考慮しな

ければならないためです。できるだけ
簡単に処置が可能な方法を提案して、
ご本人や家族、施設の職員の方々と相
談しながら治療していきます。
　時々、患者さんのご家族から義歯を
作ってほしいと依頼があり、伺ってみ
ると患者さんご本人は必要ないと思っ
ている場合があります。このような場
合は義歯を作製しても使用していただ
けないことが多いです。
　義歯はどうしても異物感があるの
で、付けない状態に慣れていると義歯
を入れているだけで嫌になってしまう
ようです。そのため、事前に本人と周
囲がよく相談し合うことが大切です。

　　要望に合わせた治療

　このように訪問歯科診療は、歯科医
院での治療と少し違うところもありま
すが、患者さんの要望を考慮しながら
治療を進めていくことになります。
　ご家族に対象になる方がおられまし
たら諦めずに訪問診療を考えてみては
いかがでしょうか？　まずはかかりつ
けの歯科医師、担当のケアマネージャー
さんに相談してみてください。
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要介護と認定された人数の推移要介護と認定された人数の推移

○母子健康手帳・アンケート票・バスタオルを忘れずにお持ちください

○７カ月児健診は個別受診となります

○当日受診できない場合や不明な点がある場合は、当該地域の保健センターまたは市民サービス課へご相談ください

第３回

12月 乳幼児健診
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備　　　考
４カ月児健診

10カ月児健診

１歳６カ月児健診

３歳児健診

２歳児歯科健診

５歳児健康相談

20日㈫

21日㈬

２日㈮

５日㈪

12日㈪

９日㈮

22日㈭

○１日～15日生まれ
　⇒12:30～12:50
○16日～31日生まれ
　⇒13:00～13:20

○１日～15日生まれ
　⇒13:00～13:15
○16日～31日生まれ
　⇒13:25～13:40

令和４年８月生まれ

令和４年２月生まれ

令和３年５月生まれ

令和元年６月生まれ

令和２年９月生まれ

平成29年11月生まれ

平成29年12月生まれ

本荘保健センター

本荘保健センターと
鶴舞会館

ご家庭で聴力・視力検査を行ってきてください

母子健康手帳、筆記用具、水筒
（水かお茶）を持参してください

事　　業　　名 実施日 受 付 時 間 対　象　者 実 施 場 所

12:45～13:00

〇会場内では付き添いの保護者は 1人でお願いします
〇密を避けるため乳幼児健診では生まれ日で受付時間　
　を区分しています（上記参照）

○マスクを常時着用してください 
○感染症拡大の影響により健診日程を変更した場合は、対象の　
　方にご連絡します
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手軽な運動で健康増進

のばそう健康寿命！　各地域の事業をご紹介

　市民の健康寿命の延伸に向け、各地域でもさまざまな健康づくり

事業を実施しています。お住まいの地域以外の事業にも、お気軽に

ご参加ください。

【岩城】健康づくり教室
　　－関節をなめらかに、元気に動ける体をつくろう－（全２回）

日時　①12月21日㈬　②１月11日㈬

　　　 13時半～15時（受け付け13時～）

会場　岩城保健センター

講師　コンディショニングトレーナー　関村幸子さん

持ち物　動きやすい服装、室内用シューズ、タオル、飲み物

定員　10人

申し込み　12月16日㈮まで、岩城保健センター(ウェーブ岩城）

　　　　　☎７３－３６１２

▶▶催し・お知らせ

■助産師相談日のお知らせ

　助産師へ妊娠・出産や育児につ

いて相談できます、子どもの体重

の計測なども可能です。要予約。

日時　12月７日㈬、14日㈬、21日

　㈬、26日㈪　９時〜15時

会場　本荘保健センター

対象　妊産婦、乳幼児とその家族

定員　１日３組

持ち物　母子健康手帳、バスタオ

　ル１枚

申し込み 子育て世代包括支援セ

　ンター「ふぁみりあ」(健康づく

　り課内)　※当日の電話相談も可

　☎０８０－２８４５－６７２０

■産後のママと赤ちゃん向け教室

　赤ちゃんの発達を促すふれあい

方や遊び方などを学びます。

日時　12月16日㈮　①10時～11時

　半　②13時半～15時

会場　本荘保健センター

対象　①１カ月健診以降生後４カ

　月頃まで　②４カ月健診以降生

　後６カ月頃まで

定員　各５組

持ち物　母子健康手帳、バスタオ

　ル２枚

申し込み　12月９日㈮まで、子育

　て世代包括支援センター「ふぁ

　みりあ」（健康づくり課内）

　☎０８０－２８４５－６７２０

■アリーナ体操教室

　ミズノグループ（健康運動指導

士）による高齢者プログラムを実

施します。参加無料。

日時　１月31日㈫～３月７日㈫　

　10時～11時半（全６回）

会場　ナイスアリーナ

対象　市内在住で65歳以上の方

講師　健康運動指導士　保科康信  

　さん

定員　約20人 

持ち物　動きやすい服装、室内用

　シューズ、タオル、飲み物

申し込み　12月５日㈪から16日㈮

　まで地域包括支援センター

　☎２４－６３４５

　いつまでもおいしく食事をとるためには、
毎日の歯のお手入れが重要です。11月１日
号より３回シリーズで「お口の健康情報」を
発信しています。

日時　12月15日㈭、10時15分～11時、11時

　15分～正午、13時半～14時15分　※１人

　45分予約制、１日３人まで

会場　本荘保健センター

申し込み　12月13日㈫まで、健康づくり課

　ご家族や仕事のことなど、日常生活での

困り事を臨床心理士へ気軽に相談できます。
　心の健康の大切さを理解し、悩みや不安を
周りに相談してみませんか？

12月１日は「いのちの日」12月１日は「いのちの日」

◀  県ホームページ

「ふきのとう

ホットライン」

◀  厚生労働省ホーム

　ページ「まもろう 

　よ こころ」

臨床心理士と話せる「こころの相談日」

　　自宅で受ける歯科治療

　訪問歯科診療とは、患者さんのご自
宅や入居している施設に直接伺って歯
科治療を行うことです。あまり知られ
ていないかもしれませんが、医科での
往診のようなものです。
　しかし、誰でも対象になるものでは
なく、ご自身で歯科医院に通院できな
い方が対象になります。
　具体的には、病気で寝たきりの状態
や車椅子生活をしている方、もしくは
外を歩くことがほとんどできない、支
えてもらわないと歩けない方、認知症
の方などです。障害のある方も対象に
なる場合がありますが、障害の程度に
よりますので確認が必要です。目安と
しては介護認定を受けていれば対象に
なることがあります。

　　訪問時にできること

　訪問歯科診療では、主に義歯の調整
や作製、歯の除石や清掃、虫歯や歯周
病の治療、抜歯などを行います。歯科
医院内での施術とは違い、全ての器材
を持ち歩けないため、計画を立て、必
要な道具を持ち運んでの治療です。
　また、大掛かりな治療や、回数がか
かる治療もあまり行いません。これは
患者さんの体力やストレスを考慮しな

ければならないためです。できるだけ
簡単に処置が可能な方法を提案して、
ご本人や家族、施設の職員の方々と相
談しながら治療していきます。
　時々、患者さんのご家族から義歯を
作ってほしいと依頼があり、伺ってみ
ると患者さんご本人は必要ないと思っ
ている場合があります。このような場
合は義歯を作製しても使用していただ
けないことが多いです。
　義歯はどうしても異物感があるの
で、付けない状態に慣れていると義歯
を入れているだけで嫌になってしまう
ようです。そのため、事前に本人と周
囲がよく相談し合うことが大切です。

　　要望に合わせた治療

　このように訪問歯科診療は、歯科医
院での治療と少し違うところもありま
すが、患者さんの要望を考慮しながら
治療を進めていくことになります。
　ご家族に対象になる方がおられまし
たら諦めずに訪問診療を考えてみては
いかがでしょうか？　まずはかかりつ
けの歯科医師、担当のケアマネージャー
さんに相談してみてください。
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要介護と認定された人数の推移要介護と認定された人数の推移

○母子健康手帳・アンケート票・バスタオルを忘れずにお持ちください

○７カ月児健診は個別受診となります

○当日受診できない場合や不明な点がある場合は、当該地域の保健センターまたは市民サービス課へご相談ください

第３回

12月 乳幼児健診
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月曜～金曜（祝日は除く）8:30～17:15
TEL : 65-3722　メール : catv@city.yurihonjo.lg.jp
郵送 :〒018-0711 由利本荘市岩谷町字日渡51番地1

令和４年12月１日号　広報ゆりほんじょう 24

◆12月に放送する企画番組をご紹介します・・・・・・・

ゆりほんテレビ（12ch）では平日18：30～「ゆりほんタイム」（初回）を放送中です。

番組の放送日時、内容、タイトルなどを
変更する場合があります。

11 月 29日㈫～ 12月 5日㈪の番組

今月のお知らせ

　佐賀県唐津市の玄界灘に浮か
ぶ松島。島の産業が衰退する中、
稼げる島を目指して新たな産業を
創出し、チャレンジする若者たち
の姿を追いました。

　12月1日は「いのちの日」です。
市が主催する「声かけボランティ
ア養成講座」の様子とあわせて、
市内で活動するボランティア団体
の取り組みをご紹介します。

○放送時間 9:00 ～、20:00 ～ ○放送時間  11:00 ～、21:30 ～

島の未来を守るために 海のサムライの挑戦

Yurihonjo city public Relations. 202225

由利本荘市CATVセンター

ゆりほんテレビ
ホームページ↓

12月27日（火）～1月2日（月）は年末年始特別番組を放送します！

通信系サービス終了のお知らせ（テレビサービスは継続します）

終了する有料サービス
終了する無料サービス

インターネット・050ＩＰ電話
ＩＰ音声告知端末・ＩＰ電話

通信系サービスの終了により、次の機器が令和５年１月 31 日をもって使えなくなります。

サービス終了前に、機器の撤去を
希望される方はCATVセンター
までご連絡ください。
※撤去費用は発生しません。
※サービス終了まで使う場合は連絡不要です。

ケーブルテレビの通信系サービスは令和５年１月31日で終了します。
これまでご利用いただきましたことに、心より感謝申し上げます。

モデムアダプタ

通信線 告知アダプタ

こころの健康のために
～地域で活動する傾聴ボランティア～

放送する番組はＥＰＧ（電子番組表）やＨＰからもご確認できます。

ケーブルテレビにご加入いただくとテレビユー山形（ＴＢＳ系列）もご視聴いただけます。

12 月 6日㈫～ 12日㈪の番組

　北海道・函館発の情報番組で
す。今回は、函館で人気の激辛
グルメにチャレンジします！

　それぞれお店を経営する地元
のオジサン3人が超毒舌ながら
も好き放題に、自分たちなりの旅
を完成させます！

○放送時間 9:00 ～、20:00 ～ ○放送時間  11:00 ～、21:30 ～

制作：天草ケーブルネットワーク (株) 制作：(株)ニューメディア函館センター

「天草の新スポット！？ 本町で滝行する旅」【後編】
爆旅道中記 #049

「函館・激辛グルメ」
てけてけおじゃマップ

12 月 13日㈫～ 19日㈪の番組

　鳥海山木のおもちゃ美術館で自由に遊ぶことができるおす
すめのおもちゃを、佐藤副館長が紹介します。

○放送時間 9:00 ～、20:00 ～

○放送時間  11:00 ～、21:30 ～

12 月 20日㈫～ 26日㈪の番組

　秋田の旬の魚を釣りまくって元
気を発信！　2020 シーズンもミ
ラクルを起こして爆釣＆爆笑！

○放送時間 9:00 ～、20:00 ～

制作：(株) 秋田ケーブルテレビ　

私立釣竿学園 爆釣クラブ 2020シーズン #3

木らとあそぼう 11月総集編
ぼく

食べて元気に！ 4

12 月 20日㈫～ 26日㈪
【総集編②】キノコ類・芋類

○放送時間  11:00 ～、21:30 ～

12 月 13日㈫～ 19日㈪
【総集編①】緑黄色野菜・魚類

～伝統料理&減塩「冬編」～

  6：30　由利本荘ジオ散歩～本荘のお城･前編～
  9：00　由利本荘ジオ散歩～本荘のお城･後編～
11：00　鳥海山見どころ巡り 夏山編
12：00　第64回 本荘由利地区吹奏楽祭①
14：00　第64回 本荘由利地区吹奏楽祭②
16：00　第64回 本荘由利地区吹奏楽祭③
18：30　第64回 本荘由利地区吹奏楽祭④
20：00　はっしん！由利本荘！！2022総集編
21：30　歌謡舞踊応援隊Ⅱ ①
22：30　歌謡舞踊応援隊Ⅱ ②

「ゆりほんタイム」は
新年1月6日(金)スタート！
【12月26日㈪～1月5日㈭はお休みです】

1月1日・2日
（12:00～/18:00～）

市長・市議会議長
新春のあいさつ

　年頭にあたり、湊市長と
伊藤市議会議長が新春の
ごあいさつを申し上げます。

(c)ACN

　12月1日は「いのちの日」です。

街ナカ情報発信

　それぞれお店を経営する地元
のオジサン3人が超毒舌ながら
も好き放題に、自分たちなりの旅
を完成させます！
制作：天草ケーブルネットワーク

(c)ACN

サービス終了前の機器撤去の申し込み受け付けは、１２月２８日で締め切ります。
サービス終了後の機器撤去は、令和５年度以降、順次行っていきます。

制作：(株)ぴ～ぷる　

※新作番組と過去に放送した番組の再放送をお送りします。
※吹奏楽祭の各団体の出演回は、ゆりほんテレビホームページで
　ご確認ください。



〈問い合わせ先〉 ＣＡＴＶセンター、市役所広報広聴課・各総合支所市民サービス課

月曜～金曜（祝日は除く）8:30～17:15
TEL : 65-3722　メール : catv@city.yurihonjo.lg.jp
郵送 :〒018-0711 由利本荘市岩谷町字日渡51番地1
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◆12月に放送する企画番組をご紹介します・・・・・・・

ゆりほんテレビ（12ch）では平日18：30～「ゆりほんタイム」（初回）を放送中です。

番組の放送日時、内容、タイトルなどを
変更する場合があります。

11 月 29日㈫～ 12月 5日㈪の番組

今月のお知らせ

　佐賀県唐津市の玄界灘に浮か
ぶ松島。島の産業が衰退する中、
稼げる島を目指して新たな産業を
創出し、チャレンジする若者たち
の姿を追いました。

　12月1日は「いのちの日」です。
市が主催する「声かけボランティ
ア養成講座」の様子とあわせて、
市内で活動するボランティア団体
の取り組みをご紹介します。

○放送時間 9:00 ～、20:00 ～ ○放送時間  11:00 ～、21:30 ～

島の未来を守るために 海のサムライの挑戦
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由利本荘市CATVセンター

ゆりほんテレビ
ホームページ↓

12月27日（火）～1月2日（月）は年末年始特別番組を放送します！

通信系サービス終了のお知らせ（テレビサービスは継続します）

終了する有料サービス
終了する無料サービス

インターネット・050ＩＰ電話
ＩＰ音声告知端末・ＩＰ電話

通信系サービスの終了により、次の機器が令和５年１月 31 日をもって使えなくなります。

サービス終了前に、機器の撤去を
希望される方はCATVセンター
までご連絡ください。
※撤去費用は発生しません。
※サービス終了まで使う場合は連絡不要です。

ケーブルテレビの通信系サービスは令和５年１月31日で終了します。
これまでご利用いただきましたことに、心より感謝申し上げます。

モデムアダプタ

通信線 告知アダプタ

こころの健康のために
～地域で活動する傾聴ボランティア～

放送する番組はＥＰＧ（電子番組表）やＨＰからもご確認できます。

ケーブルテレビにご加入いただくとテレビユー山形（ＴＢＳ系列）もご視聴いただけます。

12 月 6日㈫～ 12日㈪の番組

　北海道・函館発の情報番組で
す。今回は、函館で人気の激辛
グルメにチャレンジします！

　それぞれお店を経営する地元
のオジサン3人が超毒舌ながら
も好き放題に、自分たちなりの旅
を完成させます！

○放送時間 9:00 ～、20:00 ～ ○放送時間  11:00 ～、21:30 ～

制作：天草ケーブルネットワーク (株) 制作：(株)ニューメディア函館センター

「天草の新スポット！？ 本町で滝行する旅」【後編】
爆旅道中記 #049

「函館・激辛グルメ」
てけてけおじゃマップ

12 月 13日㈫～ 19日㈪の番組

　鳥海山木のおもちゃ美術館で自由に遊ぶことができるおす
すめのおもちゃを、佐藤副館長が紹介します。

○放送時間 9:00 ～、20:00 ～

○放送時間  11:00 ～、21:30 ～

12 月 20日㈫～ 26日㈪の番組

　秋田の旬の魚を釣りまくって元
気を発信！　2020 シーズンもミ
ラクルを起こして爆釣＆爆笑！

○放送時間 9:00 ～、20:00 ～

制作：(株) 秋田ケーブルテレビ　

私立釣竿学園 爆釣クラブ 2020シーズン #3

木らとあそぼう 11月総集編
ぼく

食べて元気に！ 4

12 月 20日㈫～ 26日㈪
【総集編②】キノコ類・芋類

○放送時間  11:00 ～、21:30 ～

12 月 13日㈫～ 19日㈪
【総集編①】緑黄色野菜・魚類

～伝統料理&減塩「冬編」～

  6：30　由利本荘ジオ散歩～本荘のお城･前編～
  9：00　由利本荘ジオ散歩～本荘のお城･後編～
11：00　鳥海山見どころ巡り 夏山編
12：00　第64回 本荘由利地区吹奏楽祭①
14：00　第64回 本荘由利地区吹奏楽祭②
16：00　第64回 本荘由利地区吹奏楽祭③
18：30　第64回 本荘由利地区吹奏楽祭④
20：00　はっしん！由利本荘！！2022総集編
21：30　歌謡舞踊応援隊Ⅱ ①
22：30　歌謡舞踊応援隊Ⅱ ②

「ゆりほんタイム」は
新年1月6日(金)スタート！
【12月26日㈪～1月5日㈭はお休みです】

1月1日・2日
（12:00～/18:00～）

市長・市議会議長
新春のあいさつ

　年頭にあたり、湊市長と
伊藤市議会議長が新春の
ごあいさつを申し上げます。

(c)ACN

街ナカ情報発信

サービス終了前の機器撤去の申し込み受け付けは、１２月２８日で締め切ります。
サービス終了後の機器撤去は、令和５年度以降、順次行っていきます。

制作：(株)ぴ～ぷる　

※新作番組と過去に放送した番組の再放送をお送りします。
※吹奏楽祭の各団体の出演回は、ゆりほんテレビホームページで
　ご確認ください。
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辺
に
打
ち
上
げ
ら
れ
た
流
木

　
　
な
ど
は
、
ア
ー
ト
作
品
の
素

材
と
し
て
も
一
時
期
話
題
に
な
り

ま
し
た
。
撮
影
し
て
い
て
も
森
の

木
々
と
は
違
っ
た
味
わ
い
が
あ
っ

て
写
真
映
え
し
ま
す
。
　（
一
輝
）

　
　
遇
マ
ナ
ー
は
ど
の
現
場
で
も

　
　
大
切
と
、
鬼
講
師
の
異
名
を

と
る
先
生
か
ら
ご
指
導
い
た
だ
き

ま
し
た
。
お
役
所
仕
事
と
言
わ
れ

ぬ
よ
う
、
今
後
も
師
の
教
え
を
念

頭
に
精
進
し
ま
す
。
　（
タ
ワ
ー
）

　
　
イ
ガ
ー
な
と
ら
年
も
も
う
す

　
　
ぐ
終
わ
り
、
来
年
は
ラ
ビ
ッ

ト
な

年
で
す
。
上
り
坂
が
得
意

な
ウ
サ
ギ
に
あ
や
か
っ
て
、
前
向

き
に
ぴ
ょ
ん
ぴ
ょ
ん
飛
び
跳
ね
て

い
く
１
年
に
し
た
い
で
す
。

☆

　
　
ー
ド
な
戦
い
、
高
校
Ｏ
Ｂ
フ

　
　
ッ
ト
サ
ル
大
会
に
参
加
し
ま

し
た
。
私
は
体
に
む
ち
打
ち
出
場

し
て
い
ま
し
た
が
、
ボ
ー
ル
を
平

然
と
追
い
か
け
、
走
り
回
る
先
輩

た
ち
に
感
服
で
す
。
（
Ｏ
Ｄ
Ｃ
）

　
　
フ
な
日
程
を
勝
ち
抜
い
て
自

　
　
身
初
の
Ｗ
杯
優
勝
を
目
指
す

メ
ッ
シ
。
実
は
私
の
昔
の
あ
だ
名

も
「
メ
ッ
シ
ー
」
で
し
た
が
、
中

学
時
代
は
Ｍ
Ａ
Ｘ
体
重
80
㌔
の
ふ

く
よ
か
体
型
で
し
た
　
　（
一
男
）

　
　
マ
辺
の
公
民
館
を
18
年
ぶ
り

　
　
に
訪
問
。
地
元
の
熱
意
が
ひ

し
ひ
し
と
感
じ
ら
れ
る
懇
談
会
で

し
た
。
今
回
は
ノ
ン
ア
ル
で
し
た

が
、
次
は
八
の
字
ガ
ニ
を
肴
に
一

献
傾
け
た
い
も
の
で
す
。
（
紀
）

ハ タ ハ タ 接 岸

～これからも元気でお過ごしください～

満100歳  おめでとうございます

市から賀詞と祝い金が贈呈されました

佐藤　サイさん

（大正11年11月５日生まれ・東由利田代）

クイズの答え　Q１→２　Q２→３

たくさんの応募、ありがとうございました。

「株式会社マサカ」から

「網戸無料張り替え（1枚分）引換券」を５人にプレゼント！

菅原　　清さん
小杉　利幸さん
阿部祐美子さん

（本荘地域）

（本荘地域）

（本荘地域）

「
声
　
お
た
よ
り
」
は
市
民
の
皆
さ
ん
の

コ
ー
ナ
ー
で
す
。
ふ
だ
ん
感
じ
て
い
る
こ
と
や

広
報
紙
へ
の
感
想
、
イ
ラ
ス
ト
な
ど
た
く
さ
ん

の
声
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
ハ
ガ
キ
・
フ
ァ
ク

シ
ミ
リ
・
電
子
メ
ー
ル
で
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

宛
先
　
広
報
広
聴
課
　
「
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

連
絡
先
・
お
た
よ
り
」
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

おたより
お待ちして
います

◆
さ
す
が
に
、
そ
ろ
そ
ろ
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
作
っ
た
方
が
い
い
で
す
よ
ね
。
早
く
作
ら

な
け
れ
ば
と
思
い
な
が
ら
も
、
ず
っ
と
放
置
し

て
い
ま
し
た
。
イ
オ
ン
ス
ー
パ
ー
セ
ン
タ
ー
本

荘
店
で
も
申
請
窓
口
が
開
設
さ
れ
る
よ
う
な
の

で
、
時
間
を
見
つ
け
て
行
っ
て
み
た
い
と
思
い

ま
す
。
情
報
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
工
藤
さ
ん
・
30
代
・
西
目
地
域
）

◆
い
つ
も
広
報
ゆ
り
ほ
ん
じ
ょ
う
を
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
「
ゆ

り
ほ
ん
タ
イ
ム
」
の
毎
日
の
チ
ェ
ッ
ク
も
欠
か

せ
ま
せ
ん
。
地
域
の
情
報
が
家
族
の
会
話
の
一

部
と
な
っ
て
話
も
弾
み
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
地

域
の
情
報
発
信
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
阿
部
さ
ん
・
40
代
・
本
荘
地
域
）

伊藤　賢一さん
工藤瑛梨奈さん

（大内地域）

（西目地域）

菊地　千枝さん

（大正11年11月15日生まれ・岩谷麓）

◆
秋
田
米
の
新
品
種
「
サ
キ
ホ
コ
レ
」
を
早
め

に
予
約
し
て
購
入
。
こ
と
し
の
お
歳
暮
と
し
て

さ
っ
そ
く
送
り
ま
し
た
。

（
齋
藤
さ
ん
・
70
代
・
本
荘
地
域
）

◆
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
で
す
が
、
先
日
よ
う

や
く
申
請
し
ま
し
た
。
手
続
き
が
す
ご
く
簡
単

な
こ
と
に
ビ
ッ
ク
リ
。
こ
れ
な
ら
も
っ
と
早
め

に
申
請
し
て
お
け
ば
良
か
っ
た
な
と
思
い
ま
し

た
。
ま
だ
の
方
は
、
ど
う
か
お
早
め
に
。

（
伊
藤
さ
ん
・
70
代
・
大
内
地
域
）

広  報
クイズ 1111

尾留川　嘉一郎さん

（大正11年11月15日生まれ・前郷）

ち 　 ょ 　 っ 　 と 　 ひ 　 と 　 い 　 き 　・・・

伊藤　結人ちゃん（太陽さん）東梵天

松田　橙瑚ちゃん（龍也さん）薬師堂

佐々木　丞ちゃん（貴宏さん）砂子下

佐藤　礼理ちゃん（伸哉さん）小人町

<11月1日～ 11月15日受け付け分>

  ゆいと

　とうご

 　 じょう

 れいり

中村　衣兎ちゃん（ 楓 さん）東梵天

小松　竜登ちゃん（まみさん）薬師堂

荘司　浬虎ちゃん（千騎さん）川口

陰地　茉結ちゃん（真晃さん）八幡下

  いと

りゅうと

  りと

 まゆ

三浦　  湊ちゃん（ 聡 さん）矢島町木在

佐藤　奈緒ちゃん（慎太郎さん）東鮎川

鈴木　虎空ちゃん（悠斗さん）牛寺

かなで   

 なお

こあ

<11月1日～ 11月15日受け付け分>

鈴木キヱ子さん

堀　　貞子さん

佐藤富美子さん

齋藤　郁子さん

瀬　カウさん

髙橋　栄男さん

栁橋　信雄さん

小松ハツ子さん

鈴木トヨノさん

中村　　妙さん

畑山トシコさん

髙野　ミチさん

池田　寛治さん

（石脇 ・ ９１歳）

（石脇 ・ ９０歳）

（八幡下 ・ ７９歳）

（川口 ・ ４０歳）

（田町 ・ ９５歳）

（御門 ・ ６６歳）

（薬師堂 ・ ８１歳）

（瓦谷地 ・ ８６歳）

（万願寺 ・ ９３歳）

（内越 ・ ９１歳）

（谷山小路 ・ ９０歳）

（畑谷 ・ ９４歳）

（肴町 ・ ７７歳）

栁橋キクノさん

伊東　尚介さん

三浦　定三さん

小松和賀子さん

長谷川ミヱさん

長谷山次子さん

長田　兼三さん

後　　照勝さん

大場　貞子さん

佐々木榮子さん

佐藤カホルさん

伊藤　キワさん

池田　リヨさん

（井戸尻 ・ ９１歳）

（石脇 ・ ９２歳）

（石脇 ・ ７８歳）

（八幡下 ・ ６２歳）

（薬師堂 ・ ８２歳）

（石脇 ・ ８３歳）

（三条 ・ ８８歳）

（石脇 ・ ８６歳）

（三条 ・ 9６歳）

（矢島町舘町 ・ ７４歳）

（矢島町立石 ・ ９２歳）

（矢島町川辺 ・ ９７歳）

（矢島町七日町 ・ ８４歳）

小番　喜一さん

北原　要一さん

佐々田　俊さん

金子　信雄さん

工藤　フキさん

斉藤　ナミさん

池田　ナツさん

伊藤キチノさん

石川　ミツさん

佐藤　次郎さん

三浦　秀男さん

東海林ミヱさん

渡部　　慶さん

（矢島町立石 ・ ８５歳）

（矢島町田中町 ・ ９１歳）

（岩城亀田大町 ・ ９４歳）

（岩城二古 ・ ８３歳）

（岩城冨田 ・ ８７歳）

（岩城冨田 ・ ９３歳）

（岩城滝俣 ・ ９７歳）

（岩城亀田愛宕町 ・ ９８歳）

（前郷 ・ 101歳）

（山本 ・ ８８歳）

（五十土 ・ ９０歳）

（新沢 ・ １０１歳）

（岩谷町 ・ ３１歳）

伊藤　弘字さん

佐々木チヨミさん

武田　新一さん

小松マツ子さん

浅田ヒデ子さん

佐藤　秀雄さん

朝岡ノブヨさん

渡辺ハマ子さん

荘司　伸子さん

佐藤　久映さん

梶原　キミさん

（中田代 ・ ９１歳）

（中田代 ・ ９３歳）

（岩谷町 ・ ８８歳）

（東由利田代 ・ ８５歳）

（東由利宿 ・ ９２歳）

（東由利黒渕 ・ ８５歳）

（西目町出戸 ・ ８２歳）

（西目町出戸 ・ ８９歳）

（西目町出戸 ・ ８７歳）

（鳥海町上川内 ・ ７１歳）

（鳥海町下笹子 ・ ９１歳）

「お誕生」「おくやみ」欄に掲載を希望される方は、市民窓口センター
（または総合支所市民サービス課、出張所）にお申し出ください。
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辺
に
打
ち
上
げ
ら
れ
た
流
木

　
　
な
ど
は
、
ア
ー
ト
作
品
の
素

材
と
し
て
も
一
時
期
話
題
に
な
り

ま
し
た
。
撮
影
し
て
い
て
も
森
の

木
々
と
は
違
っ
た
味
わ
い
が
あ
っ

て
写
真
映
え
し
ま
す
。
　（
一
輝
）

　
　
遇
マ
ナ
ー
は
ど
の
現
場
で
も

　
　
大
切
と
、
鬼
講
師
の
異
名
を

と
る
先
生
か
ら
ご
指
導
い
た
だ
き

ま
し
た
。
お
役
所
仕
事
と
言
わ
れ

ぬ
よ
う
、
今
後
も
師
の
教
え
を
念

頭
に
精
進
し
ま
す
。
　（
タ
ワ
ー
）

　
　
イ
ガ
ー
な
と
ら
年
も
も
う
す

　
　
ぐ
終
わ
り
、
来
年
は
ラ
ビ
ッ

ト
な

年
で
す
。
上
り
坂
が
得
意

な
ウ
サ
ギ
に
あ
や
か
っ
て
、
前
向

き
に
ぴ
ょ
ん
ぴ
ょ
ん
飛
び
跳
ね
て

い
く
１
年
に
し
た
い
で
す
。

☆

　
　
ー
ド
な
戦
い
、
高
校
Ｏ
Ｂ
フ

　
　
ッ
ト
サ
ル
大
会
に
参
加
し
ま

し
た
。
私
は
体
に
む
ち
打
ち
出
場

し
て
い
ま
し
た
が
、
ボ
ー
ル
を
平

然
と
追
い
か
け
、
走
り
回
る
先
輩

た
ち
に
感
服
で
す
。
（
Ｏ
Ｄ
Ｃ
）

　
　
フ
な
日
程
を
勝
ち
抜
い
て
自

　
　
身
初
の
Ｗ
杯
優
勝
を
目
指
す

メ
ッ
シ
。
実
は
私
の
昔
の
あ
だ
名

も
「
メ
ッ
シ
ー
」
で
し
た
が
、
中

学
時
代
は
Ｍ
Ａ
Ｘ
体
重
80
㌔
の
ふ

く
よ
か
体
型
で
し
た
　
　（
一
男
）

　
　
マ
辺
の
公
民
館
を
18
年
ぶ
り

　
　
に
訪
問
。
地
元
の
熱
意
が
ひ

し
ひ
し
と
感
じ
ら
れ
る
懇
談
会
で

し
た
。
今
回
は
ノ
ン
ア
ル
で
し
た

が
、
次
は
八
の
字
ガ
ニ
を
肴
に
一

献
傾
け
た
い
も
の
で
す
。
（
紀
）

ハ タ ハ タ 接 岸

～これからも元気でお過ごしください～

満100歳  おめでとうございます

市から賀詞と祝い金が贈呈されました

佐藤　サイさん

（大正11年11月５日生まれ・東由利田代）

クイズの答え　Q１→２　Q２→３

たくさんの応募、ありがとうございました。

「株式会社マサカ」から

「網戸無料張り替え（1枚分）引換券」を５人にプレゼント！

菅原　　清さん
小杉　利幸さん
阿部祐美子さん

（本荘地域）

（本荘地域）

（本荘地域）

「
声
　
お
た
よ
り
」
は
市
民
の
皆
さ
ん
の

コ
ー
ナ
ー
で
す
。
ふ
だ
ん
感
じ
て
い
る
こ
と
や

広
報
紙
へ
の
感
想
、
イ
ラ
ス
ト
な
ど
た
く
さ
ん

の
声
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
ハ
ガ
キ
・
フ
ァ
ク

シ
ミ
リ
・
電
子
メ
ー
ル
で
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

宛
先
　
広
報
広
聴
課
　
「
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

連
絡
先
・
お
た
よ
り
」
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

おたより
お待ちして
います

◆
さ
す
が
に
、
そ
ろ
そ
ろ
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
作
っ
た
方
が
い
い
で
す
よ
ね
。
早
く
作
ら

な
け
れ
ば
と
思
い
な
が
ら
も
、
ず
っ
と
放
置
し

て
い
ま
し
た
。
イ
オ
ン
ス
ー
パ
ー
セ
ン
タ
ー
本

荘
店
で
も
申
請
窓
口
が
開
設
さ
れ
る
よ
う
な
の

で
、
時
間
を
見
つ
け
て
行
っ
て
み
た
い
と
思
い

ま
す
。
情
報
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
工
藤
さ
ん
・
30
代
・
西
目
地
域
）

◆
い
つ
も
広
報
ゆ
り
ほ
ん
じ
ょ
う
を
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
「
ゆ

り
ほ
ん
タ
イ
ム
」
の
毎
日
の
チ
ェ
ッ
ク
も
欠
か

せ
ま
せ
ん
。
地
域
の
情
報
が
家
族
の
会
話
の
一

部
と
な
っ
て
話
も
弾
み
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
地

域
の
情
報
発
信
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
阿
部
さ
ん
・
40
代
・
本
荘
地
域
）

伊藤　賢一さん
工藤瑛梨奈さん

（大内地域）

（西目地域）

菊地　千枝さん

（大正11年11月15日生まれ・岩谷麓）

◆
秋
田
米
の
新
品
種
「
サ
キ
ホ
コ
レ
」
を
早
め

に
予
約
し
て
購
入
。
こ
と
し
の
お
歳
暮
と
し
て

さ
っ
そ
く
送
り
ま
し
た
。

（
齋
藤
さ
ん
・
70
代
・
本
荘
地
域
）

◆
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
で
す
が
、
先
日
よ
う

や
く
申
請
し
ま
し
た
。
手
続
き
が
す
ご
く
簡
単

な
こ
と
に
ビ
ッ
ク
リ
。
こ
れ
な
ら
も
っ
と
早
め

に
申
請
し
て
お
け
ば
良
か
っ
た
な
と
思
い
ま
し

た
。
ま
だ
の
方
は
、
ど
う
か
お
早
め
に
。

（
伊
藤
さ
ん
・
70
代
・
大
内
地
域
）

広  報
クイズ 1111

尾留川　嘉一郎さん

（大正11年11月15日生まれ・前郷）

ち 　 ょ 　 っ 　 と 　 ひ 　 と 　 い 　 き 　・・・

伊藤　結人ちゃん（太陽さん）東梵天

松田　橙瑚ちゃん（龍也さん）薬師堂

佐々木　丞ちゃん（貴宏さん）砂子下

佐藤　礼理ちゃん（伸哉さん）小人町

<11月1日～ 11月15日受け付け分>

  ゆいと

　とうご

 　 じょう

 れいり

中村　衣兎ちゃん（ 楓 さん）東梵天

小松　竜登ちゃん（まみさん）薬師堂

荘司　浬虎ちゃん（千騎さん）川口

陰地　茉結ちゃん（真晃さん）八幡下

  いと

りゅうと

  りと

 まゆ

三浦　  湊ちゃん（ 聡 さん）矢島町木在

佐藤　奈緒ちゃん（慎太郎さん）東鮎川

鈴木　虎空ちゃん（悠斗さん）牛寺

かなで   

 なお

こあ

<11月1日～ 11月15日受け付け分>

鈴木キヱ子さん

堀　　貞子さん

佐藤富美子さん

齋藤　郁子さん

瀬　カウさん

髙橋　栄男さん

栁橋　信雄さん

小松ハツ子さん

鈴木トヨノさん

中村　　妙さん

畑山トシコさん

髙野　ミチさん

池田　寛治さん

（石脇 ・ ９１歳）

（石脇 ・ ９０歳）

（八幡下 ・ ７９歳）

（川口 ・ ４０歳）

（田町 ・ ９５歳）

（御門 ・ ６６歳）

（薬師堂 ・ ８１歳）

（瓦谷地 ・ ８６歳）

（万願寺 ・ ９３歳）

（内越 ・ ９１歳）

（谷山小路 ・ ９０歳）

（畑谷 ・ ９４歳）

（肴町 ・ ７７歳）

栁橋キクノさん

伊東　尚介さん

三浦　定三さん

小松和賀子さん

長谷川ミヱさん

長谷山次子さん

長田　兼三さん

後　　照勝さん

大場　貞子さん

佐々木榮子さん

佐藤カホルさん

伊藤　キワさん

池田　リヨさん

（井戸尻 ・ ９１歳）

（石脇 ・ ９２歳）

（石脇 ・ ７８歳）

（八幡下 ・ ６２歳）

（薬師堂 ・ ８２歳）

（石脇 ・ ８３歳）

（三条 ・ ８８歳）

（石脇 ・ ８６歳）

（三条 ・ 9６歳）

（矢島町舘町 ・ ７４歳）

（矢島町立石 ・ ９２歳）

（矢島町川辺 ・ ９７歳）

（矢島町七日町 ・ ８４歳）

小番　喜一さん

北原　要一さん

佐々田　俊さん

金子　信雄さん

工藤　フキさん

斉藤　ナミさん

池田　ナツさん

伊藤キチノさん

石川　ミツさん

佐藤　次郎さん

三浦　秀男さん

東海林ミヱさん

渡部　　慶さん

（矢島町立石 ・ ８５歳）

（矢島町田中町 ・ ９１歳）

（岩城亀田大町 ・ ９４歳）

（岩城二古 ・ ８３歳）

（岩城冨田 ・ ８７歳）

（岩城冨田 ・ ９３歳）

（岩城滝俣 ・ ９７歳）

（岩城亀田愛宕町 ・ ９８歳）

（前郷 ・ 101歳）

（山本 ・ ８８歳）

（五十土 ・ ９０歳）

（新沢 ・ １０１歳）

（岩谷町 ・ ３１歳）

伊藤　弘字さん

佐々木チヨミさん

武田　新一さん

小松マツ子さん

浅田ヒデ子さん

佐藤　秀雄さん

朝岡ノブヨさん

渡辺ハマ子さん

荘司　伸子さん

佐藤　久映さん

梶原　キミさん

（中田代 ・ ９１歳）

（中田代 ・ ９３歳）

（岩谷町 ・ ８８歳）

（東由利田代 ・ ８５歳）

（東由利宿 ・ ９２歳）

（東由利黒渕 ・ ８５歳）

（西目町出戸 ・ ８２歳）

（西目町出戸 ・ ８９歳）

（西目町出戸 ・ ８７歳）

（鳥海町上川内 ・ ７１歳）

（鳥海町下笹子 ・ ９１歳）

「お誕生」「おくやみ」欄に掲載を希望される方は、市民窓口センター
（または総合支所市民サービス課、出張所）にお申し出ください。
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ハガキ、
ファクシミリ、
電子メールで
ご応募ください。

笑売繁盛笑売繁盛笑売繁盛 プレゼントつき! 広報クイズ広報クイズ

1２/1６（金
）まで

1２/1６（金
）まで

読 者
プレゼント

Q1 Q2
〒015-8501

尾
崎
17

広
報
広
聴
課

「
読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト
」

　
　
　
　
　
　    

係

住
所
・
氏
名
・
年
齢

・
電
話
番
号

・
ク
イ
ズ
の
答
え

・
お
た
よ
り

㈱リバーロードから「お食事券千円（１枚）」を５人にプレゼント！
■応募資格／市内にお住まいの方（応募は１人１通）。クイズの答え（２問）と広報紙に対する
　ご意見やご感想など「おたより」を添えてお申し込みください。

※個人情報は記載内容の確認、プレゼントの発送の
　ために使用し、この目的以外には使用しません。

○営業時間／
　ランチ11:00～14:00
　カフェ14:00～17:00
　ディナー17:00～21:00
○定休日／月･火･年末年始
　　（12月31日～１月３日)

㈱リバーロード

音
楽
機
材
や
照
明
を
調
節
す
る

専
門
ス
タ
ッ
フ
や
ス
テ
ー
ジ
出

演
者
へ
の
連
絡
調
整
を
す
る
ス

タ
ッ
フ
な
ど
、
多
岐
に
渡
る
業

務
を
行
っ
て
い
る
。

■
こ
だ
わ
り

　
お
米
は
す
べ
て
亀
田
産
の
ひ

と
め
ぼ
れ
で
、
ほ
か
に
も
秋
田

由
利
牛
、
比
内
地
鶏
、
本
荘
う

ど
ん
な
ど
の
地
産
地
消
の
食
材

を
使
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
が
自
慢
。

お
す
す
め
は
シ
ェ
フ
が
考
案
し

た
生
地
の
パ
リ
パ
リ
食
感
が
楽

し
い
「
ト
ル
テ
ィ
ー
ヤ
ピ
ザ
」

と
新
メ
ニ
ュ
ー
の
「
由
利
牛
ロ

ー
ス
ト
ビ
ー
フ
丼
」。
お
子
さ

「おいしい料理はもちろん、県内では民間最大
級のステージでライブパフォーマンスを楽しん
でいただけたらうれしいです」と話す伊藤さん

今
回
は
、
岩
城
地
域
の
「
㈱
リ
バ
ー
ロ
ー
ド
」
で
す
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
市
商
工
会
に
加
盟
し
て
い
る
市
内
各
地
域
の
「
人
気
の
お
店
」「
頑
張
る
会
社
」
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

ま
ラ
ン
チ
や
手
作
り
デ
ザ
ー
ト
、

コ
ー
ス
料
理
な
ど
も
あ
り
、
ひ

と
り
で
も
大
勢
で
も
楽
し
め
る
。

２
０
０
イ
ン
チ
の
大
ス
ク
リ
ー

ン
も
あ
り
、
最
大
60
人
収
容
可

能
で
、
パ
ー
テ
ィ
ー
な
ど
の
貸

し
切
り
に
も
対
応
し
て
い
る
。

■
よ
ろ
こ
び

　
お
客
さ
ま
か
ら
「
お
い
し

か
っ
た
」「
雰
囲
気
が
良
く
て

ゆ
っ
く
り
で
き
た
」
な
ど
の
声

を
い
た
だ
く
こ
と
。
リ
ピ
ー

タ
ー
の
方
が
友
人
を
誘
っ
て
来

て
く
れ
た
り
、
ス
テ
ー
ジ
出
演

者
の
フ
ァ
ン
の
方
が
遠
方
か
ら

応
援
に
見
え
た
り
と
、
さ
ま
ざ

ま
な
人
の
つ
な
が
り
を
感
じ
ら

れ
る
と
う
れ
し
い
。

■
こ
れ
か
ら

　
見
晴
ら
し
の
良
い
屋
上
に
テ

ラ
ス
を
建
設
中
で
、
ど
こ
で
も

出
店
で
き
る
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
も

稼
働
予
定
。
構
想
が
全
て
実
現

す
る
来
年
春
が
本
当
の
グ
ラ
ン

ド
オ
ー
プ
ン
。
も
っ
と
広
く
お

店
の
良
さ
を
知
っ
て
も
ら
い
、

来
店
し
て
も

ら
う
こ
と
で
、

岩
城
地
域
を

に
ぎ
わ
せ
て

い
き
た
い
。

■
あ
ら
ま
し

　
隣
接
す
る
秋
田
市
雄
和
の
出

身
で
、
幼
い
頃
か
ら
よ
く
岩
城

地
域
へ
遊
び
に
来
て
い
た
と
い

う
伊
藤
さ
ん
。
楽
し
い
思
い
出

が
た
く
さ
ん
あ
る
こ
の
地
域
を

も
っ
と
盛
り
上
げ
た
い
と
考
え
、

前
職
で
携
わ
っ
て
い
た
飲
食
業

を
軸
に
、
カ
フ
ェ
＆
ラ
イ
ブ
レ

ス
ト
ラ
ン
「
リ
バ
ー
ロ
ー
ド
」

を
昨
年
10
月
に
オ
ー
プ
ン
。

　
ラ
ン
チ
や
カ
フ
ェ
、
デ
ィ

ナ
ー
を
楽
し
み
な
が
ら
、
イ
ベ

ン
ト
時
に
は
店
内
中
央
の
ス

テ
ー
ジ
で
歌
や
楽
器
の
生
演
奏
、

ダ
ン
ス
、
お
笑
い
ラ
イ
ブ
、
マ

ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
な
ど
の
ス
テ
ー

ジ
を
間
近
で
楽
し
む
こ
と
が
で

き
る
。
11
人
い
る
従
業
員
も

シ
ェ
フ
や
ホ
ー
ル
担
当
の
ほ
か
、

社
長
の
伊
藤
勇
気
さ
ん

｟３３
歳
｠

に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

建設中のテラスへ
と続く外階段

近隣で採れた野菜を丁寧に下ごしらえ

《岩城内道川字新鶴潟３－４　　☎７４－７９０７》《岩城内道川字新鶴潟３－４　　☎７４－７９０７》

岩城地域

１.  ピックスルー
２.  パックスルー
３.  ピックスレー

１.  18カ所
２.  19カ所
３.  20カ所

市内認可保育所は全部で
いくつ？（令和5年4月）

県立大学に実験的に設置
された無人店舗の名は？

株式会社 リバーロード

《第１２1回》

　
隣
接
す
る
秋
田
市
雄
和
の
出

身
で
、
幼
い
頃
か
ら
よ
く
岩
城

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
市
商
工
会
に
加
盟
し
て
い
る
市
内
各
地
域

《第 回》

道川でおいしい料理と生のステージを

トルティーヤピザ

由利牛ローストビーフ丼

金融機関だった物件を改築
広 と々した落ち着いた空間

「
道
川
」
を
英
語
読
み
に

し
て
反
転
さ
せ
た
「
リ
バ
ー

ロー
ド
」
と
い
う
店
名
は
、
お

店
で
は
な
く
道
川
地
区
を
主

役
に
し
た
かった
と
い
う
伊
藤

さ
ん
の
思
い
が
現
れ
てい
ま
す
。

お
祭
り
の
よ
う
な
楽
し
さ
や

に
ぎ
わ
い
が
生
ま
れ
る
よ
う

に
と
作
った
ス
テ
ー
ジ
を
使
っ

て
、
今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
催

し
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
開
店
前
の
忙
し
い
時
間
に

お
邪
魔
し
ま
し
た
が
、
皆
さ

ん
で
心
を
込
め
て
お
客
さ
ま

を
迎
え
る
準
備
を
す
る
姿
に
、

心
地
い
い
空
間
の
秘
訣
を
見

た
気
が
し
ま
し
た
。
食
事
を

し
に
、
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
に
、

ぜ
ひ
一
度
ゆ
っ
く
り
と
し
た

時
間
を
過
ご
し
に
訪
ね
て
み

て
はい
か
が
で
し
ょ
う
か
。

ひ
け
つ
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道の駅
岩城

至 秋田市

岩城みなと駅

岩城IC入口

岩城総合支所

消防署岩城分署

㈱リバーロード


